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表紙

各種ワークステーションによるシステム

構成例

ワークステーションは,汎用機から専

用機まで各種のものが出現している。当

社でも,オフィスオートメーション用の

M3300シリーズ,エンジ'ニアリング用の

MEI000シリーズカサ凡用機として製品化

されており,専用機として知識情報処理

に特化した《MELCOM-PSDのほか,

画イ象処理用・図面管理用のもの等が製品

化されている。

表紙は,ある企業又は工場を想定して,

各種ワークステーションをLANで接続し

たネットワークシステム構成図を背景に,

当ネ士エンジニアリングワークステーショ

ンの最辛斤機種《MELCOM ME-UO0》を

紹介したものである。このモデノレは従来

のフロアスタンド形からテ'スクトップ形

になった初の機種である。
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棄斤しい分野を築くワークステーションの展望
小泉寿男・小畑甫

Ξ菱電機技報>01.61・NO.7P2~4

ここ数年間にワークステーションは,機能的にも価格的にも格段の進

歩を遂げた。機種的にも各種のものが各メーカーから商品化され,身近

において利用し得る風士ができつつぁる。広範囲な適用分野を吉景に,

今後大きく成長しようとしている。

この論文では,現時点での適用分野に関する現状と要求機能を概説し,

ー'般的女ワークステーションの技術課題について記述する。

アブストラクト

マルチワークステーションの概要と特長

金井守司

三菱電機技報 V01.61・NO.7P5~8

この論交はマルチワークステーションの概要を説明するとともに,基

本ソフトゥエア,ネソトワークへの対応,OAソフトゥエアにっいて解説

した。また,マルチワークステーションのシステム化機能について,

くMELBIND) MO】ti Bmd-C, M"1ti Biod-Lの機能及乙サ与長について解説

^^0

画像処理ワークステーション《MELISSA・VVS》

望月純夫・松井保憲・塚越康裕・i奏井順子・藤原美喜

Ξ菱電機技報 V01.61・NO.フ・P23~28

低価格,コンパクトなスーパミニコンMXシリーズを使用した画像処理

ワークステーションと.その上で実行できる画像処理ソフトウェア《M

ELISSA>の桃能を述ペるとともに,このワークステーシ,ンの西1像処

理分野ヘの利用例について述ベる。

エンジニアリング分野におけるEVVSの活用

田戸茂・片岡正博・片岡正俊・岡哲生

三菱電機技幸畏>01.61・NO.フ・P9~ 16

マイクロプロセッサの急速な発達により,高度なマンマシンインタフ

エース機能を具備したEWS (エンジニアリングワークステーシ,ン)

が研究・開発・設計など広範囲の技術部門に導入され,製品の開発1期

短縮を支援する有効なツールであることが認識されつつある。ここでは,

有効な適用伊比してプラントの計画設計CAE,枝融合炉計画設計CAE並

ぴに電気制御系CAEの3分野での活用状況を紹介する。

ソフトウェアエンジニアリングにおけるワークステーション

高野彰・堀川博史・藤掛遵・渡辺治・春原猛

Ξ菱電機技報 V01.61・NO.フ・P29~34

H木語や図形を利用Lた会話型のソフトウェア開発ツールが増えるに

従い,そのマンマシンインタフェースの向上が電要となっている。今回

開発した分散型ソフトウェア開発支援システム: S010nは,ワークステー

ションME]000とホスヒ汁算機《MELCOM70 MX/300のとに機能分散さ

せて,ソフトウェア設計から保守に至るライフサイクル全体を支援して

いる。本稿では, S01伽でのワークステーションの役割とそこで実現した

機能について述ベる。

図面管理分野におけるワークステーションの利用

長島清・桑田貴平・中崎勝一・中村泰明

三菱電機技報 V01,61・NO.7P39~44

近年,図面を保管し,検索し,設備の改修に併せて保管データを修正

処理する図面管理業務の計算機処理が注目されている。三菱図血管理ワ

ークステーシ,ンは,32ビット CPUによって構成されている。このシス

テムは,光ディスクを接続した大型サイズ図面のファイリング保管,乎

書き設計図面のCAD入力用データ作成,地図データの読み取り・階層ベ

クトル化のほか,極々の屈性悍井Rを地図と関迎付けた地図利用システム

などに広く使用されている。

知識処理におけるA17ークステーションの活用
秋田興一郎・太細孝・荻野敬辿・丸山冬樹

Ξ菱電機技報 V01.61・NO.フ・P17~22

A17ークステーシ,ンの重加句を1府瞰し,次いで典型的A17ークステー

ションくMELCOM PSDの知識情報処理における使用例を,当社関連聞

発の中から紹介する。 A1マシンの分類とアーキテクチャ,自然言語処理

応用の知的対話技術,プラント設計知識に基グく診断機能のA1言語によ

る表現, OSりソースの機能をオプジェクト指向で継承させた機械副訳用

マンマシンインタフェースなどにつき解説する。

ワークステーションを用いたミックストモード通信用端末

小野文孝・苗村水戸夫・石原幹久

Ξ菱電機技報 V01.61・NO.フ・P35~38

ワークステーションを用いてミックストモード通信を突現した。ミッ

クストモード通信とは,1984年にCCITI(国際電信電話諮問委員会)に

て勧告化されたイメージと文字の混在する文霄を通信する方式である。

本稿では,ミックストモード通信の概略,今回開発したミックストモー

ド通信用端末の諸元,そのサービス概要及ぴ今後の課題について述ベる。



Mltsubishi D印ki Gihot v01 61, N0 7,叩.23 ~ 28 (1987)

The MELISSA・ws lmage-procesS川g vvorkstation

by sumlo Mochlzuki, YヨSuno「1 MヨtSⅢ, YaSⅡhiro Tsukヨgoshl,」Ⅱnk0 チUjli & Mlkl fujlWヨn

The arhclc 】n110duces 【he NIE上ISSA・エ,YS、 an 1Π]且oe・processlnぴ、、olks{a{10Π
based on the l〔"、・cost compact 入Ix series supermlnlcomP口tel'S The fearⅡres
Of the 入IEI,1Ssr＼ jma"e・PTO〔esslno sofl、、ale are descnbed、 and sc、eral
Image、procesS↓ng applJcat]0羽S are lnれ、oduced

Abstracts

Mltsuhishl D即ki Glho: V01.61, NO.フ,叩.29 ~ 34 (19B7)

A softvvare-support Engineering vvorkstatlon

by Akira Tヨkano, HI!oshi Holikawa, JⅡΠ FⅡjikake, osamu watanabe & Tヨkeshl sunohヨ「a

The r且Pld on]eroence o{ 1nteractive sof[、、are・developlnent tools 、Ylth
gTaph】c capabl]11】eS 且ndJapanese'1anguage processing has cTeated a need f01
Improved man・machine 1Πterfaces.1he article ln[Toduces s010n, a ne、Y
deve]opment support sYstem foT distrlbuted sofl、、'a丁e. S010n dlstrlbutes soft
、Yafe fⅡΠCtl0口S beいYeen an NIEIooo workstation and a MELCOM 70 NI×/

30oo host computel', and suppolts aⅡ aspects of the sofい、 are・development
C> cle from 【he ln111al design thTough debugglng and ma1Πtenance. DISCUS
Slon ls focused 0丸 the role that s010n plays on the workstatlon、 and tl〕e func
{】011S used しo achleYe lts capab111t】es

Mnsuhishl Denki Giho: V01.61, NO,フ,叩.2 ~ 4 (1987)

An overview of vvorkstations for Nevv Application Flelds

hy Hlsa0 Kolzumi & Hヨjlme obヨtヨ

Over the pas[ se、 eral Years、、、'0】'ks[atlons haYe lmpTOYcd Yas[1}'1n tl〕eⅡ' C厶P、1
b111tles、、vhi】e dropplng dTamatiC且11Y ln pTlce 入lanufac[urels have also bocn
Offenng manY tYpes of 、Yωkstat】ons, and the dav ls dra、Ylng near 、、1〕cn
everYone 、、iⅡ be able to ha、 e one for his 01 上CT O、Yn pclsof〕a1 ⅡSe. TI〕e 1机an、
PUTposes to 、Yh】ch 、YOTks[au011S ha、e been appl]ed plaCわCaⅡY guaTantee
thelT continued popularlty lhe artlcle surveys the TeqUⅡ ements that dlffeT
eDt apphcatlons place ⅡP0Π、volkstations、 and cxamjnes the lssueS 1口YOIYed
1Π Conhnued 、Yotkstιlhon deYelopment

M11Subishi DEnki Giho: V01.61, NO.フ,叩.35~38 (1987)

A Mixed-Mode comrnunicatlon Terminal Based

On a vvorkstation

わy F耻mitaka ono, M託O Nヨernurヨ& Mikihlsa lshih丑rヨ

T}]e authors l〕ave deYeloped a mlxed・mode communlcatlon tel'mlnal based
On a wolkstation. N11Xed・mode communlca110n ls based on the 198↓ CC11T

Protoco】 recommendations for combined h'ansmlssion of g地P11ic lma3es
and a】phanumenc data lhe artlcle begins by dlscussln3 ChaTacteTisucs of
the m]xed・mode pTotoc01、 and moYes lnto a descnphon of the ten口lnal,its

aud future developmeDt issuesSel'vlces

Mitsubishi De"ki Giho:ν01 61, NO.フ,叩.17、-22 (1987)

フ,叩.5,、 8 (1987)Mltsublshi Denki Giho: V01.61 N O

A Multitasking-vvorkstation

by Moliji KaΠヨ1

The artlc】e lnh'oduces a n】ultltask]nσ、、OTksratlon and l{s baslc sofl、Yale

t08ether 、vlth oA sofい、,ale for [hc 、、OTkstatlorl and lts neいVork apP11Ca【10ns
A large paTt of n〕e discusslon ls concelned wlth lhe NIELBIND sofいVare tl〕at
】nteoTates lhe s、'stem.1he functlons and fea【UTes of いY0 入IELBIND pto
Olams,入Iulublnd c and 入Iultibmd L, ale lnn oduced

Mltsuhishi oenki Giho: V01.61, NO.フ.叩.39~44 (1987)

A vvorkstation for Map and Drawing Management An Al vvorkstation for Knowledge processlng

by Kiyo$hl N且gきShimヨ, Takヨhi「ヨκⅡWヨtヨ, Katsuichi NakヨZaki & YヨSUヨkl Nヨ胎mu「ヨ

Among posslble uses of comput田's t11at have attracted strong lnteTesL are
apPⅡCatlons for the storage and re[Tleval of dTa、vln3S,工ν1)ere graphic lnfor・
ma【10n (for example, about bU11dlngs or ge03τaph]cal areas) must be
Updated and maintalned continuously The artide intloduces a 入ditsubishl
Workstatlon foT the management of maps and dra、vings. The woTkstat】on
based on a 32・blt mlcloprocessor, can store fUⅡ・slze lmages on optical dlsks
Oenerate cAD lnput dala from hand・、、1'1tten desion d1舐Yings、read ln map
data、 generate layered Yectors, and store data 】n assod且tlon 、Ylt11 maps
These rnany features make the woTkstatlon sul【ed to a 、、1de YaTlety of m且P
re]ated lmage・ and data・processln菖 applications

by Koichiro Akiね, Takashi DaSヨi, Tきkヨmlchi ogino &干Uyuki Maruyヨma

The artlcle sur、e>s trends ln AI 、、olkslatloDS、 and presents the 入IELC0入1
Psl as a close・to・]dea11mp}ementatlon of thls techn010gy Examp】eS 磁'e
gjven ofhow the kno、vledge・1nforma[10n procesS111g capabl】1tles oftl]e ME上
CONl psl have been used ln the corporati0Π'S O、Yn R&D. The dlscusslon
CoveTS AI・system types and archltedures,i11te111gence techn010gy for natu
1'al・}aTlguage processing, and tl】e expl'essloD ofdlagnostlc functlons ln A11an
guage based on plant・deslgn kno、、1edge. A】so h'eated ls a man・machine
mta'face for machlne traDsla[10n in 、vhich opera【1n3・sy乳em functlons are
Inhe11ted as resources ln t】祀 objec[S

Mitsubishi oenki Giho: V01.61, NO'フ.叩,9~ 16 (1987)

Engineering workstations for Applicatjon systems

W shi9eru Tado, M3Sヨhlr0 κヨt30ka, Masatoshi κヨtヨ0kヨ& Totsuo oka

Ihe advent offast, economlcal microprocessors has brougl)t down the cost of
englneering woTkstatlons, so lha杜hese 、vorkst且[ions and tl〕eir sophistlcated
man・1nachlne lnta'faces are no、、' aYa11able for a 、vide Tan3e ofapP11Cationsin
reseaTch, development、 and deslgn.1n recent yeaTS, engineeli11g 、LotRsta・
tlons have proven an effectlve to011n these apP11Cahons,、VI〕ere they have
helped to shorte" tl]e pTodud・deYelopment cyc】e.1he artide inh'oduces
Successful apP11Cations of thls computer・aided engineerlng techn010gy ln
Plant desi8n、 nucleal・reactor deslgn, and e】edric・PO、ver control deslgn



アクティブフィルタを適用した高調波補償装置
竹山_正俊・池川和郎・・、丁本昭好・1P.岩貞治・副島孝由・火森繁樹

三菱電機技幸艮 V01,61・NO.フ・P45~50

釧、鯛圧延川サイクロコンバータ(2,800蛤、× 2 t"の高J'皮袖伎川とし
゛「一

900IAAアクティブフィルタと6,6001八Aハイハスフィルタから朴勺戊さ、』『

九る商J肌皮袖倹装羅を小都鋼鍍(株)に納入した。稼g永こ1茶し尖施した性

能検',^}1試験の;1i果からは,この裴1むが仕様価を十分訓jJιした性能を発判i

していること力革徒に1できた。この装院は,サイクロコンバータに適川し

た本恪鉤之父川桜どしては批界でも制めてのものであり,今後の活増が

凱乃さ九る

医用画像ディスプレイステーション" F11e Ace 4100"
片り{一彦・三浦直彦・1U京照裟

Ξ菱電機技報 V01.61・NO.フ・P75~フフ

商".位の睡用画像保智及び通偏システムに適した゛儲末である譲則画像

ディスフンイステーションを開発した。この画像端末は走査線2,]器本と

高杣細なCRTディスブレイを備え,↓抑画のX糊U画像を忠実にCRT上に表

現できる。また,氏用画像ソース及ぴ各チ動画像入ル.力装朧とのインタフ

エース懐i走や使いやすいマウスによる筋易沖1像処到!機能など,画像゛烏末

七して要求される機能杜能を備える。ここではその技術的慨要を服告す

る。

C

アブストラクト

東京電力井知向け設備総合自動化店所給電所システム

加藤正則・f卿家茂・イ川藤満夫・小井立火中111谷貳則

三菱電機技幸長 VO!.61・NO.フ・P51 ~56

商皮M縦化社会の到*・進展をはヒめと 屯気にヌすする村.会的安して ,

硝がまj、ます強まってきている。このような・M3ケの「11で,制御1Ⅱコンビ

ユータによる系統制御システムの機能も日,進打歩で高度化している。

このたび.東京屯力(料0ではこういった村.会苦呆を踏まえ,複数のコ

ンヒュータシステムを村機的に;古介した大焼椣商度階緋制御システムを

開発した。三笈屯機(株)は、このブロシェクトに孝、川し, 1'1i所^、介屯所シ

ステムの聞発を行った。

レーザ利用センサ

井田芳明・永尾俊繁・有木正幸・今瀧満政・古永淳

三菱電機技報 V01.61・NO.7P67~70

レーサ光を利婿して,物体の変位・位縦・振動・形耿などを測定する

レーザ式変位.汁(MD-]21D,及び芥種フィルム厚,塗工映厚むどをオ

ンラインで測定するレーザ式Ⅲ卯1測定装纖(入ゆ一230])の 2織種を聞

発した。これらの機種は,レーザ光を轟'測于段として利川することで,

J1才劇抽測定か町能,被柳上上対象物に1杉智されにくい,高桁度測定が可能

などの特長かある。ここでは,こ九ら機種の測定原理・1予長・性能・用

」金1列などについて斜lj卜する。

OA-LANシステム

小島光専・大高謙丁'・火江伝宏・Π_1小雛三・湯浅紲央

三菱電機技報>01.61・N07・P57~62

OAシステムにおける代太的資源どして,通仁,ファイル及ぴ印刷装

訊があけら九る。このたび,ワークステーション冏,ワークステーショ

ンとオフィスコンビュータ脚,オフィスコンビュータ1珂をCSMACD方

式のLAXケープルで怯靴して,各資源を北有して効率的な利用かできる

OA-LANシステムを闇発した。オ肝高では,これらの柳i成・機能・実現方

式について綿介する。

仁^

CMOS IM ビットダイナミック RAM

山川通裕・仏リ爆真一・・古H1 勲・尾ル'1r英之・長11r女轍

Ξ菱電機技報>01.61・NO.フ・P71 ~74

]μmC八10S技術を駆使したIMビソトタイナミックRAMを1批允した。

"1描成は]M謡X ]ビット及ぴ236K"ix '1ビット枇h艾の 2,Y.種をそろえ,

パッケージもⅨP, SOJ, ZIPの3柯,、頁をそろえ,広い応則分野に辿川可

能である。 101路的には新脱な分散配匙型CMOSセンスアンフで採川して,

低消些屯力,譜,辿アクセスを実現している。メモリセルにはバーズビー

クを減少させたフレーナーを剛い.メモリセル容_:止'15fFを備'保するとと

もに高儒虹{鞭.を火現した。

Ξ菱テレコムステーションML-TSI00

高瀬明生・小川幸冷・安細化則・江ル奇光偏・守質'1X和

三菱電機技報>01,61・NO'7P63~66

パーソナルユースの情繊懐器マーケットが近年急才広火している。また,

朴会的インフラストラクチャとして公牙キ翫工回線もNTTK営化に件い開

放さ九た。白社は,オフィス内の机1.で道只、のイメージで使用できる低

価格1嬰介端末である三美テレコムステーシ"ンM上一TSI00を昭和6]年Ⅱ

Ⅱに兆光した。木1高では.この倍」",の慨饗についてミ3介する。
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NO.フ.叩.67 ーフ0 (1987)MilS此ishl Donkl Glho: V01 61

Optical sensors uslng Lasers

by Yosh1ヨkildヨ,10shlsh1自e Nagヨ0, MきSayukl Arikl. Mit$umヨS3 1mヨtヨkl
& Klyoshi Y05h1Πヨgヨ

The coTpora訂on has de、eloped い、'0 1'1Set・based on・11ne measunng jnsn'U
ments・ the 入10dcl ×1D・12H opucal d】SP]acement meter, and Mode1 入ID
2301 0pt)cal t】】1Ckness melel'、入10de】入ID・]211 1S suited fot meaSτⅡ'1nσ
d6P}acemen【, positlon、'、'1brauon、 and 乱Ⅱ'face contoU玲,い h"e 八10del MD
230l excels H〕 measurlng lhc th】ckness of dlfferent types of f11m and palnt
Iayers.1he use of lasefs as a means of lneasuremenl m且kes }t poss]ble f01
thcse lDsh'umenls [o measuTe wl[hout physlcaⅡy con【aC11ns thc measured
Objects.1n addlrlon, ole nleasurements ale h18】)]y pTeclse, and 釦'e vlTtuaⅡy
Unancded bY thc chalactcrlsljcs of d]e item under measurement.1he artlcle

m【roduces 【he mensu"ng pl]nclple5、fea【ures,pe1イ0rmance、 and appl]caれons
Of the 1ΠStl、un]cnts

by Akio Tヨkase. Koji 09ヨWヨ. Yoshlno" Yasuda, MitsU肌obⅡ辰Sヨki & Yoshikazu Morlno

The market for person且ltelecommunlcahon equlpment has buTgeoned ln
recerlt years.1nJapan, the recent }1bel'a】izatlon of tl]e telecommunlcaわon
Ia、YS, and privatlzation of Nlppon lelephone and TelegTaph has sparked
exceptlona1 ぴr0い,th. since November 1986, NI】tsublshi E】eC廿ic has mar
Reted the Model NIL・1S I(X) COTnblned telecommunlcatlon teTmlnal as a ]0、Y・

Cost means of pl0Ⅵdinσ needed telecom capabⅡitles. The TS、100 、Yas also
deslgned to be an ath'acuve piece of desktop furniture. The artlde lntro・
duces 【he deslgn af】d features of 【his stalion

Abstracts

Mitsuhishi Denki Glho' V01 劇. NO.フ,叩.71、、 74 (1987)

RAMA IM-Bit cMOS Dynamic

by Miohihlro Yヨ「nada, shin'ichi Sヨto, 1Sao FUTutヨ. HideγⅡki ozaki & Yasujl Na旦ayきmき

Ihe auTh0玲 h且Ve used a 1μm cNlos process to produce a 】入1・blt cNIOS
dynamlc RA入、1. TWO WOTd co"f1ぴUrations are ava11able,1Mbx lb, and
2、3bKbx 、1b,in e]【her DIP, SOJ, or zlp packaσes.1he clrcu]t employs tl)e
ne、vest dlstrlbuted・1ayou[ CMos sen$e ampHfler to achieYe low po、¥er con-
Sumptlon aDd rapid access.The memorv ceⅡS employ aplanarSれ'uctuTe th誠
reduces the b11d'S・be且k chaTactenstlc. Each memoTy ceⅡ has a capaclty ofat
Ieast ↓5{F, and the device ]s h13h]y Teliable

Mltsubishl oenkl Giho:ν01 61. NO.フ.叩 45~50 (1987)

A Harmonic-current cornpensator wlth Actlve F11teran

by MヨSatoshl Tヨkeda, KヨZuo lke'且, Aklyosh1 1eTヨmoto, Teili κⅢ0IWヨ. Takヨγ05hi s0巳」1mヨ
& shlgeki omorl

NI]6Ublsh] Eleclrlc has del]、eled a hdunonjc・cun'ent compensaTor f01
τ0ⅡCd・ゞcel productlon to [he cl〕ubu sleel c01'porat】on lo P田 fonn lts tnsk、
the compenS且toT e"1P】OYS いV0 2,80OR、v cycloconYertels, a 90okV< actハe
「1】[er, and a b、60okvA h】σh・pass f11ter. TI)e compensator has been ms[aⅡed
and teS器 Ver】fled that its pcrfoTn]ance 、Yas 、YeⅡ、、'1[hln the speclf】ed valucs
The compensatoT is the 、YO]'1d's flrst fⅡⅡy commercjal unl[ to use cYdocon

Ind manY S】mj】ar lnstaⅡa【10ns are anhapated、er【ers

Mitsubishi Denki Giho: V01.61, NO.フ,叩.75,、フフ(1g87)

The File Ace 410O Medical-1mage Djsplay station

by Kazuhiko seriZきWヨ, Nヨ0hiko MiⅡ「ヨ& TEluyoshi KitahaTa

The authoTs have developed a medlcal・image dlsplay statlon for aichiⅥng
and commun】catlon ofhigh・9Ua11tY imagcs. The station employS 2,125 Scan
ninσ Hnes wlth a h1σ]1・reso]ut]on cRT to achieve falthful reproductlon ofx・
Tay fl】m and othef medical p、otognphs.10 simplify 【he inter{ace bet、veen
the medlcalimaσe souTce and the vaHOUSI/o deⅥCes,the entlre systcm can
be contr0Ⅱed bv a mouse and pUⅡ・do、vn menus. The mouse can also be used
to invoke a variety ofimage・processing functlons. The artlclc reports on the
Varlous techno]ogical elemen6 Compnslng this station

Mitsubishi oenki Giho: V01.61, NO.フ,即 51 ~ 56 (1987)

An lntegrated Automatic Dispatching system
for Local Load-Dispatchlng 0什Ices

by MヨSa"0Πκヨto. shigoru li2Uka, Mitsuo lto, Yuklo Nきkきi &丁akenoTi Kasuya

The arrlYal and onooino deve】opment of the lnf01'm且tloD・onen[ed societ>
has lna'eased demands on po、ver・SⅡPply s>武ems. compureT・based auto・
matic contlolsystems devcloped to help meet these denねnds ha、e bcen
gro、ving ln then' sophislica「10n.1n ordeT to pTovide lmpToved po、veT serYICCS,
r01、yo ElectTic po、、eT corp01'auon,{0工 examp】e,】1aS 11訂ked severa11arge
Computers together ln a large・scale hleralchical conlTOI S>'sten〕入1]tsubl、1]i
Elec(Tlc consu]ted duTⅧザ d)e project、 and deve]oped a 乳Stem for use b、
10canoad・dispachlng cen【eTS

Mit$uhishi oenki Glho: V01.61, NO.フ,叩 57 ~ 62 (1987)

Arl oA・LAN

Systems

hy Mitsuy船hi Kojlmヨ, Kenji otaka, Nobuhiro oe, YUZ0 τヨnヨkヨ& TS叩30 YUヨSヨ

To operate economicaⅡy、t】)e eqlupmen【 t11at conslit{1tes the offlce、automa
訂on systems of mode1Π 0{flces needs lo shaTe communlcatlon, hlin3,且乃d
Pnntlng resources.1he corpo【ahon has deYeloped a 上人N cable neいYork
tha[ employs the cS入IA/CD PTotocolt011nk 、vork5tatlons to smaⅡ・buslness
Computers, and 【o lmk nN11tiple smaⅡ・buslness computerstogether, enab11ng
e仟ective shared use ofrcsources. The artide surYey、 the con{10urat]on、func
nons、 a"d Ⅱnp]ementation of th]s ne、Y OA・LAN

A Local-Area Network for 0什Ice-Automation

Mlt5Ublshl oenki Giho: V01.61, NO.フ.即.63- 66 (1987)

The Model ML一丁SI0O Telecom station



巻頭

ワークステーション特集に寄せて

今日までのコンピュータによる情報処理は,バッチ処理

からオンライン処理,タイムシェアリング処理,ネットワ

ーク化ヘと変遷してきているが,とれは高価な大形コンピ

ユータの利用効率向上手法の歴史と観ることができる。

しかし,パソ=ン利用に代表される情報の大衆化と共k

端末機器が計算機能を持つようになり,それが一人歩きす

るかのように機能強化がすすみ,端末の上で高度な仕事が

できるようになってきたととにより,端末機器は従来の大

形コンピュータ中心の情報処理形態と異なる展開をしつつ

あり,効率より使い易さがより重視されるようになった。

1970年代にピーク時を経験したわが国の工業化社会は,

このコンピニータ技術の転換と機をーにして高度情報化社

会ヘの変換1翊を迎えている。コンピュータシステムを社会

のインフラストラクチャとする高度情報化社会忙おいては,

マンマシンインタフェースがコンピュータシステムの大き

なポイントとなる。

こうした背景から,ワークステーシ,ンは,高度情報化

社会拙築の先導役であり,ワークステーシ,ン主役の時代

でもある。

今日のワークステーシ,ンと,従来の端末とを比較する

と,その強力な処理能力とファイル機能に支えられた口

カノレインテリジェンシイによって,ワークステーションの

マンマシンインタフェースKは,驚異的な飛躍がある。数

値計算は勿論,ソフトゥエア開発における=ーディング作

業,資料のファイリングと検索,複写作業,郵送事務,会

議のアレンジ等,知的活動の中忙も知的労力とも1乎ぶべき

手問暇のかかる作業は多く,これらがワークステーション

で処理可能になりつつぁる。将来的には,現状での日常作

業の大部分が,ワークステーシ"ンで処理可能となり,わ

れわれ人間は,真に創造的な知的活動に専念できるように

京都大学工学部情報工学科教授

工学博士大野 占己

なろう。

ととで重要なことは,この創造的な知1的環境が,特定の

人問にのみ提供されるとい引刈じた事象ではなく,広く開

かれた現象として誰でも,そして将来的には,何時で酒,

何処ででも提供可能となることである。との夢の実現のた

夕

ノ

,

ゞ入1
ゾ"

/

りつつあるといえる。

ワークステーシ"ンの操作人口が増えることは,そとか

ら新しい機能,新しい使用法が必ず生まれてくるであろう

し,更には,創造の上に新たな創造の世界が開けるととが

期待される。

人間の身近にあって,かつ創造的な知的活動のツールと

しての地位を,ワークステーションが獲得するためKは,

ワークステーション相互は勿論,大規模演算処理用のスー

パーコンピュータ,大規模データ処理用のデータベースマ

シン等の専用サーバ類との相互継続が,機種,メーカーの

別なく可能であり,的確な情報処鯉が容易にできる仕掛け

こそ重要である。とのためには,各種マシンの相亙接続の

ためのアーキテクチ十が,今後の重要な技術課題となろう。

ワークステーション上で動くソフトウェアを作る場合,

ある標準的なインタフェースの上につくられ,ワークステ

ーション問相互にポータビリティを持たせることが重要で

ある。良いソフトウェアをツーノレとして新しいソフトウェ

アが作られ,その上に,更に,ソフトウェアが作られてい

く白己増殖性と普及性が,ワークステーションの活用を真

に有効ならしめるためには大切である。

ビジネス用としてのパソコンから,エンジニアリング用

のエンジニアリングワークステーションカミ,出拓4つた今,

その応用をテーマに特集をくまれたことは,時宜をえた有

意義な企画とφえよう。
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朱テ集論文

棄斤しい分野を築くワークステーションの展望

ワークステーション(以下, WS と略記)という言葉をそのまま訳せば,

"仕事場","作業机"であり,従来,それなりの規模のコンビュータを使

つて行っていた情報処理が,身近のワークステーシ,ンを使い,ディスづ

レイと対話をしながら処理可能になった。ここ数年間の進歩には隔

世の感がある。日本のパソコン生産台数が,年間200万台(電子工業

河報 S62/4月号)を超えたととは,数のみでは現しきれない適用

分野の急速な拡大があることを意味しており,身近忙機器をおいて

使用する風士が出来上りつつぁることを意味している。

ワークステーションを用途別にみるならぱ,

・オフィスシステム用(以下, OWS と略記)

・エンジニアリング用(以下, EWS と略記)

に大別されるが,特定目的の人工知能(AD システム用,ソフトゥエア開

発用も市場に入ってきつつぁる。

OWS は,文書作成を中心.する一般事務処理を可能とするもの

で,簡単な計算処理,表,グラフ作成,文書入力,文書の作成・保

管.配付に加え, EDP端末としてのエミュレーション,システム構築の

ためのネットワーク機能などを持っている。機種としては,パソコン,

ワ一づ0,インテリ端末が相当し,今後, GIV タイづの FAX などが加

わる。

EWS は,種々の研究・1洞発・設計及び製造・保守に携わる技術

者の支援環境を形成するものであり,専用装置又はシステムを包含す

る。とこでは, CAD/CAM/CAE,技術文書作成をEWSとして

とりあげ, EWSの中でも最近話題のソフト開発,知識処埋は別章で

とりあげた。

WS利用形態としては,スタンドアロン的形態での使用と,大型計算

機と接続した階層分散(垂直分散)システムを組む使用法とがある。

また,機能別サーバを規模に応じた台数だけ LAN接続することで,

所望の機能・性能を得る水平分散システムをも組むことができ,シス

テムフレキシビ,庁イは非常に高い。

以下忙,この特集号で採録したWS適用分野に関し,各分野に要

求される機能と,一般的な WS の技術動向を中心忙展望を概説した。

まえがき
省スペース化の要請から,それぞれの機能を1台で賄なう「1台何役」

の装置が出現する。それは狄義の WSであり,従来のパソコン又は

端末の高級機である。パソコン機能,文書作成機能,端末エミュレート

機能,ネ."ワーク機能の統合は,マイコン,メモリなどの超 LS1化,そ

の利用技術の進展忙よって達成し得たものである。

これら単に裴置の統合を統合化の第1世代とするなら,統合化第

2世代は,ソワトゥエアの統合化ということができる。オフィスでの業

務は,一連の関連した作業の積み重ねである。文書処邸に例を取る

と,文書作成段階ではワ一づ口機能の文章入力のみでなく,作表,グ

ラフ作成も必要となり,そのため忙はパソコン機能の計算処理が要詰

される。出来た文書を所定のあて先又はホストへ送付・保管するに

は,電送機能が必要であり,場合忙よっては FAX通信機能による

電送を使用することもある。このため,各作業フェーズでの結果を次

の作業で解釈処理することがスムーズにできなけれぱならない。す

なわち各作業でのデータ互換性を保持し,各作業ヘ任意にかつ容易

に移行できるソフトゥエア的仕掛けが必要となる。前者のデータ互換性

はデータベース化で,後者の作業移行性は"統合ソフドとして実現さ

れてきた。

今後は,ネットワーク機能の充実が要求される。分散処理拠点とし

て,各WS問を接続し,全体として有機的に機能させ得るか否か

は,オフィス忙おける本来の指命である意志決定を的確にする上で重

要である。電子メール,電子会議等の機能,更にはマルチメ手イアによ

リ,情報ごとにより誤解のない情蝦伝達機能も必要とされよう。

2.2 EWS の応用

2.2.1 CAD/CAM, CAE

コンビュータグラフィ,クスを利用した各種工業製品の設計を,支援する

システ△としてスタートした CAD/'CAM システムも,建築設計,1レク

トロニクス設計はもちろん,マッビングやづラント 1ンジニアリングなどの分野

にも広がりつつある。一方,マイク0エレクトロニクス技術の進展を背景k,

集中型・個別型のシステムから分散型,ネ,りトワーク型のシステ△ヘと展

開しつつぁり,との方向に適したパソコン, EWS などの活用が進ん

でいる。

特忙,単なる CAD/CAMシステムではなく,生産計画,生産管

理,品質管理等の情報処理,文書処理や情報検索などの処理を統合

したトータルシステム構築には,高機能・高性能な EWSが要求される。

産業構造の変化の波をまともに受ける各種工業製品製造業にとっ

て, CAD/CAM/CAEの導入は,単なる生産合理化のツールでは

なく,少量多品種製品の開発工程をより短縮することで市場変化に

対応し,市場競合力を強化するものとして今後ますますその重要度

は増加する。

2.2.2 技術文書処理

1ンジニアリングォフィスシステム(EOS)を実現するーつの柱に技術文書

処理がある。エンジニアが必要とする技術文書は,づロボーザル,づレゼンテ

ーシ.ン資料,設計仕様書と非常忙多岐にわたり,データの正確性,分

かりやすさ,鮮明さが要求される。

小泉寿男、
小畑甫、

2,1 0A ユース

OA分野でのWSは,統合化・総合化が開発のキーワードとみるこ

とができる。'70年代末から'80年代初厄頁にかけて,各種の団体,調

査機関でオフィス業務の作業分析がなされた。いずれの調査にも,文

書処理関連作業が業務忙占める割合は多く,その効率化を指摘して

いる。結果的忙その後,文章作成用のワ一づ口,文書送信用の FAX,

データ処理としてのパソコンなどのオフィス導入が急となり,いわゆる

OAづームを迎えることとなった。

当時は,1機能に 1装置の導入が,経済的忙も,また新分野での

合理化試行としては適当であった。その後の使用結果と,オフィスの

2 WSの用途とその機能

2(512)*コンピューター製作所 三斐電機技蝋. V01.61. NO.フ.1987
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図 1.マルチメ手イア技術文書処理サービス

ー'ブj, WS はマルチウィンドゥ,マウス,アイコン,メニューといったユーザ が,開発工程に文J応して提伊池れるCとになっている。他ブj,当社

親和性の高いマンマシンインタフェースを装備しており,1ンジニアが白 で、,分散型ソフトゥエア開発システム(SOLON)を開発巾であり,各

分の頭の中のものを,試行錯誤しながら目的の文書を作り上げてい 種サーパ類と接続された WS上では,づ0グラミングデータベースを中心に

くといった思杉過程を具現化,、るのに適している。それゆえ,技術文 生産,管理ツール群が関連性を維持した形で構成されている。

書処理は,1ンジニアの知的生産性向上のツールとして評佃iを得てぃる。 2.4 知識処理

技術文書処理では,文章や図・表・グラフ・イメージ画像を,用紙上 知識データベースをもとに,推論を勧かせて冏題解決を図ることが,

に自由にレイ了ウト編集でき,更に機枇図,配線図といった CAD 図 知識処理の主体であるが,知識を計算機側に入力したり(知轟獲得),

面を文書中に合成され,説得力のある技術文書を作ることが必要で 推論のすじ道をチェックしたり,処理の途中でユーザーに新しい情報

ある。合成した CAD図面は,その正硫さ,鮮細さを損なわないよ を要求したりする状況が起きる。また,エキスパートシステムを開発する

らκ,ベクトル情報として処理される場合がある(図 1.)。 際Kは,初めから大規模な仕様のものに冶手するのではなく,まず

文書巾に合成した図形,イメージなどの再編集G宣加,変更,削除) 小さなづロトタイづを作って本質的な可能性をスタディしてみるといっ

も容易にでき,また,文書中の他の文章,図形などの参照及び他の た環境が重要である。知識処理では,この仏わゆる開発瑞μ寛と実行

文書中の文章,図形などの参照ができ,ユーザーに効率の良い文〒捌乍 環境という話題がよく議論される。その背以には,知情哉表現やマン

成機能を提供すること、重要である。

表 1.知識処邸の環境2.3 ソフトゥエア開発環境

グラフ作成

簡易図形
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GKS図形

処理IF

イメージ

マルチメディア

技術文書

CA0図形

UNⅨを採用している WSの場合, UNI× OS肉体,移植性の

高さ,ソフトゥエア開発環境としてのシェル, EMACS などのツールを備

えていると込う特長がある。

しかし,ソフトゥエア開発要員不足,多量のバックログを抱える状況下

では,一層の開発効率化,品質向上を口的とし上流工程の"システ△

計岡,づ0グラム設計"から,下流に至る"づログう厶作成,検証"まで

のソフトゥエア開発ステッづに従った一貫システムの枇築が重要となって

きて仏る。

これらシステムの特長は,マルチウィンドゥ,アイコン機能を最大限に生

かし蝶作性の良いソフトゥエア開発環境を突現し,業務処理の流れを

一目で理解できるようにしているのが普通である。

例えぱ,通産省の「Σづロジェクト」では,各 WS はΣネ汁経由

でΣセンターへ接続され,データベース,ネットワークなどのサービスを受け

るほか, WS上には科学技術,マイコン,半務処理など各分野別・フール

新しい分野を築くワークステーシ,ンの展望・小泉・小畑

テキスト,図形,イメーゾ,クラフ.音声を含んたマルチ

メディア文書の作成.編集及び印刷をサボートする

文書管理

印刷処理

イメージ

フりンタ

項

効
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マシンインタフェースには浩H立の言語を用いて開発効率をあげたいが,

方,それを実用に供するには高速実行が要求されるものの,両方を

同時に満足するコストパフ才ーマンスの良いワークステーシ.ンがなかなか見

当たらなⅥという現状がある。

現実的な要件を少し誇張して表すと,表 1.のようになろう。し

かし,知識処理の理想として目指すところは,意味や概念などの複雑

な情報拙造を基に,高度な論理を実行できるシステムである。計算機

との文1話も計算機向きの言語ではなく,人間向きの自然言語を用い

て行いたい。こうした要求にこたえてくれるのは,やはり高度AI

ワークステーションであり,更には第5世代コンピュータであろう。各国の

づ口づ1クトの研究成果が待たれるところである。

3. VVSの技術動向

3,1 ハードウェアの技術動向

半導体技術,高密度実装技術の進歩により,ワークステーシ.ンの高性

能化,小型化,低価格化は目覚ましい。

マイクロづロセ,,サは 32ビ,外時代に入り, OA用途には十分な演算能

力を持つようになった。 1ンジニアリング系では高度化が進み, RISC

(Reduced lnstTuction set computer)チ,ワづやマルチづロセ.りサカξ台豆真

している。 TRONチ,づの動向も注目される。

マルチメディア処理技術では,グラワイック処理,イメージ処理・検索シス

テムが, CAD 技術の発達,光ディスクによる電子ファイル,高密度イ

メーづセンサ,高品質づりンタの出現で飛躍的に進歩した。デスクト.,づパづ

リヅシング向けのフォントの充実,光ディスクやナjンタの高速化,低価格

化,更にイメージ0CR 及びベクトル認識,音声認識入力,高速画像転

送技術によるヒューマンインタフェースの高度化が今後の課題である。

表示装置は,単色・中解像度までは液晶やづラズマなどの平面ディ

スづレイが可能になり,大型,カラー化が期待される。 CRT は文書表

示や CAD 用として,更に高桔細度化する。また,イメーリ制御やグ

ラフィック制御回路の VLS1化,高度化が進む。

メモリの大容量化,固定ディスクの小型・大容旦化が進み,卓上型

の高性6獣袈が主流となる。と同時に,多数の機器が設置されるため,

省篭力,省スペース,低騒音化,電磁波妨害の防止など設置環境ヘの

酉酎鹸が必す(須)になる。

大容量ファイル,高性能づりンタなどの資源の共有化,異機種問の接

続,マルチメディア通信,マイクロメインフレー△りンクなどネットワーク技術の

高度化,インタフェースの標準化も今後一層進んでいくことが確実であ

る。

3.2 ソフトウェアの技術動向

ワークステーションは,今後ますますソフトゥエアの比重が大きくなって

三斐電機技報. V01.矼. NO'フ.1987

表 2.標準化動向(UNⅨをべースとした例)

分

イγ夕フ

ウ

類

井

オ、ツ

^ 一ス

ソ

日

ド

卜

注 SVID・・ーーUNIX システム Vのイソタフェース定繞

POSI×・・・・-1E3 のポータプル0S 芥ンタフェース定裟

X/OPEN-ーーX'/OPEN グループの共通アプリケーシ,ン環境定綻

X ウイソドウーー・MIT のウイソドウ

ΣワークステーショソのウイyドウΣウオンドウ

TCP/、1P・・・・・・Ttansmi55ion conttol ptotoc01/、1nteTnet protoc01

NFS・・・・・・Network File system し(ークレイ系 UNI×)

RFS-・・'Remote FⅡe shating (AT&T系 UNI×)

ワ

ウ

本

SVID, POSI×, X/OPEN たど

ク

Xウイソドウ,Σウ'ソドウ左ど

標池化動向

TCP/1P, NFS, RFS たど

JIS =ード,シフト JIS =ード, UJIS コードなど

くる。この中て、,標準化,分散データベース化及びマンマシンインタフェース

の改良が一層図られよう。

(1)標準化の動向

ワークステーシ.ンの適用分野は, OA用,1ンづニア用,ソフトゥ土ア開

発用と多岐忙わたる。とうした各分野におけるアナJケーシ,ンづψ3

ムの流通性を促進するため,インタフェースの標準化が図られてきてい

る。そこでは単に OS のシステムインタフェースだけでなく,マルチウィンド

ウ,ネ"ワーク,日本語チータなどの標準化が図られている(表 2.)。

(2)分散データベース化

ワークステーシ.ンであつかう手一夕は,文字,画像,図形,音声など

のマルチメディアである。とれらのデータは分散管理されるが,これを

統合的に効率よくあつかえるりレーショナルデータベース化が推進されよ

う。

(3)マンマシンインタフェースの改良

マルチウィンドゥを生かしたマンマシンインタフェース化が推進されようが,

なかでも人工知能を使った,よりオペレータの個性を生かしたなじみ

やすいインタフェースになっていくて、あろう。

4.むすび

WSは,その機能・性能が,それぞれの用途別に特化されていく

のか,又は,汎用的なもののカパー範囲が広がっていくのかは,用

途別の使用実績と技術進歩に待つ点が多いが,定型業務,非定型業

務いずれの場合も,ユーザーに使い勝手と支援を提供する必要がある。

OA分野,エンジニブルグ分野,ソフトゥエア開発分野,知識処理分野

とも, WSがユーザーの中ヘ深く入り込んでその位置を確立し,情報

化社会の基盤を形成していくととは碓実であろう。

4(514)
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マルチワークステーションの概要と特長

マルチワークステーション M3300 は,オフィスターミナル M5000 シリーズのも

つシステム化機能と,パソコン《MULT116ジJーズ》のもつOA機能を

融合化した,これからのOA化時代を担うワークステーションである(図

1・参照)。オフィスターミナルM5000シリーズは,ホストコンビュータと密結合

され,マルチユーザー環境の下で分散処理夕ーミナルとして使用されてい

る。一方,パソコン《MULT116シリーズ》は,主にスタンドア0ンを中心

としてOA処理,技術計算処理,業務処理なだ幅広い分野で利用さ

れている。

マルチワークステーション M3300シリーズは,ホストコンeユータと密結合し,

ホストコンピュータの端末として利用しつつ,オフィスの OA処理,業務

処理,技徐藷十算処理などを同時に処理することができる,最先端の

ワークステーシ,ンて、ある(図 2.参照)。

また,スタンドアロンを中心とした利用形態では,《MULT116シリー

ズ》の上位機として位置づけられ,《MULT116》で利用可能な

AIMARK Ⅱを始めとする豊富な OAソフトゥエア群と,米国で広く

流通してφる豊富な第3者ソフトゥエアを,そのまま利用可能となっ

ている。

1. まえがき
,ンである。この章では,マルチワークステーシ,ンM3300 の特長につい

て記述する。

2.1 2 種類の基本ソフトウェアを搭載

マルチワークステーシ,ン M3300シリーズは,拡張日本語コンカレント CP/

M-86 とマルチモードMS-DOS の 2種類の基本ソフトゥエアを搭載して

いる。これら 2種類の基本ソフトゥエアは,図 3.に示すように IPL

切換で使い分けをする。以下に,拡張日本語コンカレントCP/M-86

とマルチモードMS-DOS について言己述する。

(1)拡張日本語コンカレント CP/M-86

拡張日本語コンカレント CP/M-86 は,米国デづタル・りサーチ社が開

発した,コンカレント CP/M-86 の機能をべースに当社独肖に,日本語

機能,ジ,づ管理機能,手一夕管理機能,大容量メモリ,サポートなどを

機能強化している。この結果,従来のパソコンクラスの基本ソフトゥエア

では実現不可能であった,最大 4ジョづの並行処理を実現している。

このとき,1ジョづ当たりの最大メモリ容量は448Kバイトの大きな空

問を提供している(図 4.参照)。

(2)マルチモード MS-DOS

マルチモードMS-DOS は,米国マイク0ソフト社が開発した MS-DOS

をべースに,当社独自に強力な日本語処理機能を追力Πしている。マル

チモードMS-DOS の特長は,その名称の示すように,日本語モードと

A/NEードを、つており,コマンド切換で日本語モード, A/NEード

を切り換えて利用することが可能となっている。日本語モードでは,

日本語マルチづランV2.0,日木語データポックスⅢ, AIMARK Ⅱな E,

強力な日本語処理機能をもつ多くの OAソフトゥエアを利用する

ととが可能て、ある。一方, A/'N Eードでは,ロータス 1・2 ・ 3,

マルチづランV2.0, dBASE Ⅲなど米国で広く普及している第3

者ソフトゥエアの大半を,そのままマルチワークステーシ.ンで利用する

ことができる。

このようにマルチワークステーションのマルチモード MS-DOS は,

《MULT116》の上位機としてスタンドア0ンユースをべースに国内

外で広く開発されている豊富な第3者ソフトゥエアを利用し,広

範な利用分野をカバーすることができる。

2.2 多様化するネットワークへの対応

マルチワークステーションは,手順内蔵型通信制御装置忙より, BSC

2

マルチワークステーションM3300シリーズは多くの特長をもつ,高機能,

高性能ワークステーションであり,幅広い分野で利用可能な ワークステーシ

マルチワークステーション M3300 シリーズの特長

金井守司、

MULT1 16

ンリース

OA機能

図 1. M5000,《MULT116シリーズ》とマルチワークステーシ,ンの関連図

三菱マルチワークステーノヨン
M3300シリーズ

M5000

シリース

システ△化機能

ホスト

コンビュータ

*コンeユータ製作所

図 2.マルチワークステーシ.ンM3300シリーズの利用法の一例

M3300

シリース
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拡張日本語

コンカレントCP/M-86

IPL切換

マルチモート

MS-DOS

図 3.マルチワークステーシ,ン M3300シリーズの基本ソフトウェア

日本語モート

0S

A/NEート

ジョブ1

448Kバイト

メモリバンク切換方式

コマンド切換

御装置などを選択することができる。

この結果,企業内の情報システ△をはじめ, VANを

含む企業問情鞍ネ,汁ワークシステムなど,多様化するネッ

トワークへの対応も万全である。

2,3 業務の効率化を実現する豊富な OA ソフトゥエ

ア群

マルチワークステーシ.ンの OAソフトゥエア開発の思想は,

以下の3点に集約することができる。

・三菱統合化ソワトゥエアでオフィスの主たる業務を

処理する。

・三菱電機のオリジナルソフトゥエア巴,第三者開発ソ

フトゥエアをハ'ランス良く融合する。

. M 5000,《MULT116》の OA ソフトゥエアを継

承する。

これら3点について説明する。

(1)三菱統合化ソフトゥエアでオフィスの主たる業務を

処理

従来の OAソフトゥエアは,日本語ワードづロセ四サ,グラ

フ処理,表計算処理など,個々の目的に応じたOA

ソフトゥエアが個別に存在していた。マルチワークステーション

は,オつイスで利用されるワークステーションの利用形態を

ジョブ2

448Kバイト

ボーリング, BSC コンテンション, SNA/SDLC, SNA X.25, DDX X.25

など各種の手順を選択することが可能である。また,回線スビードも

最高48KbpSまて、利用可能である。とのほかに,マルチワークステーション

を《MELCOM》ホストコンビュータへ同刺1ケーづルにて接続するための

同軸制御装置,またマルチワークステーションを《MELCOM80 DPSI0シ

リーズ》ヘ LAN (ローカル1リアネ,,トワーク) j妾続したり,マルチワークステーシ

,ン相五間を LAN 接続するためのバス型の口ーカルエリアネ四トワーク制

図 4.拡張日本語コンカレントCP/M-86の4ジ,づ同時処理方式

ジョブ3

448Kバイト

最大6Mバイト搭載可能

ジョブ4

448Kバイト
メモリディスク

詳しく分析し,図 5.に示すよらに,マイクロメインフレーム

リンク,機能統合,データ統合,及びデータベースの4種類

の世界を定義し,各々の世界で最適な利用形態を図る

とともに,全体として統合化された"三菱統合化ソフトゥエアシリーズ"

を開発した(表 1,参照)。三菱統合化ソワトゥエアを利用するととによ

リ,オワイスの業務を効率良くかつ効果的に処理することが可能であ

る。

(2)三菱電機のオリジナルソフめエアと,第三者開発ソフめエアをバラ

ンス良く融合

ホストコンビュータ

MELCOM EXシリーズ

MELCOM 80シリーズ

その他ホストコンビュータ

マイクロメインフレームリンクの世界

データペース

ノフトウェア

MELUNK/WS

Multi d ACE

近年,パソコンやワークステーション上忙は, dBASE Ⅱ, MU16Plan な

ど,内外の著名なソフトゥエアが多数開発されている。

マルチワークステーションはJ劇長日本語コンカレントCP/M-86,

マルチモード MS-DOS の2種類の基本ソフトゥ1アを採用

しているため,内外の有カソフトゥエアが利用可能であ

る。また,前述した三菱電機オリづナルの三菱統合化ソ

フトウェアジトズが利用可能である。この結果,オフィスの

業務に合わせた最適なソフトゥエアを選択,利用すると

とにより,月的にかなう最遭なシステムの構築を可能と

することができる(図 6.参照)。

(3) M5000,《MULT116》の OA ソフトゥエアを継承

オフィスに導入される OA1幾器は,それぞれの環境に

最適な機器が選択される。その結果,スタンドアロンのパ

ソコンからワークステーシ,ンまで様々な機器がオフィスに設

尻される。このとき,設置される機器は異なっても,

そこで利用できるソフトウェアは同一であれば,利用者

の教育投資を最小にするととが可能であると同時忙,

異なる機器の問で手一夕の相互利用、可能となる。そ

こで,マルチワークステーbヨンの OA ソフトゥエアは,既存

の《MULT116 シリーズ》と M5000シリーズの OA ソフト

ウェアを継承しつつ統合し,既存のいずれの機器の利

用者も,マルチワークステーションヘス△ーズに移行て、きるよ

データベースの世界

OAソフトウ土ア群

6(51の

機能統合化の世界

AI MARKⅡ

Multigraph

図 5.三菱統合ソフトゥエアの概念

Mult

Data

Part

データ統合化の世界
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統合化ソフトウェブ

の三菱統合化ソフトゥエアシリーズ機能概要表 1. マルチワークステーション

,イクロメイソフレームリソク

MELLINK/WS

統合化ソフトウェフ

AI・ MARK Ⅱ

統合化グラフソフトウ=ア

Multigraph

ホストコソビュータのデータをマルチワークステーショγのOAソフトウェブ

群で簡単に利用可能としたソフトウェア。ホストコソビュータと,ルチリーク

ステーショソの統合と分散を実現

データ統合化ソフトウェブ

Multl Data pattnet

機

データ統合環境ソフトウェフ

Multi d ACE

ワープロ様能を中心にオフバスでよく利用きれる 10大機能を口γパクトに舵

合Lた日本を代表ナる統合化ソフトウユア。マウスとプルグウγメニューによ

る使いやナさと簡易イメージ処理が,寺長

能

表計算とグラフ作成に焦点を絞り,二つの犠能をパラソス上く統合Lたソフト

ウェア

マルチワークステーシ"γの代表的たOAソフトウェア問で,データの統合化

を図った統合化ソフトウェア

概

々ルチワーウステーシ,γのデータベースソフトウェ丁とOAソフトウ=ア問

で,データの統合を図るとと玉に,操作の統合を図0たソフトゥエフ

_ 1

第三者ソフトウェア

.日本語Multiplan

.日本語Data Box n

. super calCユ

. TIMs n

. dBASEH

. Qpr04
・業務・業種ソフトウェア

など

ユーザーシステム

3.1 ぐMELBINDシ

《MELBIND》は,三菱のホストコンビュータと

同軸ケーづル又は LAN(LOCOI Area Netwmk)

で接続し,ワークステーシ,ンとして利用する一方,

ホストコンピュータとの連携による処理の分散を

図ることができる。以下に《MELBIND》の機

能kついてホストコンeユータを《MELCOM80

(DPSI0)》をべースに説明する(図 8.参照)。

(1) OAワークステーションとして利用が可能

端末エミュレータ機能とパーソナル0A 機介冒を

あわせ持った端末として利用できる。その結

果,マルチワークステーションの豊富な OAソフトゥエ

アを利用できる。

(2)固定画面機能

入力づψち厶で固定的に表示する画而情報

を,マルチワークステーションの固定手イスクにもつ

ことにより,ホストコンぜユータの負荷を樫減す

ることができる。

(3)ローカル画面退避/復旧機能

マルチワークステーションのメモリディスクを利用し

て,画面の切換を行うことができる。この結

果,画而切換が高速化されるとともに,ホスト

コンぜユーダの負荷を幌減することが可能であ

る。

(4 ) API(Application pTogTam lnteT{ace)

機能

ホストコンeユータ上のアづりケーションづ0グラムと,

マルチワークステーション上のアづりケーションづログラ△の

通信を容易に実現することが可能である。こ

の結果,ホストコンビュータとワークステーシ,ンの機

能分散を・一層進めることが可能である。

(5)複数のホストコンEユータとの按続

OA-LAN を利用した場合,当社のホストコ

ンeユータを複数台接続し,任意のマルチワークス

テーシ,ンから任意のホストコンeユータへ選択接続

することが可能である。その結果,業務に応

じてホストコンピュータを選択することができる

ため,ホストコンeユータの負荷を幌減するとと

が可能となる。

3' 2 Multi Bind・C

フ(517)

特垂鰹

=菱電機オリジナルソフトウエア

.臺充合イヒソフトゥエアAI・MARKn

.統合イヒグラフソフトゥエアMultlgraph

.データ統合イヒソフトゥエアMulti Dヨta partner

.データ統合環境ソフトゥエアMultl d ACE

.統合イヒオフィスシステムMELUNK/WS

.その他ノゞツケージ

. MELWORD-J2

. MELGRAPH

図 6.三菱電機オリづナルソフトゥエアと第三岩ソフトゥエアの融合

MULΥ1 16
シリーズ

拡張日本語コンカレントCP/M-86,マルチモード MS-DOS

.AI.MARK11

. Multlgraph

. Multi Data partner

. Multi d ACE

.日本語MultiP1舶

.日本語Data Box n

. TIMSⅡ

. dBASEn

なと

図 7. M3300 シリーズと《MULT116>, M5000シリーズの OA ソフトゥエア関連図

うにするとともに,オフィスでの共存を可能としている(図 7.参照)。

情報処理しステムが高度になると,ワークステーションは単なる端末装

置ではなく,ホストコンビュータの処理の一部を担当する分散処理端末

として,ますます重要な役割を担うようになる。このような時代

の流れに沿って,マルチワークステーションでは,ぐMELBIND》, Multi

Bind-C, MultiBind-L を開発した。以下,とれらについて説明す

る。

3.マルチワークステーションのシステム化機能

三菱マルチ
ワークステーシヨン

M3300シリーズ

M5000

シリーズ

マルチワークステーシ,ンの概要と特長・金井

. MELWORD-J2

. MELGRAPH

. super Cヨ1C'

. MELUNK

. MELDAX

Multi Bind-Cは制御ステーションの下に,複数

台のマルチワークステーシ.ンをぶどうの房(クラスタ)

のよう忙同轍接続し,制御ステーションとホスト

コンビュータ問は1本の通信回線で接続する利用形態を実現するソフト

ウェアである(図 9.参照)。

以下, Multi Bind-C の特長を説明する。

(1)経済的なホストコンビュータとの通信ネリトワークの構築

ホストコンピュータど制御ステーション問は,1本の通信回線で接続され

るため,経済的なシステムを構築可能である。

(2)制御ステーシ,ンをワークステーシ.ンとして利用可能

制御ステーションに接続されている CRTや牛ーポードを使って制御ス

テーシ.ン自身をワークステーシ,ンとして利用可能である。

ユ
ー
ザ
ー
開
発ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

最
適
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築



朱テ集論文

ホスト

M80 EX

MVVS

ホスト(M80又はEX)と同軸擡罷し.揣末機

能とOA機能をあわせ持った揣末にする

0

I MELBIND(同軸接'売機能)て実現 1

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^-J

同軸

r-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーオ

MWS

ホスト

M80.安X, COSMO,他ネ士

業務A

M80

(DPS1の

r -ーー

制御ステーシヨン

ノ

茎務B

図 8.《MELBIND》の羽1用形態図

17ークステーション

MWS

L ___

M80

( DPS I0)

通信回線

OA-LAN

専用回線

電話回線

DDXバケソト網

MWS

MWS

ホス

ホス

現

HM80/DPSI0)とLANて培HL

トとの連棋仁よる処理の分散化を実

同軸

(3)制御ステーションのファイル共用機能

制御ステーシ,ンのディスクに格納されているデータや,づ口づラムを各

ワークステーションで共用することが可能である。

(4)ナJンタ装置の共用機能

あるワークステーションに接続されているづりンタ奘置を,他のワークス

テーションから利用することが可能である。

3,3 Multi Bind、L

MultiBind-L は,マルチワークステーシ.ン相互を LAN で接続し,任

意のマルチワークステーションにファイルサーバ,づりンタサーバ又は通イ言サーハ'1幾

能をもたせることができる。以下, MUM Bind-L の特長を説明す

る(図 10.参照)。

(1)経済的なシステムの構築

大容量ディスク,高速づりンタ,通信回線を複数のマルチワークステーシ.

ンで共有して利用できるため,経済的なシステムの構築が可能である。

(2)拡張性のあるシステムの構築

MVVS

r-ーーーーーーーーーーーー「

MELBINDて実現
L-ーーーーーーーーーーーーーーーー"

フりンタの共用

図 9. Multi Bind-C の利用形態図

0

一「

MWS

イ

バ

、才

0

MWS

レ

^

MWS

ホスト

フりンタ

サ一

MWS

MWS

LANにMVVSを糎数台接毓し.フりノタサーハ

ファイルサーハ及ひ通信サーハ磯能を提供す

る(水平分舌蛉

"ー゛
一ノ

ノ

Jノ
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MVVS
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r -ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー「

LAN ICSMA/CD

10Mbps)

最大1,024台のマルチワークステーシ.ンを同一のLAN に接続可能であ

る。そのため,拡張性のあるシステムの描築が可能である。

(3)柔軟性のあるシステ△の構築

ファイルサーバ機台Ξ,づりンタサーバ機能又は通信サーバ機能を,それぞ

れ複数のマルチワークステーシ.ンにもたせることができる。この結果,

各サーバの負荷が増大しても,複数のサーバを設けるなど柔軟性のあ

るシステ△の構築が可能である。

4.むすび

以上,マルチワークステーシ.ンの概要を紹介するととも忙,その特長

を説明した。マルチワークステーシ,ンは,最新の OAパ,,ケージの搭載,イ

メージ処理の充実,1/0レパートリーの充実など今後更に大幅な強化が

図られる予定である。その結果,真に利用価値の高いワークステーシ.

ンとして多くのユーザーに利用されるととを硫信する。

I MultlB川d-Lて実現 1
^^^^^^ーー^^^^^^^^^^^^^^^

図 10. Multi Bind-L の利用形態図
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朱テ集論文

エンジニアリング分野におけるEWSの活用

1.まえがきえ

世界的燭模で推移しつつぁる産業朧造の変化というi物流の中で,

企業生命を存続させるため,技術開発力の強化がますます強く叫ば

れている。特に LS1の出現に端を発し,マイクロづロセ.りサの目覚まし

い進歩により,電子機器を巾心とした先端技術製吊心, LS1化など

による高度化q高性能化競争が一段と激しくなっている。また,製

品のライフサイクル屯短くなっており,開発工期の短縮が各企業にとっ

て重要課題となっている。

他力,電力機器・家電商品などの成熟製吊,につ込て、電子化の進

屡に加え製品の信頼性向上や限界設計のために,技術解析・シミュレ

ーションによる設削'検証や試イ乍レス評価が不可欠になりつつぁる。と

れらに刈応するため,コンeユータ支援による技術部剛の強化,すなわ

ち CAE(computo, Aided EngineoHng)システムの遵入が広1光を浴

びている。これらの CAEシステムも従来の大型コンビュータによる集

中処理方式から,図 1.に示すような分散処理力式ヘとコンビュータの

利用環境も一大変革が、たらされようとしてぃる。

年代

2.計画設計 CAE ヘの応用

最近の発電,工業及び公共づラントなどの電気設備,監視・計装制

御システ△は,電子化,情・織化により,システ△"ジ捌幾器の多様化,機

能の充実一高度化が進み,取り扱う情帳呈とその処理用ソフトゥエア

の壁が著しく増大している。このため,その計画・設計・製作・検

証を効率よく確実に進めるため,づラントの1^ξ本計画及びシステ△の設

計段階で,づラントやシステムの設計情報をデータベース化し, CAE に

よる業務の効率化を図るとともに,そのデータベースに基づき CAD/

M を活用して,ハードゥエア及びソフトゥエアの婁N乍を進めることのでき

る一貫した CAEbステムが必要となっている。このづラントの基木計

画及びシステ△設訓業務を支援するため,当社製EWSマルチメゞイアエ

ンづニアリングステーシ,ン(ME120のを利用した"計画設計 CAE"を枇

築したので,その概要を紹介する。

"言十画設計 CAE"の対象業務は,図 2.の業務フローに示,、よう

に顯客側の多くの条件を考慮しつつ,1ンジニアのシステ△構築ノウハウ

と過去の事例を参老にしながら進めていくが,その過程ではづラント

や白ステムの機能を示す図面,文章,表などから成る各種ドキュメント

を作成し,それに基づいて,顧客や関連部門の技術者と打合せ,加

笊・修正しながら仕様をまとめていく必要がある。とのため"計画

田戸茂、

片岡正博井
片岡正俊、、

アナログ計算機

1960

岡

ディジタル大型計算機

1970

哲生**

図 1.副卸機システムの推移

すなわち,マイクロづロセ,,サの急速な進歩により高機能で安価な E

WS(Engine0亘ng worR station)が実現し,各種の CAE分野に群

入され,その有効性が認識されつつぁる。

EWS の定薯、時代(マイク0づロセ',サの進歩)とと、に変わるが現

時点での定義は,

.CPU 能力 1~5 MIPS

数~10Mハイト.メインメモリ

百~数百Mハ'イト.テイスク

1,000×1,000 程度以上の解像度.ティスづレイ

. LAN 10M、PS 以上

と言えるa)。

以下に,近午急速に応用分野が広がりつつぁるEWSの代表的活

用例として, EOA,機械構造設計用三次元CAD雌びに電気制御

系CAEの3分野についての適用例について述ベる。

バッチ処理丁SS処理

(独立)(会話型噴原共有)

スーノゞミニコン

1980

ワークステーション

分散処理

続合北グラフィノクス

喜痘マンフンン
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開発

CAε

フフン

*本社(工博)**本社

巨]巨ヨ圧ヨΞ]

開 発

制御システム計画

見積

制御方式設計

運転フロー
(ιΞ)

信号項目表

ICS言十画

(襄)

H/W設計

H/W構成

見積

.シーケンス図

・ V0シーケンス図

・部品手配

ICSシステム計画

(国)

ロジック仕様
(図,文)

コントローラS/W設計

データイ士様

.コントローラS/W

ロジソク

.コントローラS/W

V0データ

(表)

モジュール構成

図 2. CAE/D/M業務フロー

(図)

ICS S/W設計

.ロジック部

. CRT画面

.1CS工頁目表

.SハV細目表

製
作
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特茎堅

MEL

ホス 6、CAD

卜

S/W生産

分散プロセッサ

MELNET R32

MELNET BI0 (部門LAN)

口

イーサ才、ツト

高速りング(構内LAN)

CAD, BDP

喰m価.

ME1200

(ステーション)

. . . 昌告昌
ME1200

(サーバー)
.

設計CAE"では,文字,数値,図形,イメーづが混在した情報を編

集・管理・処理し,文章,図面,表などが混合した形式のドキュメン

トを出力する必要がある。また,計画業務を効率的に遂行するため

には,臨機応変な対話編集と,即時のデータ処理及びド牛ユメントの出

力能力が要求される。とのため"計画設計CAE"では, ME1200

の、つ高度マンマシンインタフェース機能を活用し,次のような特長をも

たせている。

(1)マルチメディア処即

(a)文章,図形,イメーづ,グラフ,表,データレコード,数値などが

処理できる。

(b)文書,図面,一覧表及びそれらの混在したドキュメントを表

示,保管,出力できる。

(C)相互に形式変換がて、きる。(イメージの認識などは除く)

(2)操作性のよφ対話編集

(a)専用システ△と同等の図面作成,文書編集,イメージ編集,レ

コード編集能力とその混合編集機能

化)マルチウィンドゥ表示と表示された画面問での文字の引用機能

(cut & paste)

(3)安定した高速処理性能

(0)従来のスーパミニコン並の数値演算,データ処理,グラフィリク表

万ミ育皀力

(4)高性能・高品質印字能力

(a)顧客に提出可能な文書形式での高品質印字・製図機能

(W 数百ページからなる文書の高速印字機能

(5)設計情報のデータベース機能

(司文書・図面の保管

(b)づラント構成やハードゥエア・ソフトゥエア製作仕様データの保管

(の従来の設計部門の習慣に合わせた体系による」清a手一夕の

管理

(d)下流の製作業務用ずータへの手一夕交換

ME1200

(ステーション)

光ファイバ(二重系)

J
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図 4.マルチメディア 1ンジニアリングステーシ,ン(ME120のの外観

(6)異機種コンビ斗一夕とのネ"ワーク

(a) LAN による製作所内コンeユータとの結合

化)広域パケ.介網ヘの加入による他製作所や全社共通ホストと

の結合

2.1 システム構成

(1)コンeユータネ."トワーク

計画設計CAE は,図 3.に示すように同一部門内に設置した多

数の EWS(ME120のをイーサネ四卜仕様の部門内 LAN で接続した

水平分散処理システムを基本としており,分散っアイルアクセスや TCP

/1P のネットワークソフトゥエアにより,全EWS があたかも 1台のホス

トコンピュータのように動作する。また,製作所内の CAE用コンビュー

夕や他部門の EWS群とは楴内 LAN 《MELNET R32》により,

入ιNA-P (三菱統合ネ,,トワークァーキテクチャ)で結合している。

(2)ハードゥエア

EWS は,当社製マルチメ手イア 1ンジニアリングステーシ.ン(ME120の

(図 4.)を使用しており,基本構成のステーシ.ン(表 1.)とサーバース
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演算処廻部

項

表 1、基本構成のステーシ.ン

CPU

貝

浮動小数点用プロセッサ

グラフ'ツク

主記憶

デ河スプレH

補助記憶

グラフィックプロセプサ

MC68020 16MHZ

グラプ'ツク用メモリ

ネソトワーク

MC 68881

仕様(用途)

磁気デースク

4Mパイト

その他

Ethetnet

シリブル入出力

テーシ.ン(表 2.)とで村'成している。

( 3 )ソフトゥエア

計画設計CAE は, EWS のJ'

本ソフトゥエアである UNlx syst.m

V 及び GKS などのライづラリ,マル

チメディア文霄サーピスなざの標準パ

.ワケーづをべースに, FORTRAN,

C てイ乍成した設計'支援ツールと,

対象業務専用の設計自動化づ吋'ラ

ムを UNIX コマンドやディスクト,ワづ・

マネーづヤーにより統合化した業務

対応のシステムで,その構成を図5

に示す。

2.2 計画用技術文書編集

計画業務では,顧客に対し説得

力のある技術文書を迅速かつ正硫

20"カラー, 1,2εO× 1ρ24

マルチウげγドウ甘ツトサソプ去示

OK.・"シ('ー')
8 M ノぐイト

5"HDD 70Mパ'ト

3.5リ FD

10Mbps (TC ノノ MNA-P,

RS232C (端末接統, UUCP用)

I M ノぐオト

項

大客量

柿助紀億

表 2.サーバーステーシ,ン周辺機器

磁気ディスク

Π

分散

カートリソジMT

印

光デ井スク〔計西巾〕

7

に作成・提示し,什様検討を進め

る都度技術文霄をタイムリーに修正

する必要がある。とのため,技術的なΠ木語文章の編染機能(ワ一づ

口機能)の高性能化に加えて, EWS の強力な機能を利用して次の

ような設訓'支援機能をサポートしている。

(1)文章・図形・イメージ・グラフ・表の混合編集機能

図形,イメージなどの編集の操作性を高めているほか,文書巾の任

意の位置に図形,表などの領域設定ができ,顧客提出用技術文書が

自由に作成できる。

(2) CAD図面,解析結果の文章中ヘの引用機能

CRT上に表示した CAD図而やグラフなどを切り出し,文冉上の

所定の領域に挿入編染することにより, CAD 図面の一部や解枅結

果のグラフなどを文1牛中に引用できる。

(3)定型文書の内動編染機能

あらかじめ登録した標準文冉中の顧客名,納入台数,設羅条件な

どの可変部分を可変フィールドや選択フィールドとして,指定すること

により,工訴ごとに可変部分をデータとして入力すれぱ,可変部の

変更,章やぺージ振りを行い,客先提出文書の原案が作成できる。

その後対話により,内由に修正し,文冉を完成させるとともに製作

情報のデータベースも同時に作成できる。

2.3 計画図編集

計画業務の巾で比較的定型的業務である設備配羅図,機器外形図

エンジニアリング分野における EWS の活用・田戸・片岡(博)・片岡q麦)・岡

イ

朱テ集論文

刷

8リ HDD

,ルチメデ河ブブリγ夕

イメーヅ入力

フ

仕様(用途)

45Mバイト(システム管理用)

7

蔀霊プロッタ

】35 M ノぐイト X2

(図面 D旧など保管用)

リ

5リ 60OM ノぐイ 1

(ドキュメソト, DIB 保有用)

イメージリーグ

7一

グラフィック

30o dpi

B4, A4 印字可

(文市,りスト図而田4 以下)作成)

ブロッタ,ブリンタなと入

数値解析

30o dpi

A3 (A3 の図而作成)

図形処理(GKS)

対象業務専用設計自動化プログラム(FORTRAN, C)

CRT操作支援・日本誥処理

40odpi,1nax B4 入力可

(文市巾のさし絵,写真なだの入ブD

UNIX システムコール, ファイルハンドラ

ウインドウ管理

出カデバイス制御

計画用文書編集

計画図編集

計画設計データペース構築

ネツトワーク,ファイリングサービス

UNⅨツール

印刷

マルチメディア交審サービス

テ'イスク

自動製図

図面・交病

図 5.ソフトゥエア都雨艾

などの作成には,以前から機械構造設計CAD 《MELCAD>が遵

入されて込る。しかL,その他の計画業務の図而は,図而として比

較的簡単であるーカ,文字,説明文章や表が多く,従来のCAD で

は作成効率がよくなかったため, EWS の持つ高度マンマシンインタフェ

ース機能を活用した計画図作成シス〒△(スキマティ,,クェディタ)を開発し

た(図 6.)。
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千寺集論文

(1)譜ヨ速安定したレスポンス

文、1話操作をスムーズに行うに十分な応答速度の確保

(2)操作性の良仏作図機能

.従来の端末では実現できなかったマルチウィンドゥ,マルチづロセス下

で図面やテ牛ストファイル問の自由な力"&ペイストが可能

・図面の接続状態に合わせたドラグ&ラバーバンド1コー表示

・大規模かつ複雑な画面でもスムーズに移動可能

.セレクションメニューによる割込み操作可能

・アイカメラによる人冏工学的分析に基づくコマンド休系の硫立

(3)日本語入力編集機能

ワ一づ口並みの日木語入力編集機能

(4)接続関係,シンポルとその文字属性の認

識磯能

論理図,70ーチ七ートなど論理的な接続関係

の認識が必要な図面 G妾続図)の編集に適し

た操作コマンドと図而から接続情報,属性情報

の杣出機能により図面から製作情報に白動展

開が可能である。(例えば,図 7.に示すよら

に越転フロー図一勺ントローラ用ソフトゥエア,機号昌

構成図→機器りスト→製作手配伝票左ど)

2.4 データベース構築とデータ処理

計画業務では,設備の手配や制御システム設

計のため膨大なデータをりストや一覧表として

作成し,仕様の決定を行っている。との業務

をあたかも机上でりストを作成するのと同様

EWS の CRT上で編集を行い,データベースを

枇築し,並び換え,整合性チェ,"ク,業務別設

計自動処理,りスト印刷などを行う。

(1)データベース機能

設計業務上の論卵朧造に合致した階層的デ

ータ構造定義,副番管理,標準データの管理検

果,設計者が思考を寸断するととなく対話形式で一連の剤'画設訓イ乍

業を行うことができるため,従来の大型計算機による TSS処理で

は実現できなかった計画設計業務の生産性と品質の向上が期待でき

る。

3.核融合炉計画設計CAE ヘの応用

次にEWSの機械構造設計分野ヘの応用伊ルして,核融合炉計画

設計CAEについて述ベる。機械構造設計分野では,製図作業の大

幅な合理化を同的として,ゴ次元CAD の導入が行われてきたが近

午になって三次元CAD の秤姉耐内導入が図られつつぁる。従来から

nN__妾'フ!7じ;ミ_!.11

-20.-20,400,400
ネネ* stヨ『t !!*** 0

O nomヨ1 Plot 「」10 nヨ田e

MENU_*ネ****

deleto t con
Window delet
(wlndow

索

(2)入力,編集機能の強化

ワ一づ口並みの日木語入力と標準及び旧工事

データなどからのカット&ペイスト,編集による

入力の効率化

(3)りスト印刷

フ才ーム才ーパレイによる自由なりストフォーマ,りト,

図形,イメーづの混在も含めた高速高品質印字

2.5 業務対応システム

計画設計業務は,対象市場の種類と規模に

より業務内容が異なるため,とれまでに述ベ

たツールを対象市場忙応じた文書や図面の形

式,設計情机の種類などに合わせてチューニング

し,更に業務特有の設引偵動化ソワトゥエアと

綿み合わせて各々の業務に合ったCAEシステ

ムを構築している。

図 8.に夕ービン発電機の計画設計に適用し

た場合のマルチウィンドウ出力画面の例を示す。

この画面から分かるように見積から機能設副',

枇造設計及び外形図作成に至る一速の作業

が一貫したシステムで実現している。その結
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のワイ卞フレー△やサーフェースモデルに基づく三次元CAD に加えてソリ

ツドモデルを用いた三次CAD の充突により,核融合装置の設計でも

その有用性が広く認識されつつぁる。

三次元 CAD の形状データとしてソリヅドモデルを用いることにより,

体積・表面秤卜重心などのマスづ0パティの計算, r蔀泉・隠面処理,干

渉チェヅクが可能となる。こうした隠線・隠面処理による三次元形

状の確認や千渉チェ,,クは,1身融合装置のように複雑な機器配置とな

る裴置の設剤'では有力な手段となる。更に,ソリ,外'モデルによる形状

データを共通のデータベースとして,有限要累法解折などの要索分割が

容易に行える機能と,それに連動する解析機能を包含した,いわゆ

る CAEシステ△と称されるものの利用は,解析忙基づく設計の比重

が大きくなることを杉えると,今後ますます盛んになるものと思わ

れる。

ここでは,核触合装置計画設計を対象としたEWS上の CAEシ

ステムの適用例として,トカマク裴置及びへりカル饗置の2種類につぃ

てソリッドモデルによるモデル化の紹介をする。

3.1 システム構成

当社核エネルギー開発部に核融合装睡計画設計CAE として遵入し

ているシステムの構成を図 9.に示す。ハードゥエアの拙成としては,

EWS(APOLLO DN66のを巾心斗C,大容量磁気ディスク,磁気テー

づりーダ, X-Yづ口,り夕及びづりンタからなっている。ソフトゥエアとして

は,ソリ.ワドモデラ"GEOMOD",づりボストづロセ,りサ"SUPERTAB"及

び二次元 CAD "GEODRAW"からなる SDRC 社の"1DEAS"

を井村戊している。

3.2 核融合蓑置計画設計 CAE ヘの応用

トカマク型核胤合実験装置の三次元ソ小りドモデルの一例を図 10.に

示す。これは,装置の全体像及び内部朧造の三次元形状の硫認のた

めに,ν4周分を切り取ったものについて隠線処理をしたものであ

る。このように任意力向から見た三次元形状に関する情縦が比較的

容易に得られることは,装置の全体的な設計検討を行ら上で非常に

有用である。トカマク装羅の場合,づラズマを閉じ込めるための磁場を窕

生するトロイダルコイルカy攻射状に配置され,これに加熱及びづラズマ制

御のための円環状のコイルが設けられている。ドーナッ形をしたづラズ

マは,トロイダルコイル内側1に設置された真空容器内に閉じ込められる。

装置を構成するとれらの機器のソリ,,ドモデルによる形状定義では,基

本的には二次元断面形状の掃引又は回転によりモデル化が可能であ

る。より詳細なモ手ル化を行う場合には,定龜されたソリッド要";同

士の集合演算を行うことによ切杉状定義を行う。図 11.は,トロイダ

ルコイルについて,より詳細なモデル化を行ったものを隠線処理した

後, X-Y づ口,り夕に出ブJしたものである。図 12.に示す例は,トカマ

ク装胤の全体恬造について隠而処理をしたものである。こうした隠

面処理を用いることによって,隠線処理のものよりも更に三次元形

状の確認が容易となる。

図 13.は,~功ル型核融合実験装朧のν4刷分をモ釣山化したも

のを装置小心軸側から見たものである。~功ル装置の場合,図 14

に示すように,ドーナッ状の真空容器にら(蝶)旋状に取りイ寸けられた

~功ルコイルを持ち,更に真空容器店身も刷方1司に沿ってねじG戻)れ

た形状をしている。これらの機器のソ小外'モデルによる形状定珪は,

二次元断面形状を三次元曲線に沿って移動させる(スキニングと1呼ば

れる)ことにより可能である。こうした裴羅の設剤'では,描造を二

次元図面に表すととが非常に難しく,また設計検討を行う場合にも,

楢造を三次元的にとらえた検討が不可欠となる。したがって,ヘ抽

ル装置のように複雑な三次元曲面の構造をもつ機器の設計では,

次元ソリッドモデラは非常に為力な手段となる。例えぱ,図 15.に示

すような真空容器を赤道面で切ったときの形状に関する情報も容易

に得ることができ,製作性の検討や各部の形状 q列えぱ,容器に取

り村サられたボート穴の形状)の

杉斯付を,これまでのよらに模型を

製作することなく,容易に行うと

とが可能である。

図 16.は GEOMOD を用いて

定綻したソ小りドモヂルをもとに,グラフィック

ディスフレイ SUPERI'ABにより有限要索法解

析のための要索分割を行った例で

ある。これは,図 10.に示すトカ
マウス

マク型核融合装確における真空容

器と,シェル導体について要業分割

を行ったものである。要索分割に

当たっては,主要、点における要素

サイズを指定し,自動要素分割の機

朱テ集論文
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ホストコンビュータ

キ十ラクタ
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DS.P."・,90
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DN560
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カラーイメージ
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タフレット
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グラフィソク
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能を用いて分割を行い,その後,

部分的修正を加えている。ここで

は,ソ小ワドモデルのサーフェースデータの

みを用い,これを 4節点シェル要

素を用いて要素分割している。こ

の要素データをもとに,冠磁力解

析及び朧造解析をホスト計算機に

より行い,発生する応力や変位な

どが求められる。1郷析結果の一例

として,真空容器及びシェル導体

マウス
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上部架台

下部架台
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'加一

図 10.トカマク型核融合笑験装置の全体描造(隠線処理)
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での最大せん断応力の分布を図 17.に示す。これは, NASTRAN

の解析結果を SUPERTAB に読み込み,ボスト処理を行ったもので

ある。

4.電気制御系CAEヘの応用

次に電気制御分野での応用例にっいて述ベる。電気制御分野にお

ける重要なソフトゥエアとして,づ0ツク線図て信Ξ述されるシステ△制御

系の特性解析,周波隻塒答,シミュレーションなどがある。これらの副'

算は,従来大型コンビュータ上で各々独立に行われており,対話性,

統一性の面で今一歩の感があった。

当社て、は,これらのソフトゥエアを EWS 上に統合し,マンマシンイン

タフェース機能を強化するとともに,共通の入力表現であるづロック線

図を直接グラフィ,,ク入力し,出力波形をただちにマルチウィントゥ表示

させることのできる統合的な CAE システム WAVES/C (worksta・

tion based Advanced visual Engineering system for controD を

開発した御。 WAVES/C のハードゥエア楢成を図 18,に,ソフトゥエア

構成を図 19.に,マルチウィンドゥ画面例を図 20、忙示す。

4.1 VVAVES/、Cの機能概要

(1)入力系

づ0ツク線図の入力系をつかさどるグラフィ,りクェディタでは,マウスを

用いて制御要素を画面上に配置し,信号線で結ぶことによって簡単

にづロック線図が描ける。制御要素として,積分,無駄時問,状態方

程式など約50種類の標準要素を用意しているほか,ユーザー定義の

ものを追加することも可能である。行列データベース操作づログラ△は,

行列データの設定,保持用であり,インタフェース系は,制御系,行列

の両データベースから,丸刷斤系の入力言語を自動生成する役割を果た

す。

(2)解析系

解析系は,古典制御,現代制御,シミュレーションの各ソフトゥエアから

構成されている。各ソフトゥエアのコマンドを表 3.に示す。各ソフトゥ

エアと屯,その入力言語につ仏ては,互換性を考慰して大型機上の

ものと同一形式を保っているものの,操作面ではEWSの持つ固有

の機能をフルに活用している。例えば,シミュレーシ.ン時のモニタ表示,

割込み機能などがあげられる。

数値計算ライづラリは,制御用数値計算及び作図ルーチンの集合であ

リ,これを用いること忙よって解析ソフトゥエアのユーザーによる拡張

が容易となっている。

(3)出力系

解析結果の表示に関しては,各解析コマンドによる画面出力のほか

に専用の出力編集エディタによる訶誇1・再表示が可能である。この

エディタにより,異なる解析系コマンドによる結果の重ね書き,位相面

表示などが可能となっている。

更に,応答計算結果から各種の制御指標を抽出し,データベース化す

ることによって解析結果の整理編集を行う補助手段も併せ持ってい

る。

4.2 WAVES/C の応用

工VAVES/C は,鉄鋼圧延づラントbミュレーション,交通システムシミュレ

白動車の振動制御系設計,篭力系統の安定性解析,0ポ.";ノヨン,

特茎"

・(。。)
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1'述靴系シミュレーショソ言'悟 BACS

(1) COMPILE_LINK シミュレーシ"ンプログラムのコソパイノレ・りソク

を行う

(2) SIMURATION シミュレーションの実行

(3) OUTPUT シミュレーシコンの編集出力

(4) ONLINE_PLOT シミュレーシ"ソ問のモニタ出力

2.線形制御系解析ゾログラム LACE

(5) TRAN 伝迷関数の編架入力(スクリーンエデ'タ)

(6) BLOCK ブロック線図から伝述関数を求める

伝述関数・パラメータ値の汝示(フ) LIST

(8) ROOT 根軌跡を描く

ポード線図を描く(9) BODE

ナ'キスト線図を拙く(1の NYQU

過霞応答(ステップ, SIN,任愆人ブ」)を求める(11) TRNS

パラメータ価の編染人力(スクリーンエディタ)(】2) DATA

3.多変数制御系'役引'用ブU グラム MIMOS

プロノク線図フ丁イル・データフブイルの縮架(スクリーソエ(13) EDIT

デす夕)

(14) MAIS A ・ B . C . D の入力, SMAT からの網染入力(スクリーソ

エデH 夕)

A・B.C.DのユーザーブUグラムによる設定05) USER

プロック線図フブイル・データフブ'ノレから基本状!但方程式を(16) BTOS

作成する

状態方紅式から任.態の入出力2点岡の伝途鵜数を求める(17) STOT

多入力多出力のⅡι波数応答計卸を行5(18) FREQ

多入力多出力のステッブ応答計算を行う(19) RESP

システムの閉ループ極の計罪を行う(2の EIGV

最適レギュレータを求める(21) OPTS

襖分型最適レギュレータを木める(22) 10PTS

(23) POLE 極配置を行5

(24) 1POLE 槌分型極配置を行ら

(25) OBS 状態観測器を求める

(26) EXT 基本状態方程式から拡大系の状娃方刊式を求める

(2刀 SIMU 状態方程式ベースのシミュレーシ,ソを行ら

BACS 用入力表現から MIMOS用ブロック線図フ丁イル・(28) BTOM

データフ丁バルへの変換を行5

(29) TPLOT 時冏軸シミュレーシ,ン結果の編藥出力

(即) BPLOT J司波数応符(ポード線図)の出力
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については,当画は各種の設計法を幅広く検討する必要があり,多

機能でかつ操作性の優れたこのシステ△のような EWS応用システム

の有効性が認められつつある⑤。

5.むすび

以上1ンづニアリング分野ヘの EWS の活用例について述ベた。 EW

S が,既に大雄に導入されている LS1の研究・開発・設計割ξ門と

同様,今後回転機,システ△佑1」御系,電力系統,パワーエレクトロニクス,メ

カト0ニクスなど各分野ビとに統合化された CAEシステ△が EWS 上

に構築され,それらがネットワークを介して有機的に結合され,それ

ぞれの業務を効率的に分担していくものと思われる。

すなわち,我が国でも大学や企業の研究室で1~2台を試使用す

る段階を過ぎ,肩捌ル思える研究・開発・設計などの技術部門に

EWSを大量に一括導入し,ネ"ワーク化を図る実用期を迎えたと

言える。

また,マイクロづロセヅサの進歩が,そのことを経済的にも,性能的に

も司能なものとしている。

5.00
Ⅱ畦

匡.00 ?.伽.舶,.卯 10,m

応答波形

ウインドウ

の運動制御系解析,人工衛呈の姿勢制御設計など高皮な電子機器を

含んだ機器の設計に幅広く応用されているω。

いわゆる1入力1出力のスカラー制御系については,従来から古典

制御を中心.する設計手法がある程疫確立されているが,多変数系

0
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知識処理におけるA17ークステーションの活用翻'ニ、

1.まえがき

つい最近までAI(人工知能)技術は括らん(儲)期にあると思われ

ていたが,ユーザー側の積極的な取組が広い分野で行われ,畔鯏162

年1月ごろの調査では,日本の 125 の 1キスパートシステ△のうちν4が

既に笑用に供されているという山 0

A1が一般に普及するにはワークステーシ,ンの形態が必要である。知

識ベースの扱いや推論を得意とする A17ークステーシ.ンをいかに実現

するか,またそれは具休的にどのように知識処理を行うのか,マンマ

シンインタフェースに現れる特長はいか忙,といった斗q丙に強い関心が寄

せられる。

本稿では,まずA17ークステーシ,ンの動向をふかん(伽瞰)し,次い

で日本の第5 世代コンeユータづロジェクトから生れた A17ークステーシ.ン

《MELCOM PSD の使用例を,当社関連開発の中から紹介する。

A1マシンの分類とアーキテクチャ,自然言語処理応用の知的対話技術,

づラント設計知識に基づく診断機能・知識ベースの A1言語による表

現, OSりソースの機能をオづジェクト指向て際佳承させた機械翻訳用マン

マカンインタフェースなど,知1識処理における A17ークステーシ,ンの位置付

けと活用力法につき,具体的に解説する。

2. A17ークステーションの動向②

A1技術が種々の分野に導入されようとしているが,まずは研

究・開発環境の整備から始まる。電算機メーカーやソフトゥエアハウスが

提供しているマシンやツール類につき,最近の動向を以下に要約する。

総じて顕著な動きは, VLS1チ,づ化といえる。

WARP:カーネギーメロン大孚で口

ボナ'H ツクスに応用

2.1 アーキテクチャ

現在A1の研究・開発環境で使用されているコンビュータを分類す

ると,次のようになる。

(1)メインフレー△,ミニコン, EWS,パソコン

L玲P, pr010g,1キスパー昨他築ツールなどを搭載したもの。

(2)専用コンピュータ

いわゆる A1言語(L玲P や P即10g)ベースの専用マbンであり,タ

グァーキテクチャが多込。スタンドアロン型のものと, EWS にアドオンした

リミニコンのバック1ンドにする型のものとがある。

本桜的A1の実現は,(1)項のような従来のノイマンカ式では無理

であり,新しいアーキテクチャが要求される。この観点から A1コンビュ

ータをクラス分けすると,3種になる。

・ A1冒語ベースマシン・・'・・・A1言語を直接実行するもの

・知識ベースマシン'・・・一知識表現と推論を方式に取り込む屯の

'知的インタフェースマシン 音声や画像の高速処理装置

現在, A1専用ワークステーションとして商用化されてφるものは,

L太Pマシン, PT010gマシンと呼ぱれる A1言語ベースである。知識ベー

スマシンは VLS1チ,づなどの試作段階にある。音声や画像の専用処

理コンビュータは,実用になっているものの,まだ特定分野向けであ

り高佃iである。

2.2 A1 プログラミング環境

計算機の歴史をふり返ってみれぱ容易にわかることであるが,コ

ンピュータはその名の示すように,計算機械としてアーキテクチャや言語

が設計されてきた。解法のアルゴリズムが手続きとして記述できる

FORTRAN やPASCAL, C のような言語力や苫及している。・一方,

表 1, A1マシンの分類〔幻

秋田興一郎、 丸山冬樹、

大分類

-1 111
1ヨ訂口 .^

弓、

ス

Li5P マシソ

分

Pr010g マシソ

類

知議饗現ベース

関数プログラミソグマシソ

意味ネソトワーク

スタソク演算,醐数1チ出し,ガーベジコレ

クショγたどの高速化

ア

ノレーノレベース

分解凍理,パソクトラックなどの高述化並

列処理巡入

キテクチ十

知的

オンタフェース

指向

オブジェクト指向

ブログラムやデータのグラフ/りフ、ト表現

ンエアドメモリ型マルチプロセフサ

神経回路網
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ノードプロセソサと口ーカノレメモリの多数

並列柔軟鈷合

音芦認誠

*コンピュータ製作所(工博)朴情報電子研究所

照合一選択一行動サイクルの高速化

e.g.二進木擶造々ルチプロセソサ

画像処理

スタプク演算,並列タグチェック,

問制御などの商速化

コソピュータビジョγ

XERO×】100 シリーズ, Explorer

Symbo】1C53600 シリーズ, Lambaa

工才、ルギー最小化に基づく推給方式

MELCOM PSI, CHI

PLM, PIE, PIM

例

高速波形解析(FFT)専用 LSI,動的計

画法高速化

ALICE, DFM, Rediflow

C-Lisp MacMne

要柔プロセプサの配列結合による低レベル

演算の高速化,配列多段化

Connecti011 M丑CI〕ine, T員istle,

SNAP

MIMD 方式マルチプロセッサ結合,

トリックブレー方式

仮恕空

DADO, PSM

iAPX 432, AI-32, SOAR,

FAIM-1, Dr且gon

ノ{ソクエγド型もある(e. g. FACO

M一α)

佛

Boltzm且Π口

Neut且I C】tcults

、Ξ.、1'、」'
.T弔一1、゛,

パソクエンド型

丁ドオγボード

中央研究所(工博)゛コンビュータ製作所

DP-】00, HEARSAY一Π,

Di丑10g systelnS 1800

データ邸動型と斐求耶動劉

シス

CytocomputeT, PIPE,

Tospics, pyr且lnid

研究試作段階

CHI

XENOLOGIC

ButteTfly

訊IARP, VICOM-VME

OPS5 の商述突行方式から姑立うた

製品化傾向強まる

バイオゴγピュータと亀関係する今後

のトビソクス

状況モデル設定による認議率向上

リモートセソシング分野での突用が進

式ノでいる。

゛
ノ



特茎瞥

オフジェクト

指向

論理と推論

リスト処理

SMALLTALK、・、80

Pr010g

手続処理

LISP

ESP

Cornmon LISP

Inter115P-D

数値計算

C

EXTKERNEL

KnowledΞ巳 C『a什

ART

KEE

LOOPS

FORTRAN

A1では非数値情報すなわち記号やパターンで表現される概念や知識,

イメージといった、のを対象として論理と推論が展開される。汎用機,

ミニコン,パソコンといった従来マシン上に LisP や P工010g のような AI

向き言語をのせて A1のづ0グラミング環境を作るととが始まったが,

エゞイタや他言語とのインタフェース,換言すれぱOS との連結がスムー

ズでないのが現状て、ある。それに対し, A1専用ワークステーシ.ンでは,

OS の各種りソースがユーザー用高級言語そのもので記述されている

ので,ユーザーのづログラミング環境に OS のりソースを容易に取り込む

ととができる。特に ESP のようなオづジェクト指向言語では, OS の

詳細なメカニズ△をユーザーづログラ△の中に継承させたり, OS のオづジ

エクトにメッセーリを送って一1動きしてもらうことが可能である。この

行き方を徹底しているのが《MELCOM PSI》であり,他の A17

ークステーションよりも優れて柔軟な環境を提供している。

現在, A1応用の主役はエキスパートシステ△である。エンドユーザー向き

のツールとしてシェル形な仏し力ーネル形のものが数多く発表されて

きた。 EMYCIN をとうし(噛矢)とし, OPS5 を典型とするづロダク

ションシステ△用ツールが先行したが,知識表現の多様さが要求される

現突に対応すべく,最近ではフレーム,論理,オづりエクト指向,黒板モ

デル等々のパラダイムを複数利用可能にしたツールが定着しつつある。

代表的なものでは, KEE, ART, LOOPS などがあり,当社の EX

TKERNEL もしかりである。こうしたマルチパラダイムの行きブjを整

理したのが, Gen.ric TOS1栂という発想であり,応用の型ビとに最

適な知識表現方式と制御方式とをーつにまとめた複数のソフトゥエアシ

ステ△として実現される。しかし,ある応用に限ってもユーザーにと

つて知識表現は多様忙なるので,複数表現の混在とそれらの問の連

係を許すづψ3ミング環境が要求される。今後も様々な試みがなさ

れよう。

マルチ

ハラタイム

環土見 シエJレ

図 1. A1づログうミングパラダイム

迹語論理

OPS5

ESHELL

フレーム

「ー^

ーー0.

ー、 1-＼臼一・
S1

M1

EXPERT

里板モデル

フロタクション

システム

シンク'ル

バラダイム

GA Yリ1"'1"、リ

所'尾 ヒ膓てサ

てマノナンノ、'ー>

名前は

現在出力"望中てす
い#、くぁ弓ち下J、

言語 OUIDUI

フコ 11」,ナラリ^

マノナー'ノノ、^

名"1j

井ミ'舌;γ,1」;pr

IN"1d01ル

Altlo" Y゛"、'1ι1^

アクション=検1'要求

対象=名前
条件電話器号=$Vヨr
条件所属=総務
条イ牛サラリー>25
条イ牛マンナンバー>8100

.

8200
8125

3.知的対話システム促X心

3ンビュータが一般社会ヘ浸透するにつれて,特殊な操作法を学習し

なくとも,簡単かつ快適にコンビュータを使えるようにするための機

能が重要課題になっている。中でも,自然言語を用いたマンマシン対

話技術は,最も中核的なテーマと見られ,将来的には音声理解技術

との融合により,一層の発展が期待される。ここでは, A17ークステ

ーション《MELCOM PSI》上に構築された"知的対話システム"忙お

ける対話管理機能について述ベる。

3.1 システム機能概要

知的対話システムは,簡単な日本語(半白然語)を使ってユーザー

NILI.己,宅のj'互{上】 A」1リ!
多岩空冉¥処1望

メタぞ.川の処1里

3 ^ι.^

玲木 1 2970

対話画面

図 2.知的対話システム

入力文

(半自然言語)

・・ 1
対話管理

文脈処理コマンド生成

ユーザー
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ウインドウ管理

応だ工

との問で柔軟な対話を行い,それによってユーザーが求める解を与え

るととができるシステ△である。単なる1問1答形式の固い対話機能

ではなく,特定の話題について必要なだけ対話を統行できる,とい

う点ではるかに人問の特性にマ,,チした機能を持っており,図2.に

示すように,将来,データベース検索システムや 1キスパートシステムに対す

る知的インタワエースとしての利用が期待される。

知的対話システムのモジュール描成/処理の流れを図 3.に示す。 6

モづユールで構成され,まず入力文は文解析によって中問形式に変換

図 3.モジュール構成/処理の流れ

ι尋答管王里

検索要求

データベース管王里

システム

検索結果
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(userl)開発環境力りゞソチてブロクラム言語がCOBOLのブロシ

土クト 1D は?

( systern l)

ブロジェクト

1D

a

開発環境

(user2)てはプログラム言語かFORTRANのものは?

(system2)その他の検楽条件はそのままですか?

(U5er3)開発環境のレンジ仁ついて知ηむい

(sy5tem3)開発環境にはハノチとオンがあηます

その他に質問はありますか?

(U5er4)いいえ

(sy5tem4)ては先程の話に戻って

その他の検糸条件は〒の三まですか?

図 4.話題転換と転換からの復帰

C

ノチノ、

ブログラム

ノイノヲ盆

ノチノ、

言語

COBOL

COBOL

COBOL

制御

フログラム

( 1 )

CIC5

total

dν1

(U5er)開発環境がバノチでプログラム言語がCOBOLのプ

ロジェクト1Dは?

(sy5tem) 20個以上の解が存在しますが,とう L ますか?

次のΞつの内から番号て選択Lて下さV

1.表示は不要

2.指定 L た個数分だけ表示

3.全部を表示

(user)開発環境=2でプログラム言語=COBOLのブロソ

エクト1Dは?

(system)NIL

( 2 )
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(user)開発環境=2でブログラム言語=COBOLのブロジ

エクト1D は?

(system)開発環境の値は数値ではあり'せん,

開発環境を入力 L なお Lて下さい'

される。続いて文脈処理により不足情報の補充が行われ,対話管理

に渡される。とこで更にユーザーとの対話を含む不足情報の補充と

関連情報の付加が行われ,コマンド生成ヘ渡される。コマンド生成と応

答管理では,データペース検索コマンドの生成と実行を行い,検索結果

をユーザーの見やすい形式に変換して返す。

3.2 対話管理機能

とのシステムの最大の特長となる六J話管理機能は,マンマシン対話に

関する基本機能や自然な対話形態を検討することにより,設計・実

現されたものであり,大略下記の項目から成る。

(1)文脈管理

対話における代名詞の使用や省略表現は,ごく一般的な現象であ

リ,ヌす話の流れの円滑化,表現の簡潔化には欠くととができない。

これをサボートするために,文脈管理では,文脈情報スタックを設け

て対話の履歴を保持することにより,代名詞の同定や省略語の補充

を行い,より適切な応答を可能とするための環境整備・管理を行っ

ている。

(2)話題の認識と管理

対話は基本的忙発話一応答の対,すなわち対話対によって構成さ

れる点に蓋目し,各種の対話対の分類を収集した対話対辞書及び対

話対スタ,汐を設け,とれにより対話の進行と話題の管理を行う機能

を実現した。すなわち,一般の対話においてよく現れる話題の転換

のような現象を,対話対スタックのネスト的管理により,無理なく自

然に行うととが可能となった(図 4.)。

(3)前提条件(Pτ郎Umption)の認識と管理

(user)

(system)

(user)

図 5.前提条件の認識とフレンドリな応答

朱子集論文

105個の解が存在しま L 大.

モのなかで.ソステム要件書の規模>250のもの

(sy5tem) 4個の解が存在 L ま L 大,

開発環境=バソチ,プログラム言語=COBOL

は?

Project

ゆ

システム要件害の

規模(ページ)

a

C

S

,王

300

255

350

340

システム要件書の規模.システム設計書の規模,

ログラムの三つは関連情報とLて付加された。

システム設計書の

規模(ページ)

ユーザーの知識不足や勘述いにより,検索に必要な前提条件がそろ

わない場合がある。そのとき,検索は失敗するが,ユーザーにはその

原因が分からないことが多い。例えぱ,図 5.(1)の場合,ユーザー

にとって原因究明は非常に困難であるが,図 5、(2)のように表示

してやれば,原因と対策は一目りょう(畷0然となる。とのような機

能をサボートするために,検索可能性判定及び障筈分析のための機能

を,データベースのディレクトリ情報を用いて実現した。

(4)協調的応答

ユーザーから求められた解を出力するとき,単にそれだけを出力す

るのではなく.ユーザーが次に意図しているものは何かを推定し,以

後の処理に有効な情報を付加したり,又は理解を助けるために情報

の加工や要約を行うことは非常に有効である。前者については,デ

ータベースのディレクトリ情報と文脈情報を基に関連情報を卞"川する機能

を実現し,後者については多数解処理における絞り込み機能を実現

した(図 6.)。

なお,このシステムは,第5'世代コンピュータ関連技術開発の一瑞北

して,新世代コンビュータ技術開発機構からの委託により開発された

ものである。

図 6.絞り込み機能による応答

620

354

765

450

制御

プログラム

CICS

total

total

dl/1

制御フ

知識処理における A17ークステーシ.ンの活用・秋田・太細・荻野・丸山

との節で取り上げる診断は,中央制御室kいる運転員の異常時支J

応操作決定支援を目的としたものである。したがって,診断で使用

できる情報は中央制御盤上のメータやCRTから得られるもので,

故障部位や故障モード忙関する提供情報の詳しさは,操作決定に十

分なものが与えられればよい。

4.1 診断機能

(1)機器レベjレ診断

機器の特性を表現した数式モ手ル(規範モデル)を用いて入出力関

係の不一致を計算し,その大きさから異常を推定する。次に,その

影響が隣接に波及しているととを確認するととにより機器異常を結

4 原子カプラント診断.X田
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論する(前向探索)。

(2)づラントレベル診断

機器レベル診断で異常原因が同定できないときに実

行する。あらかじめ選択された運転上重要なづロセス

量のうち,しきい値を越えた、のに着目して,それを

生起させる可能性のある原因候補を仮定し(後向探索),

それを裏付ける事象がどの程度観測されるかを評価す

るとと(前向探索)により原因を絞り込む。

(3)信号の妥当性検証

監視専用の検出器や診断システムのデータ収集系の異

常と機器の異常とを識別するための機能である。機器

が故障した場合と信号自身に異常がある場合の異常事

象波及パターンの相異に着目した方式を採用している。

4.2 診断で使用する知識

柔軟性に富む診断機能を実現し,完備性のある知識

を効率よく収集するために,づうント設計に基づく知信哉

をヰ・,心として知識ベースを構築した。診断で用いる知

識を区五財ヒしたのが図7.である。基本知識ベースⅡは,

機器の規範モ勃レ計算やづロセス凪のしきい値との比較

など珍断の前処理で利用される。基本知識ベース1は,

商皮な推論を必要とする診断本体で使用される。基本

知滋ベース1,Ⅱは,原子力づラントの特性を詳しく記

述しているため,診断機能はとれらの知識をいかに利

用するかという知識の利用法を規定することで実現で

きると吉えられる。設計知識は機器特性,機能特性,

系統橋成の3種類に大別して管理している。ととで機

能特性とは,それぞれの機器及びサづシステ△がづラント

の1-1^でどのような役割を与えられ,そのためにどのよ

うに動作するかを表現したものである。これはづラント

機能の階層構造も表現して込る。

図 8.は加圧器圧力制御系まわり忙関する知識構造

の例を示したものである。診断処理ではこの階層構造

をうまく利用しているため,診断対象の規模が大きく

なっても処理効率を損なうことなく診断を実行するこ

とができる。また,図 8.において上位程,機能をよ

り杣象的かつ包1.工的に表現しており,この構造が運転

員のづラントに関する理解の構造と類似していることが

心理学などの研究で明らかにされている。したがって,

運転員に理觧しやすい説明機能を実現する上でも,こ

の診断で採用した知識ベース構築法が有効であろうと

期待できる。

4.3 診断処理機構

処理機構は図 9.に示すように,絵断処理部,知識

ベース部,ワークメモリ部に大きく分けられる。このほか

に,数値処理部,診断結果出力部とのインタフェースがあ

る。各部は,オづジェクトの集合・として実現されており,

部問のコミュニケーションはメ,ワセージパ,りシングにより行われ

る。知識ベース部は,機器特性や機能特性を記述した

クラスオづジェクトからインスタンスオづジェクトを生成し,との

インスタンスを診断対象の系統構成知識に基づいて組み

上げるととにより構築される。づラントでは同類の特性

を、つ機器が多数使用されているので, ESPが、つク

基本知識ベース 1(記号処理)

系統知識

機器問の接続/
物理的な関係

機器の定性的なモテル

/ーーフ
運転方法 //
ι一ー.ノ

故障に関する

知識

フ'ロセス量の

異常判定

知識

基本知識ベースⅡ(会剣直処理/記号処理)

フ゜ロセス至

図 7.統合化訟断システムで用いる知識の関係

フラントレベル

機能

機器モテル

(数式)

フロセス制御機能

出力運転

状態維持

操作端

般器

加圧器圧力

制御

スフ'レー汁

制御

計恥制御

,叢器

1次冷却材

保有水量制御

スフ゜レープ卞

PCV454A

20(53の

故障

スブレー弁告1Π卸器

PC454A

スフ"レー弁

PCV454B

逃し汁

制御

逃 Lプ十

PCV454A

1 官側故院 1

図 8,知識の構造 U川圧器圧力制御系まわの

加圧器圧力制御器

PC454

MX3000

逃L汁

PCV454B

数値処理部

.規範モデル

計算

.基凖値との

比較

ワーク

メモリ

部

・数値処理
1士果

PSI

加圧器圧力検出器

PT454

^^^^^^^^

^^ー^

PT454

[^____

図 9.診断処理の枠組

メソセージの,宗れ

恬報の流れ
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ラスィンスタンス及び継承機能は,知識ベース

を効率的に構築する上で有効である。診

断処理部は,探索対象となった機器の特

性・機能及び系統構成などの情報を含む

オづジェクトに問い合わせたり,診断過程を

適宜ワークメモリ部に書き込んだり,取り

出したりして推論を実行する。ワークメモリ

部は,数値処理結果及び推論過程・結果

を管理する。また,上書きが可能な事実

は書き込み領域をあらかじめ指定してお

き,この領域を繰り返し使用して生成・

変更を行っている。このため,ガーペ,りジコ

レクションが不要となり,実時問処理システ

ムへの適用性がより一屑向上した。

5.《MELTRAN-J/E》における

マンマシンインタフェース

翻訳作業のどの

段階にいるか表示される。

《MELTRAN-]/E>は《MELCOM

PSD 上の日英機械翻訳bステムであり,

約5万語の基本辞書と第一次の専門用語

辞書として,約4万語の情報処理分野の

辞書を備えている。システムの翻訳処理ス

ピードは約5千語/時問である。現在翻

訳能力の拡張中であり,近い将来には処

理スピードの向上及び他の専門分野の辞書

開発が計画されている。今回はこの bス

テムのマンマシンインタフェースの概要を釈介

する。

5.1 マンマシンインタフェースの主な

特長

(1)日本語の原文の作成,修正のため

の編集機能

(2)一括潮訳処理後の確認修正を容易

kするための文単位の日英対応付け

(3)一括制訳処理後に原文修正をして

部分再棚訳する機能

(4)一括翻訳処理後に訳文修正をする

対訳文轡編集の編集中です

日本語

20

彼力珀乍日買っ大パンは古い。

21

総理大臣は国会の解散はLないと述ペ大。

22

一括処理で待ち行列となっている

ジョブを操作できるウインドウ

当社は計算機メーカーである。

特茎"

編集領域(日本語ノ英語)

央ヨ吾

私大ちは映画を見て.食事を L大。、

20

breヨd he bought yesterd3y ls oldThe

一括処理

21

The prlme rn1Π15ter r"entioned that he would

not dlssolve the Dlet

ための編集機能

(5)翻訳処理巾に得られた辞書引き結

果の表示と利用

(の同一文書に対する一括翻訳から対話潮訳,対話翻訳から一括

翻訳,また再度一括御訳から対話翻訳ヘの移行など作業形態の自由

な変更

以上の機能を笑現するために,《MELCOM PSD のビ,"マ,,づ手イ

スづレイでのマルチウィンドゥ機能及びマウスを有交加て使用している。す

なわち,例として以下の点が拳げられる。

(1)メニューを使用しての操作性向上を図っている。

(2)マルチウィンドゥ,マルチづBセス機能により,対話副訳中でも一括処

理の状態力絲色えず表示されて知るととができる。

(3)マルチウィンドゥ,マルチづ0セス機能により,棚訳作業のどの段階に

いるのか力珠色えず表示されて知るととができる。

また, OS である SIMPOS のスクリーンエディタ PmocS を継承した

22

We are ヨ Computer manufacturer

(a)対話翻訳作業時の画而表示例

"理

フ セス

21(53D

舌翻訳

セス

イb)づロセスの概念図

図 10.マルチづロセス,マルチウィンドゥの機能を利用した画面例とその概念図

知識処理における A17ークステーションの活用・秋田・太細・荻野.メU」1

各ブロセス管理

対ユーザー情報表示

一括処理

フロセス

編集しやすい文書画而も特長のーつである。

5.2 画面表示例と SIMPOS のクラス継承の例

図10.は対話翻訳操作時の画面を示す。上部左側の部分は日本

語原文を表示し,上部右側はその日本語に対応する英語訳文を表示

する。下部は原文又は訳文の編集領域である。一括翻訳処理を行っ

たあと,訳文力訓均硴でない場合に処置として二通りある。ーつは原

文を平易に書き直して再度その文だけを割訳する方法,もうーつは

訳出された英文を手直しする方法である。どちらの場合もその編集

作業を下部画面王りアを使用して行ら。ここで,との編集画面はSI

MPOS のオーづンアーキテクチャの利点を得て,1ディタ PmocS を取り込

んてイ乍られている。すなわち, pn徐船を榊成するクラスを継承し,

PmocS のほとんどの編集機能を使えるようにすると同時に,ユーザー

、

、

文
プ



午寺集論文

対訳文書編集の況集中です

二のウインドウでマウスを

クリノクする

(編集画面)

一括処理

対訳交霄編集の編集中てす

>

(編集画面)

処理では同ーユーザーが継続して使用して

いる場合,マーづン値などをユーザーが一度

指定した手一夕を内部記憶していて,再

利用できるようにしてある点をつけ加え

ておく。

図Ⅱ.一括処理における段階的状態表示

REMOVE

aoo : rnytext

,ノ
ノ

ノノ

一括処理

/

ー,ー

/

ABOR丁

フ

6.むすび

現在,日本国内で実用レベルに達して

ハると仏われるエキスパートシステムの多く

は,大型計算機上に構築されている。 AI

技術を本格遵入するには,やはり相当強

力なマシンパワ一を要することがわかる。

専用マシンが必要とされるゆえんである

が,その使用形態として,スタンドアロンの

A17ークステーシ,ンか又は従来機のパ・,

クエンドにするか,2種類ある。専用マシ

ンも VLS1化される傾向が著しいので,

近い将来には実用レベルのシステムがかな

り安価に実現できるようになろう。

ーロに知識処理といっても,知識の内

容に立ち入ると従来のづ0グラミング環境で

は効率が悪すぎる課題が数多く存在する。

知識処理に関する具体的知見を,より早

く獲得するには,《MELCOM PSI》の

ようなオづづエクト指向の推論コンぜユータに

期待するところ大である。
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特筈堅

画像処理ワークステーション《MELISSA-WS》

1.まえがき

計算機を利用した画像処理システ△が脚光を浴びてきた。画像処

理は,「百聞は一見に如かず」と言われているよらに,人間が目で

見る情景と同じ、のをゞイジタルデータとして計算機に入力し,その中

忙含まれている情報を取り出し利用することを込う。

画像の特徴は,その情報最が非常に大きい点にある。例えぱ,電

話とテレピづヨンを比較すると,前者は1秒問当たりに扱う情報量が

文字換算て、約 4Kバイトなのに対して,後者は約 4Mハイトになる。

このため,計算機で画像処理するとき,処理時問,外部記憶装羅な

ざいろいろ解決しなけれぱならない課題が多い。一方,最近のLSI

技術の急速な発展にイ半い,専用づロセ.,サや高解像度イメーづディスづレイ

装置などの出現により,より身近なものになってきた。

この論文では,当社のスーパミニコン《MELCOM 70 MX2000Ⅱ>

を核にした画像処理ワークステーシ.ン《MELISSA一訊7S>(Mitsubishi

Electric lmage systems for Analysis一凡U0τ1玲tation)の機育Eについ

て述ベる。

2.《MEUSSA、VVS》の概要

《MELISSA-W'S》は図 1.に示すように,コンパクト実装された画

像処理を実行するワークステーションて、ある。このワークステーションは, C

PU として MX/2000シリーズを使用しているので,一般に 68000系

CPU を使ったワークステーションに比ベて,画像処理以外の各種技術計

算を併行して実行できるハイ1ンド志向のコンパクト,低価格なシステム

を構成している。とのワークステーシ.ン上で動作する画像処理ソフトゥ

エア《MELISSA》は,オペレーティングシステム 0S60/UMX下の UNⅨ

世界で稼働する。簡単なオペレーシ.ンで,画像の入出力,表示,演

算,解析,変換及び粒子解析までサボートしている。

《MELISSA》は画像処理タスク(以下,単にタスクと呼ぶ)と,そ

れを制御する会話制御づ0づラム(以下,単に melissa と呼ぶ),画像

入出力づ0グラム《MELI0》及びデータ管理づログラ△《MELMNG》の

四つのづログラム群から構成されている(図 2.参照)。

望月純夫、

松井保憲、
塚越康裕、

MEUSSA

藤井順子、、
藤原美喜、、

Mfuo

MELMNG

{テーク入出ナ

図 2,《MELISSA》の構成

タスクは,画像処理をねらうづψち△群であり,各種独立した画像

処理機能を独立したタスクとして構成している。例えば,「画像を磁

気テーづからディスクファイルへ入力する」「画像をディスクファイルからイ

メージディスづレイのリフレ.,シュメモリに転送する」「画像をっイルタリングし

などがそれぞれタスク巴呼ぱれて実行されてノイズを除去する」

る。

moHssa は,《MELISSA》ソフトゥエア全体を制御するづ口づラムであ

リ,システムの利用者とタスクの中問に位羅し実行すべきタスクの選択,

タスクへ渡すべきパラメータの入力,設定,タスクの実行などを図って

いる(図 3.参照)。

一方,《MELISSA>ソフトゥエアを実行させるハードゥエアは, MX/

2000シリーズであれば,どのモデルでも可能で,以下に主要諸元を示

す。

MX2600 又は MX2900(1)使用計算機

最小4Mバイト以上(2)主記憶容艮

グラフィカ製1-5088 を基本とする(3)イメージディスづレイ

日本語機能付きグラフィ,,クディスづレイ装置(4)会話端末

【画凡テータ

両望処理

豊久画搾処

トウェア}

十

トウェア)

迭
{画{@'f,酎処理

ノフトウτア)

ノ

画像

二痛画1
処理

.

^ 4'ノ'、,〕、、.ー

ヨ艷^

(両修宅換ノ'!瑚ノ銅析)

(フ'ルクリノク趣理)

鷲サー^

図 1.画像処理ワークステーション《MELISSA-WS》の概観

*三菱電機(株)コンビュータ製作所**三菱電機東部コンeユータシステ△(株)
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B0305

キャソ三ノユ

メモリ

B0322

局速主
二己憶

、ユ

MX/2600

MX/2900

スーノぐミーコン

フレキンフル

ティスク

主記櫓容量 4Mバイト以上

M4639- 1

^^シニ

プリンタ

VF

ディジタイザι一

VF

(M4381-1N 相当)又は《MULT116

Ⅳ》

印刷 ラインづりンタ又はぺージづりンタ

画像入力 磁氣テーづ又は TVカメラ

外部記憶装置容量 磁氣ディスク装置を使用し,最小280M

バ'イト以上

以上の諸元を満たすハードゥエア枇成を図 4.に示す。

同定ティスク
共置

ALU

( 5 )

( 6 )

(フ)

制御
装置
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M6866

140Mバイト

同定ディスク

1掻

リフレ?ノコ
ノモ 1J

グラフィカ(株)イメージディスプレイ
1-50ooor110000シリース

会話端末

ハイフライン

フロセノサ

M-16Ⅳ

M4381- 1N

M?フ70-2F/2

M2771-F/1

ーータブレット

3.1 機能概要

<MELISSA>は,]ーザーが実行したい基本的な画像処理演算を

づログラムを作成ナることなしに会話モードで提供してぃる。とのソフ

トゥエアの提供する機能を大別すると以下のようになる。

(1)画像入出力機能 (6)画像解析機能

(2)画像転送機能 (フ)ご値画像による粒子解析機能

(3)画像表示制御機能 (8)ユーティリティ機能

(4)画像変換機能 (9)画像手一夕管理機能

(5)濃淡画像計測機能

このソフめエアを利用すると以下が可能になる。

(1)多様な画像データの入出力ができる。

(0)りモートセンカング画像データ CCT (computo, comP紕ible

Tape)

(b)情都処理学会フォー?汁準拠画像手一夕CCT

(の TVカメラ経由の画像データ

(d)ドラムスキャナ経由の画像データ(オづシ.ン)

(2)高精細イメージディスづレイを使用した各種の衷示制御ができる。

(司モノクローム画像表示

(b)自然カラー画像表示

(の疑似カラー画像表示

(d)ボジ/ネガ画像表示

(e)背景画像との重畳による二値画像表示

512・512

ビデオ

メモリ

r ^

3. 画像処理ソフトウェア《MEUSSA》

1024,1024

'1

ιカラーイメーシ
、ディスフレイ

図 4.画像処理ワークステーシ,ンの構成

,王 *1この」号合,システムコンソールを

兼ねてもよい。但しM-16の場合

は、BT306経由接続のこと。

*2 MX/2600の場合は不要。

(3)高速な画像データ変換ができる。

(a)線形,非線形関数によるコントラスト変換

化)画像間演算

(C)比演算

(d)コンポルーづ.ン法によるフィルタリング

(e)線形結合法による画像変換など

これらの演算結果は,即イメージ手イスづレイに表示するため,解析者

はその結果を評価しながら会話モードで処理を進めていける。

(4)きめ細かな画像計測が実行て・きる。

(0)カーソルを用いた任意の画像ビクセル情報の収集

(b)マルチチャネル画像のヒス"3△計測ルその編集機能

(C)表示画像の水平,埀直断面の濃度グラフのみならず,任意

方向断面の濃度グラフ誠則表示ができる。

(d)ビ.汁づレーン内画素に対する面積百分率の計測ができる。

(5)粒子解析機能が豊富にそろっているため,様々な画像計測が

できる。

(0)濃淡画像から三値画像化するためのしきい値処理を豊富に

そろえている、ため,目的にあった二値化処理が可能Kなる。

(b) TV画像¥ータに含まれるノイズなどを除去する各種ワイルタ
゛i{」

リング機能を備えている。

(の二値画像に対する各種図形融合処理機能を備えている。

(d)幾何学的特徴計測を一次パラメータ(直接計測項目)及び二

次パラメータ(問接計測項助と豊富にそろえているため,解析日

的に適合した計測が可能になる。

(e)計測した特徴パラメータは,項目ごとに統計処醒し分級ヒス

トグラムを作成し手イスづレイに表示するのでデータ整理に有効な手段

巴なる。

(の(4)項で述ベた画像計測機能を使って,あらかじめ得られた
/ J 凸

特徴手一夕を使用した各種分類機能だ備又ている。

(0)最大16クラスまで連続的に多次元スライス分類ができる。

(b)分類に使用する画像データの収集とその統計量の計算がで

オフション
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きる。

(0)最大 48 クラス,5ハ'ンドの最ゆう(尤)法分類ができる。

(フ)解析者の目的に沿った画像処理機能を会話モードてgぞ現して

いる。

(0)日本語によるメニュー方式を採用しているので,簡単に画像

処理オペレーションが実行できる。

(b)定型的な画像処理シーケンスは,あらかじめカタロづ化して運

用できる内動モードを備えているため,オペレーシ.ンの省力化に村

効である。

(C)選択した画像処理機能の繰り返し,次ス〒,づへの移行,中

断,再メニュー選択などのきめ細かい配慮をしてφる。

(8)別途ユーザーが開発した画像処理ソフトゥエアをとのシステム内に

容易忙組み込める環境を提供しているため,ユーザーオリ1ンテ,ドなシ

ステムを構築可能にしている。

以上の各機能を一覧忙して表 1.に示す。図 5.にこれらの機能

構成を示す。

3.2 制御機能

《MELISSA>は,オペレーシ,ンの簡易化,処理効率の向_になどを

図るため,次の制御機能を備えている。

(1)タスクの走行モード

タスクの走行モードは,以下の二つの機能からなる。

・自動モード

.マニュアルモード

自動モードの場合,起動されるタスクの名称やタスクに渡されるパ

ラメータは,あらかじめ設定してあるスケジュールファイルから取り出す。

したがって,以後のオペレーションは,このスケづユールファイルに従って

肉玉力的にタスクが起動され,利用者はオペレーシ.ンにまどわされるこ

となしに日常的に決まったルーチンワークをとなすときに有効な手段

となる。

マニュアルモードの場合,起動されるタスクやそのタスクに渡されるパ

ラメータは, m0ⅡS銀が表示する口本語画而を介してオペレータカ斗旨示

できる。一般に画像処理は,解析者が処理,評価,再処理とトライア

ンド 1ラーで手順を進めるオペレーションを行うため,マニュアルモードがよ

く使われる。

(2)起動力法

《MELISSA》の起動は,この画像処卿ワークステーシ.ンのオペレーテ

イングシステム 0S60/UMX の TSS配下のづ0グラ△として実行する。

更に別途ユーザーの開発したづログラ△も《MELISSA>の会話途中で

UNⅨ(AT&T ベル研究所が開発したオペレーティングシステム)システ△コマ

ンドを発行して起動でき,終了後再び《MELISSAシに制御を戻す

ことができ,その結果を使った処理が続行できる。

ーカ,磁気テーづからディスクファイルへ画像手一夕を 0ードナる MELI

0,画像っアイルを管理する MELMNG は, MELISSAから UNⅨ

コマンドを使用しても起動できるが,他の TSS端末からも起動でき

る。とのため,データの入出力に時間がかかる場合は,他の TSS端

末を使って《MELI0》を起動させ,ーカ既にディスクファイルに口ード

済みの画像手一夕は,《MELISSAシを使って処理を進められるため

に効率的なオペレーシ,ンが実行できる。

(3)タスクの追加

画像処理の各タスクは,他のタスクと独立しているので,ユーザーが

別途開発した固有のづログラ△をタスクとして追加し,ユーザーオリ1ンテ

・りドなシステムを作るととができる。

分類

画像転送

表 1.《MELISSA>の機能一覧

デ'スクとイメージデバスプレイ画像メモリ問の画像転送

両像表

MT とイメージデ井スプレイ画像メモリ問の画像転送

モノクローム表示

カラー表示

フ」{
疑似カラー表示(等問麻/非等問部,自動/乎動/RGB 混合割り付
け)

、ι

画像反転表示

特釜盤

イソサート表示(二航画像表示)

画像変換

コソトラスト変換(白動/線形/指数/対数/等頻度任意聞数)

能

フールタリング(CONVOLUTION に上る演算)

画像問演算(和差秘商)

比演算(RATI0/DIFF・SUM/NORM)

線形結合

西像の埋め込み(,スク画像を別の而像に合成)

ビットプレーソデータの浸淡画像亥換

両像計測

ビノトプレーソ問論廻演算(NOT/AND/OR/EXOR)

シソグノしビクセルトレーニング

ヒストグラム計測(任意領域/全領域/ビソトプレーソ領域)

ヒストグラム計測糺果の表示/編禦

二汰元ヒストグラム計測

浪度グラフ麦示(X断而ノY断面/任点断面)

画像解析

Eソトプレーソ対応ビクセル佃数計測(面M率計卸)

窪標測定

多炊元スライス(手動設定ノ複数クラス擶定/16 ウラス連続指定)

クラスタ生成

分類用トレーニγグ画像の計測/秘納

統計量衷示(クラス統計量の表示)

最尤注分類

二価両像処理

前処理(裁和ノノ中央値/最大値/最小位フHルク)

(徴分ヒストグラム法ノ判別分析法/Pータイル法など)二値化

(外級補正ノ膨眼/収縮ノ縮退/加線化/孤立点除去)二値画像修正

ラ・くりソグ

境界線抽出

オイラー数計測

画像処理ワークステーション《MELISSA-WS>・望月・松井・塚越・藤井・藤原

図形形状解析(而碩/円囲長/永平・垂市方向最大値/水平・垂硫方
向弦長ノ爪心ノモーメソト/最大長ノ最大長とたナ角/永平・丞戒力
向投影長/円形度/分散度/形耿係数,統計量計算,分級ヒストグラ
厶)

画像メ壬リ問スワソピソグ

E ツトプレーγ問スワッビソグ

ユーテ'りティ

衷示画面のフ'ードパンウ

麦示画西の拡大表示

丁ノテーショソの生成

画像メモリの消去

Eツトプレーソの消去

ディスプレイレジスタのりセット

プロノチプレーγに上る任意領域の生成ノノ消去

プロッチプレーソに対応ナろ画素データの収染/楠納

TV カメラ入力

画像入出力

ウイソドウ設定

MSIF MT からディスクへの画像入力

LANDSAT CCT からデースウへの画像入力

LANDSAT フロッピデすスクからデ井スクへの画像入力

任意BIL CCT からディスクへの画像入力

画像管癌

ディスクかう MSIF MT ヘの画像出力

デ'スクから MSIF MTヘの西像サソプリソグ出力

画像データのりスト

注 MSIF (MitsublsM standard lmage File):仙報処理学会プオーマット忙池

抱した画像データのフ才ーマット

画像データの削除

画像データの=ピー

画像データフ丁イルの冒γデyス

25(535)



千寺集論文

通1像テータ

画像入出力

画像
表示制御

MSIF
CCT入出力

任種BIL
CCT入力

モノクロ裏示

LANDSAT

FDD入出力

画像
変換処理

カラー表テ 疑似カラー表示

19胎N努.自 q仂

コノトラユト1キ

J旺ミg 吊」"'1.円 M

t宇丑0醐. RG日,昆合

fj'JJ

非専ε晶応. RGB,且合

キ兄升3霊,奥

1訪害女至1鳧

等問辧干武

画{争
計,歐」

宝寸卑女亥'奥

N形私合冨都

,ト'宇11」}隔.、手.カ

'g,fⅡ窒7宅.1奥

U令」1写bl゛1゛',]

処理

ノイJしクリノク

イ壬 tJ ru】=女

1、偉テータ

荊燦,舉,ノ、み

ノノク.里1で

ι'卓

イノサート

画像データ

入力

画煥胎1轟り

^ニニ

画像
解析

ヒノトフレーノテーク

手口苫1/

ヒストクラム計、

の豊1画慢空捷

リモートセンシンクγ各種丁Vカメラ画像

処理

票よ/色彩
画像データ

11、 4ラ 1川"L

゛高τ1

罪

」ヒHπり

f1予エリア

,」算

ビノトブレーノや'理貫頁

MSIF CCT
入力

全印Ⅱ0匝

多弐元スライス

RATI0

前処理

ニノ1フレーノエリフ

ヒストグラム計為

苛早の工予,延竪

DIFF/SUM

AND/OR

EXOR/NOT

ユーティリティ

処理

・F中h'Q定

NORM

ユ亀=女クラス=受定

6主) MSIF : Mitsublshl S始ndard lrnage F11e

ーム兀

ヒストグラム静曳

16クラス連鞍処理

二値化

イ壬意BIL
CCT入力

クラスタ生上戈

(N * N)1員年口

言十1午フィノレタ

画後メモリ問
スワノピノク

TVカメラ

入力

彊厚クラフ

天不

画像
転送処理

9覇串1レーニノウ

喜鬼iT空

- fl0イヒ女&1型

区五Ξヨ

カロノチフレーノ1-1;杢

;ろ任晋煩宝の生立

中央イ直
フイノレタ

面1貞、皐

孟十 IJ

ヒノ1フレーノ卿
スワノピノグ

二値画像
修正

LANDSAT

FDD入力

カーソル処碑

畉計軍表示

L き L、イ迺処理

DISK .RfM

最大イ迫
フイノレタ

新たに追加されたタスクは,既存のタスク

制御機能のサービスを受けると巴ができる。

(4)メニューオペレーシ.ン

《MELISSA>のマニュアルモードで使われるメニューオペレーション例を

図 6.に示す。メニューはレベル0 からレベル2 までの 3階層て才苗成し

ている。レベル0 は実行すべき画像処廻機能づ口.,クを示し,レベル1

は実行すべき画像処理タスク名の選択を行う、のである。画像解析

者は,自分で処理した画像処理タスクをメニューのレベル1から選ぶ。

とのことでレベル1 と対になっているレベル2 画面が表示される。こ

のレベル2 は選択画像処理タスクに渡すパラメータを設定する画而であ

る。]ーザーは,このレベル2 画面を介して画像処卿タスク忙渡すパラ

メータを設定するとともに,所定の処理を実行すると巴ができる。

4.《MELISSA、VVS》の利用例

《MELISSA-WS》は,扱う手一夕が画像データである場合に,い

ろいろな応用分野ヘの利用を図ることができる。《MELISSA-WS>

の考えられる応用分野が幾つかある。この中で,特に適していると

L き L、値,夬定

70 ノチフレーノ{:1;を

丁る玉王データ0り集

連結成分
の抽出

表示画面の
拡大

醍尤,主分翻

夕H針m正

RFM 、.0ISK

倣分ヒストクラム

最U、イ迫
フイノレタ

幾何学
特徴抽出

喜嘩ノモリカ

゛1」男1」分キ斤5主

表示再西の
フイートハノク

主

Pータイノレ}去

磁頚長ノ斗又愉

ラへりング

MT .HFM

( a )

テ凡ユワLイしノ1,

、E」セト

アノテーノヨノ

生立

RFM .MI

」寛界獣の
1由出

オイラー岩女

お古遅

ウイントウ
"又硬

ビノトフしーノ

の h主

nFUヒ J 1ブしーノ.MT,0ISK

子田キ帛イヒ

図5.機能構成

と全く同様に melissa の 老えられる分野に以下のものがある。

(1)工業用画像計測

(2)宇宙・気象

(3)りモートセンシング

以下に,工業用画像計測のーつである粒子解析とりモートセンbンづ

への利用について述ベる。

4.1 粒子解析分野ヘの利用

との分野は,月的によりシステ△レベルが 0ウ 1ンドからハイエンドま

で種々雑多ある。特に,工場内のラインの検査工程の省力化の一環

として目視検査ヘの応用システムが数多く商品化されている。とれ

らシステムの特長は,要求される機能が検査項目のーつを実現すると

いう単能性と,高速処理及び低価格性である。したがって目標機

能を達成するため,ハードゥエア化が図られている。《MELISSA-WS>

は,粒子計測でも多機能性を要求される分野ヘ適用可能で,計測結

果を他の分野ヘ利用するシステムに適す。更に人工知能と結びつけ

て診断システ△の構築ヘの応用も老えられるだろら。一般の粒子解

析の手順を図7.に示す。との手順ワローで得られる計測項疑と《M

升3解キ斤

穴土里め

計劇結果
の解析

面手責

周囲長

水平方向最大幅

垂直方向最大幅

1瓜立.卓の
r余去
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太究舌十風二十W
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重,0
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幅
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升劣大イ栗豐女
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画像データ表示処理

画像データ変換処理

画像計測処理

画像解析処理

画像転送処理

ユーティリティ処理

デモンストレーション

二値画像処理

画像処理メニュー

(0)レベル 0 メニュー画面

前処理

二値化

二値画像修正

ラペりング

境界線庄出

オイラー数計凋

図形形状解析

二値画像

目的 粒子画ル

(b)レベル 1 メニュー画面
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朱テ集論文
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図 6.オペレーシ.ン画面例
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人工衛星

＼つ,,
(ネガノボジ)

児・.・@ー
地上爪信肩データ処理局磁気テーフ

ヌー@

多出力萇置
画像ファイル
ソフトウ1ア

Kついて述ベてきた。画像データを利用したシステムは今後ますます

多様な発展を遂げることが期待される。特に,人工知能技術の発展

に伴い,従来人問が月で見て半嚇折していた事項を,人間の目の替わ

りをするセンサの発逹と相主って,高度な判断処理を計算機上で実

現できるようになるだろう。この点で《MELISSA-WS>に使用し

ているオペレーティングシステ△ OS60/UMX は,当社第5翅オtコンぜユー

夕である《MELCOM PSI>と同じ EXTKERNEL, A1用言語な

どもサボートして込るので,このワークステーシ,ンで画像処理に必要な

ベクトル処哩とシンポル処連を併存させたシステムが構築できる長所を

もっている。このような意味で《MELISSA-WS》の今後の発展が

期待されると考えられる。最後にこのシステムを開発するにあたっ

て多大なサボートを込ただいた関係各位にお礼申し上げる。

參考文献

(1)長谷川ほか.画像処那の基木技法,技術評論社

(2)画像処理アルづりズムの最新動向,別冊 OE,新技術コミュニケー

ションス

(3)久保旺、か. DIA-Expe此システ△意味処理部の試作(2),コンビ
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(り三菱画像処理システム機能槻説書(ドラフト版)
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ELISSA-WS>で得られる計測画面例を図 8.に示す。図の計

測パラメータを利用し,人工知能手法を使ったシステムが枇築可能にな

る。

4.2 リモートセンシングへの利用

この分野のカステムは,図 9.に示すづ0セスを実現するもので,

《MELISSA-WS>を使って図 10.に示す処理系の実現が可能にな

る。すなわち,《MELISSA>ソフトゥエアの中核である画像ファイルを

巾心にして,ユーザー開発ソフトゥエアとりンクしトータルシステムの構築が

可能である。処皿例を図Ⅱ.に示す。

5,むすび

以上,《MELISSA-WSシの備えている機能の説明と,その利用
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ソフトウェアエンジニアリングにおけるワークステーション翻二宴

最近の高機能ワークステーション(以下, WS と記す)及びネリトワーク

技術の進歩により,分散処理形態の計算機システムが様たな分野で橘

築されている。ソフトゥエア開発においても,分散処理システムの特長

をいかした開発畔μ寛の笑現が各所で進められている山卿。本稿では,

今回開発した WS MEI000 とホスト計算機《MELCOM70 MX/

300のとに機能分散させた分散型ソフトゥエア開発支援システ△. S010n

(softW且τe Engineers Land on NetwoTks)(3×.につぃて,ワークステ

ーシ.ンの役当ルそこで笑現した機能忙ついて述ベる。

1. まえがき

2 ソフトウェアエンジニアリングにおける WS の利用

2.1 基本方針

S010nシステ△を開発する忙あたり,次の力'針を設定した。

(1)応答性能の確保.処理の分散により, WSにおける応答

性能を確保し,計算機が人問の思吉を中断することを少なくす

る。

(2)使φ勝手のよいユーザーインタフェース:人間と計算機の協調

作業をより円滑にするために,ソフトゥエア開発作業及びその結

果得られる生産物を口本語表現,図式表現を活用して視覚化す

る必要がある。そのために,マルチウィンドゥやマウスを利用したキ

ータヅチが少なく,冏述いが生じな込ユーザーインタフェースを提供す

るとともに,マルチメディア情報(文字,図形,イメージ)の処理を

提洪する。また,オフィスでの利用を可能とするため,騒音,配

色など快適なオフィス環境を提供する。

(3)一貫支援.ソフトゥエアライフサイクル全体にヌ、1して,づ口りエク

ト管理を含めて,一貫した計算機支援を突現する。また,ソフト

ウェア開発だけに限らず,エンジニアのオフィス活動をも統合したー

貰支援システ△を笑現する。

(4)ソフトゥエア文書作成の効魯qヒ.ソフトゥエア開窕忙おける大

量の文書作成を計算機支援により効率化し,また文書の品質を

向上させる。

2.2 VVSの役割

ソフトゥエア開発過程を,凶然語表現のユーザー要求から機械語表現

のコードへの段階的変換であるとすると,各段階の変換忙対する支

鑁機台凱仕図 1.のよう忙モデル化できる。このとき,どのよう K開発

支援システム上に機能分散するかは,前述の基本方針に沿って次のよ

う忙決定した。

(1)応答性能の硫保.理想的に込えぱ,すべての機能がWS,す

なわち個人用計算機で笑行できることが望ましい。しかし, CPU

負荷の大きい解析系や大容量ファイルの処理を WS だけで処理する

ようにするには, WSの価格も泊K なり,システ△の融通性も悪くな

る。そこで,①編集,②解析,③生成についてWS に対する要求

高野彰、 渡辺

春原

:'、*
ノ口
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ソフトウェアエンジニアリングワークステーシヨン
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を検討し,①→③→②の順でWS に搭市戈してぃくとととした。

(2)一貫支援:既存ツールを有効利用して,一貫支援システムを早

期に実現していく。すなわち,コーディング,テストエ程のツールはホスト

計算機に既にあるので御,その他のツールを WS に搭載してぃく。

以上のような老えブjから,設計工程のエディタを Ws k,その他

のツールをホスト言十算機に搭載した図 2.に示す己ステムを構築した。

3.ソフトゥエアエンジニアリングワークステーション

3.1 ハードゥエアの概要

WS のハードゥエアの外観を図 3.に示す。 WS のハードゥエアは,マイ

コン部,表示部,マルチメディア入出力部から構成されてφる。

(1)マイコン部

ソフトゥエア開発環境として訊q西の高仇UNⅨを搭載し,その上で

笑行するソフトゥエア開発支援ツールを 32ピヅトアーキテクチャのマイクロづ口

ゼ,サで処理している。また,機能分散された各種サーバの共用ソフ

トゥエアを WS から利用できるように LANコントローラを備えてぃる。

(2)表示部

ソフトゥエア開発の各工程で多くの文書を作成し,それらを参照す

るととが多い。仕様書などの文書のぺージ数は多いので,高速な検

索,表示性能が要求される。また,づログラム図などの図的表現は,

A4サイズ程度で表示されるこ巴が望ましい。このようなユーザー要

求を満たすため,次の機能を実現した。

・ A4サイズのフルサイズ表示

・文字表示の高速化(文書の高速表示)

・図形表示の高速化(づψ'ラ△図の高速表示)

.ラパーハ'ンド/ドラッキングなどの作図機能のサボート

・図形要素の作成,編集及び取消し機能のサポート

(3)マルチメディア入出力部

ソフトゥエア文書の中にイメージ/図形/文章などを人が理解しやすぃ

形式で提示できるととは,イ乍業効率の向上に大きく寄与する。との

ため,次のマルチメディア入出カモジュールの接続を実現した。

.ページづりンタ

.フラ,ワトベッド型イメージリーダ

.カラーイメージリーダ

.イメージづりンタ

.カラーイメーづづりンタ

3.2 基本ソフトゥエアの概要

WSの基本ソフトゥエアである OS

機能,ソフトゥエア開発用インタフェース,

づログラミングデータベース管理システム及

び文書エディタにつ仇て説明する。

3.2.1 0S機首E

WS の OS として,流通ソフトウ

エアの利用を可能にするため小型

機分野で普及している UNⅨを

採用した。特に,エディタなどの高

速化,ツール立上げ時間の短縮,イ

メージ文書の高速処理などの改良

を図っている。機能分散していく

上で必す(須)の機能巴なる通信ソ

ワトウェアとしては, TCP/1P をべ

ース忙したファイル転送,仮想端末

30(54の

)

図 3.ハードウェアの外観

機能を提供している⑥。また, WS上で同時に複数の作業をすると

き忙必要となるマルチウィンドゥ機能,づ0グラム図の表示などで必要と

なる簡易図形ライづラリ,及びCAD などの応用ソフトゥエアの移柏性を

重視した国際標準の GKSライづうり(レベル2C)を基本ソフトゥ1アとし

て提供している。

3.2.2 ソフトウェア開発用インタフェース

WS の高度なマンマシンインタフェースを利用して,簡単で快適な作業

指示が行えるインタフェースを開発した。とのインタつ工ース実現にあた

つては,作業の局所性,反復性及び並列性を考慮した作業環境モデ

ルに従い,作業状態の視角化及び柔軟な作業指示が行えるととを重

点とした。このインタフェースの概念図を図 4.に示す。特長は次のと

おりである。

(1)作業ごとに作業対象ファイル,コマンド履歴,別名コマンド,変数
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を保持しているので,作業の把握が容易である。

(2)作業対象の描成をメニューにより図的に表示するので,作業対

象の指示が容易である。

(3)作業ビとにその作業に合ったコマンドをメニュー表示している

ので,作業指示が容易である。

(4)一時中断した作業をアイコンとして表示し,新たにウィンドゥを

開いて別作業を行えるので,並列作業が容易にできる。

3'2.3 プログラミングデータベース管理システム

仕様書,ソースコード,ロードモジュールなどのソワトゥエア生産物を属性及

び関係の情報により WS間にわたって一元管理し,次のような生

産物指向の作業指示を提供するとともに,構成管理とづ吋エクト管

理の基本機能を捉供tるものである。

(1)生産物指向の作業指示:複数の生産物をまとめてーつの生産

物とし,それに関係や属性を定美て・きる。これらの生産物のタイづ

別に操作をまとめ(クラス),生産物指向の統一的なインタフェースを提

供する。

(2)構成管理機能.倒窕上流の生産物の枇成情報に基づ仏て,下

流生産物の構成情報を生成したり,生産物のあるべき状態の検査や

それを保つようにツールを自動起動したり,版管理を行ったりする。

(3)づロジェクト管理機能.管理情報収集のオーバヘ,,ドによって作業

に悪影料を及ぽ'さな仏ようにづ0ジェクト管理ツールは管理サーバ(ホス

ト割算機)で動作する。 WS上では,作業者のコマンド履歴をサーバ

に転送したり,生産物単位の管理情報の保持を行う。

3.2,4 文書エディタ

従来の文書処理における編架処理,レイアウト処理に加えて章,節,

段落などの意味的な架まりを論理要素とする論理俳造の作成,編架

を行う文書エディタである。 i兪理拙造は,1SO/ODA御で定義する

構造を取り入れ,次の基本操作を提供している。

・1測乍対象となる論理要索(=注視点)を指定の位赴に移動

・注視点の位置に論理要業を生成

・木機造をした論理構造における,注視点以下の部分木の削除

・注視点以下の部分木の複写

・文書内容と論理要素の結合,解除

・文書内容(文章,図,絵,表,グラフなど)の入出力

論理構造を利用するととにより,作成する文書の章立てを事前に

決めておきト,,づダウンに文書を作成したり,メモ書き文書を蓄えてお

き,それらを寄せ集め,組み上げて込くポトムアヅづ的アづ口ーチによ

リ,文書を作成したりすることができる。

ソフトゥエアの設剖イ乍業は図 1.で示したように編集,解析,生成の

繰り返しである。 S010nシステムでは,編架系を中心とした各種ツール

を WS に搭載してソフトゥエア設剤支援機能を提供している。ことで

は,ソフめエア設計情報を標準的な仕様書の形式Kまとめる仕様書

エディタ,データの流れを中心に設計の前半段階を支援するデータフ0-

図1ディタ,処理の流れを「1.心K設計の後半段階を支援するづログラム

図エディタ/コンパイラ,及び開発対象ソワトゥエアの分野を通信ソフトゥエ

アに特化して,その設計を支援する SDLグラフィック1ディタについて

説明する。

4.1 仕様書エディタ

前述の論理描造処理を取り入れた文書1ディタを利用して開発され

たエディタであり,仕様書の論理構造定覇及びこのエディタの動作法

定義からなる仕様書定義をもとに動作する拙文エディタである。仕様

書定龜の形式を図 5.に,仕様書エディタの画面例を図 6.に示す。

各仕様書に対して記載すべき内容と順序が定まっており,その記述

量も多く,仕様書問の関係も複雑である。そのため,仕様書エディタ

に次の機能を笑現し,仕様書作成の効率化を図った。

(1)ガイド機能.仕様書の論理構造定義に決められた記戯すべき

内容を促す文章,記号などのガイド文をエディタの動作法定義にあら

かじめ格納しておく。それに従って,次忙入力すべき内容をユーザー

にガイドするので(図 6.),標準化した仕様書を容易に作成できる。

(2)自動記述機能.章や節のタイトル,各章節の文章の始まりなど

は,決まっていることが多い。そこで,その内容を自動記述するこ

とによって,入力効率化を行う。

4'
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トウェア設計支援ソフ

外部仕様書

概要 ^

名称

目的 ^

{1

概略機能

{1

特長

{1

設計条件

方針 ^
井

01概要 01設計条件 00入出力情報 00機能^

0 1エラー処理{}

1概要[概要] 02名称 02目的 02概略機能 02特長{}

1名称[名称]{ 1 $ P R (.,[プログラムの名称])}

1 目的[目的]

=$ P R (.,[何の為にそのプログラムを作るか考えて目的])}

1概略機能[概略機能]

=$ P R (.,[そのプログラムの機能の概略])}

1特長[特長]

=$PR (.[そのプログラムはどのような特長を持つか])}

1設計条件[設計条件] 02方針 02制約 02性能{}

1方針[方'打
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匝正腰司

図 5.仕様書定義の例
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姻4 機能閉

匪4.1 戲能一覧四

獨(D出庫処理機能偲

出庫依韻票の処理を行なう.図

猫(2)入庫処理機能田

積荷票の処理を行なう.四

劉4.2 処理概要園

捌(D出庫処理機能疋

出庫依頼票が来たとき節

正鸞パターンにお【 る識略処理を入力して下さい

ある嶋合皿

在庫りストのデクリメント詔

出庫指示書の作成習
0になうた場合一一空コンテナか調ベる.閉

ない場合悶

不足りストの作成問
在庫なし連銘凶

燭(2)入庫処理俄能皿

出閉

一^

>(2)入力処理機能
37:1008

未派生の様式があります
未派生の様式があります
末派生の様式があります

U『.ιUVサ

回

図 6.仕様書エディタの画面例

(3)白動複写憐能:設計の前段階で作成した仕様書の記述の一部 たりするととにより,各種の図式作成を可能にしている。

(の仕様書作成状況管理儷能:作成した部分の全体量,全体の章は,後段階の仕様書作成時にそのま主流用される。その部分を仕様

書定義で指示しておくことにより,記述の白動複写を行う。 ・節(論理拙造定義)に対して作成した部分の比率などを出力する

(4)矛盾検出機能.文書内で同一の内容を異なる観点で重複記述 ので,作成状況を定星的にチ酎屋できる。

することが多仏。例えぱ,ーつのモジュールの仕様を定義する観点で 4.2 データフロー図エディタ

藷己述した工う一処理言己述とづログラ△全体のエラーメ,りセージー覧の言己述 データフロー図とは,図 7.に示すよう忙,機能を箱で機能間の手一

夕の流れを矢印で表現したもので,ソフトゥエア設計の前半段階で使用の内容は重複したものである。このような情報は白動複写した後,

するものである。また,ーつの箱で表現された機能を更に詳細化し内容に変化がないかエディタが適時検査を行う。また,モジュール名の

てーつのデータフロー図にしたり,複数のブータフロー図を統合したりす付け力など記述内容に制限があるもの忙ついて,その検査を行う。

る機能を利用して,ソフトゥエア仕様の詳細化を行うことができる。(5)ソフトゥエア図式作成機能.仕様書の中には,文章だけでなく,

この機能を複合設計御の手法に適用することにより,設計の後半段モジュール仕様シートのような定型用紙,データフロー図やモづユール構成

階に作成するづログラム図との関係をつけることが可能となる。図のようなソフトゥエア特有の図式が記述される。仕様書エディタは,

これらの図式を作成する専用1ディタを起動したり,情繩を受渡しし

三斐電機技報. V01.61. NO.フ.198732 (542)

上位仕様書間同一性違反数
制限違反数

38:処理概要を考えて内部データ
42:入出力情報を主体としてエラーパターン
43:エラー処理用の内部データ
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図 7.手ータフロー図工手イタの画面例

4.3 プログラム図エディタ/コンパイラ

データフロー図の作成の後に,モリュール構成を決め,各モジュールの仕

様を決定してφくときに使用する 1手イタであり,モリュール構成図の

編集,モジュール仕様シートの編集,及びHCP図の編集を行う。また,

これらのづログラム図からC言語などのソースコードに翻訳する機能及

び既存のソースコードを,づログラム図に逆翻訳する機能ももっている。

(1)編集機能.データフロー図を WS のマルチウィンドゥ機能を利用し

て参照しながら,モジュール構成図の編集を行う。次K,モジュール入出

,ー,」

便至匠型匪ヱ

デー,武

電罵1 3

カインタフェースなどを記述するモジュール仕様力ート及び各モづユールの

HCP 図の編集(図 8.)を行う。とれらの機能は,互いに関係づけ

られて仏るので,互いの図式の矛盾検出やスケルトン生成が可能であ

る。

(2)翻訳/逆棚訳機能.ソースコードレベルまで詳細化されたづ口づうム

図からC言語のソースコードを自動生成したり,その逆を行う機能で

ある。 fo'ルーづや H 文などのキーワードステートメントのスケルトンを自動

生成し,そこにづログラム図中のコードを埋め込むので,構文上のケ

アレスミスを防ぐことができる。逆翻訳機能は,テスト段階のエラー修

正の反映だけでなく,既存づψ'ラムからづ.'ラム図部品を作成する

の忙も使用される。

4.4 SDL グラフィックエディタ

通信機器に組み込まれるソフトゥエアは,通常のソフトゥエアと異なり,

特に,並列処理,実時間処理機能が要求される。 CCITTでは,そ

の設計仕様を記述するために,設計言語SDL の利用を勧告してい

る。この言語は,通常のづログラム言語風のづログラ△表現と図 9.に

示すワ0ーチャート風のグラフィック表現を提供しているが, SDLグラフィ

ツクエディタは,このグラフィック表現の仕様を会話的に作成する、ので

あり御,上記のづログラム図エディタ/コンパイラと同等の機能をもって

いる。このように,通信ソフトウェアという分野に特化したツールとし

ては,この 1ディタのほかにオづジェクト指向型言語Spice caの及びセ

シ.ンシミュレータUD も WS」二で利用可能である。

5.むすび

分散型ソフトゥエア開発支援システム. S010n での WS 役割と,そこ

で提伊建れる機能について述ベた。今後は,ソフトゥエア開発におけ

る分散データベースのあり方,分散処理形態忙あった開発管理方式な

除

匿禦1 ユ

,ー,1

置鵬1の"那凋亀

,ー,エ
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システム名: cal

巨Ξ亟西
ヨain ( ac ,av)

モジュール名: majn

主プログラム

re名ister int

int

1, J

盟, y

パラメータをチェックする

匝厘亟回凾匝ヨ回國

パラメータの個數に応

ルξ'ゞ

(acく2 Π 8C>3)

Prj.ntt (" ug8底e: cal 〔month〕),ear¥n")

exit (YES)
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ワークステーションを用いたミ、ソクストモード通信用端末黙*議二

テレマティヅクサーピスとしては,従来テレテックス,ファクシミリなどがあっ

たが,これらはぺージ内すべて同一の稲男'化力式が用いられていた。

つまり,テレテ,クスはぺージの中はすべて文字で村加戎され文字符・号化

方式により伝送され,ファクシミリはぺージの中はすべてイメージ化され

ファクシミリ符号化方式によって伝送される。これらを統合化し,1ペ

ージの中でイメージと文字の混在した文書の通信を可能にしたのが ミ

ツクストモード通信である。

1984年に CCITT (国際電信電話ヨ割田委員会)にお仇て,ミ,"ス

トモード通信に関係する規格が勧告化された。本稿では,ミ,,クストモー

ド通信用端末を構成する上で必要な機能(例えぱ,大容量のディスク,

ビリトマ.りづディスづレイ上でのイメーリの切り出し,拡大.縮小などのウ

1' まえがき

T 60

テレテノクス業務に使用

される揣末装置

インドゥオペレーション機能など)を持つワークステーシ.ン(以下, WS と記

す)を用いて,ミ,クストモード通信を実現し,かつ,勧告には規定さ

れていな込が端末を扱うユーザーに必要なサーピスを検討し実装した

ので,報告する。

T 61

丁 72

国際テレテノクスサーヒスの

大めのキャラクタレバー}リ

ミノクストモート通信

の大めの揣末機能

及σ符号化キャラクタセノト

2.1 概要

ミ,,クストモード通信とは,例えぱ新製品のカタログなどで製品の外観

が写真て珠召介され,それに説明文がついているように,文字とイメ

ージが同一ペーづ内で混在するような文書を,文字部分は文字符号イヒ

方式で,イメージ部分はファクシミリ符・号化方式で符号イヒすることによ

リ,従来のファクシミリより効率よくかつ文字削拓)はより美しく伝送

でき,また文字矧拓ナ,イメージ部分,レイアウトとも再編集可能である

という,テレテックスとファクシミリの両者の特長を

あわせ持った通信方式である。次節以降忙その

詳細を示す。

2.2 プロトコルとドキュメント構造

( 1)づロトコル

G 4 ファクシミリ,テレテ,ワクス及びミヅクストモードの

づロトコル勧告の構成を図 1.に示す。ミ,クス1、モー

ド通信のための端末機能は,勧告T.72に規定

されている。また, G4ファクシミリ装置の一般

特性を規定した勧告T.5 には,ミックストモード通

信を行う端末として, G 4ファクシミリクラス2 (ミ

ツクストモード文書の受信のみ可能)と G 4ファクシ

ミリクラス3 (ミックストモード文霄の送受信可能)が

定義されている。しかL, G4ファクシミリクラス

2,3共ミ',クストモード通信機能に関しては勧告

T.72 を参照している。ミ.りクストモード通信忙お

けるドキュメント構造は,勧告T.73 に規定され

ており,セッションレイヤより下位のづ0トコルは,

テレテ,りクスと G 4ファクシミリと共通化している。

(2)ドキュメント構造

1功告 T.73 「テレマティ四クサーピスのためのドキュ

メント交換づロトコル」では,文書(ドキュメント)の

基本的な構成として次の二つの織造があるとし

ている。

(0)レイアウト描造.文書の中身を表示又は

印刷の点からぺージ,づロックなどのより細かい

部分に分割しそれらを配置する上から関連づ

けた構造

(b)論理構造.文書の中身を意眛の点から

の章,節,パラグラフなどのより細かい部分に

分割しそれらを論理的に関連づけた構造

しかし,現在論理構造については継続検討

小野交孝、

ノ'く^ニノノク

テレテノクス

T5

2'

G4 ファクノミリ装置の

一般特性

ミックストモード通信

ミソクストモード動作

G4ファクシミリ盆置のナニめ

のファクシミリ符号化方式

と好号化制御機能

テレマティノクサービスの大めの

ドキュメント交換プロトコル

テレテノクス及ひG4ファクシミリサーヒスのための制御手顯

T6

テレマティノクサービスの大めの網に依存Lないべーシノクトランスボートサービス

G4ファクソミリクラス1

丁 73(ブレゼンテー
ソヨンレイヤ)

*通信システム技術開発センター林通信機製作所

図 1、 G4 ファクシミリ,テレテックス,ミヅクストモードのづ0トコル勧告の朧成

{ネノトワークレイヤ〕

T62(セノション
レイヤ)

(物理レイヤ)

T 70(トランスボート
レイヤ)
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ドキュメント ブロック

この端末住

Thls

ブロック

フレーム

⑪
ドキュメント

弐

巾であり,レイアウト構造のみ勧告化されている。次節にその詳細を

フ]ゞ。

(3)レイアウト椎造

レイアウト構造は文書の内容によって,そのレベルが可変な階層を持

つ木構造としている。木のノードは各レイアウトオづジェクトに対応し,

木の枝は下位のレイアウトオづジェクトへ分割されることを示す。レイアウ

トオづジェクトは階層の最上位から順にドキュメント,ページセ,,ト,ページ,フ

レー△,づロックとなる。ページは,文書の内容を配置するための参照

領域であり,フレームとづ口,,クはそれぞれぺージと平行な辺を持つく

(矩)形で最終的にはぺージに対して直接又は問接的に配置される。

また,あるづ口,,クはその他のづ口,,クと透明又は不透明に重ね合わ

せて、よい。レイアウト構造の最下位はぺージ又はづ口,,クであり,そ

れぞれテキストユニ介という単一の符号化された情祁を持っている。

具体的なドキュメントレイアウ"蒜造の例を図 2.に示す。

2.3 特長

ミ,,クストモード通信の特長としては,次のようなものがある。

(1)超高速伝送

イメージの符号化に際して高能率符・号化方式を採用し,かつ高速伝

送路が利用できる。

(2)伝送誤りの討正

信頼性が高仏通信を確保するため,伝送誤りを自動的に訂正する

づロトコルを採用している。

(3)鮮明な画像

イメージでは高い解像度(2如,300画素/インチ)を採用し,文字で

はフォントを用いて表示,印鼎1されるため,高品位な画像が得られる。

(4)文書処理の容易さ

イメージと文字がそれぞれづ口.,クとして分割されているため,文字

の追加,削除,レイアウトの変更などの文書編集が容易忙できる。

(5)づ0ヅクの重ね合わせ

づ口.,クの透明,不透明の重ね合わせが可能なドキュメント構造にな
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フレーム

ファクシミ1片守号化女字符号化

図 2.ドキュメント構造の例

ページ

ベージ

ホスト

計算機

ブロック

ソクストミ

モード交書

三菱電機技報. V01.61・ NO.フ.1987

ミソクストモード通信

テキストユニット

登録,検索
用揣末

つている。

(6)伝送効率の向上

社章,著作権などの繰り返し用いられる共通のレイアウトオづジェクト

は,ジェネリックレイアウトオづづエクトとして一度だけ定義すれぱよいドキ

ユメント構造になっている。

2.4 利用分野

ミ,クストモード通信の利用分野としては,新製品紹介,中古車情蝦

などのイメージと文字が混在した文書の登録,検索システムが老えら

れる。図 3.にその概念図を示す。データ登録,検索用にミ,クストモー

ド文書の送受信が可能な G4ワアクシミリクラス3 を用い,検索用に 三

ツクストモード文書の受信が可能な G 4ファクシミリクラス2 を用いて,ホ

スト計算機と網を介して接続し手ータベースシステ△を構築することが可

能である。網又はホスト副'算機にミックストモード文書→イメージ変換機

能を持たせることができれぱ,簡易端末として G4ファクbミリクラス

1を含めたシステム、構築て、きる。

3.ミックストモード通信用端末

3.1 諸元と機能

今回開発したミヅクストモード通信用端末の主な機能を次延示す。

(1)ミヅクストモード文書の作成・編集機能

(2)ミ.,クストモード文書の送受信機能(ディジタル網)

(3) G 4ファクシミリクラス 1端末としての機能(ディジタル網)

主な諸元を表 1.に示し,また機能づ口.,ク図を図 4.に示す。こ

の内,基本処理部はミヅクストモード通信を実現するために用いたWS

の本体部の諸元であり,ワアクシミリ部はミ,"ストモード通信用に付加し

た部分の諸元である。読み取り,記録部と本体部とのインタフェースは,

高速にデータが転送できるように者慮した。1午弓化復号化部は,ビ,,

トスライスマイク0づBセヅサを用いて高速化を図るとともに種々の符号化

方式にも容易に対応可能な構成とした。通信制御部では,セ,ル.ンレ

イヤ(勧告T.62)より下位のづ0トコルを実装した。づレゼンテーシ,ンレ

イヤのづ0トコル(勧告 T.73)は, WS上のアづりケーシ.ンソフトとして

実現している。また,回線制御部Kはディジタル網との回線インタフェ

ース(64 Kbps)を持っている。

WS をミックストモード通信用端末の母体として用いた理由を以下に

木す。

(1)ミ.,クストモード文書のイメーづ部分の編集に必要なイメージの切り

出し,拡大・縮小,回転などのウィンドゥオペレーションを持っている。

(2)ミックストモード文書の表示忙必要な高解像度のビットマッづディスづ

レイを装備している。

テータベース

網

図 3.ミックストモード通信の利用(概念図)

検索用瑞末

(G4ファクソミリ

クラス3相当)

(G4 ファクシミリ
クラス2相当)

簡易検索端末
(G4ファクシミリ

クラス1相当)

口
国
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表 1.ミックストモード通信装置の主な諸元

楚

目

C

メイ

木

P

γメ

U

モリ

処

フロソピデオスク

固定デ'スク

680】0

IMパイト(基本部)+6Mバイト(揃設部)

郵

i,

C

部

R

3'5 イソチ X I

8イソチX】

ウイγドウメ千リ

COLOR CRT

(1280 × 1024)

T

キ

20'γチビットマップディスプレイ

1ユ80×】,024 dot 16 色カラー

5Mノぐイト

、:

^

フ

ド

ウ

方

給

解像

階

有効読み取
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(3)高解像度のイメージを含むミ,,クストモード文書を格納するのに必

要な大容量の手イスクを装備して仇る。

(4)ミ・,クストモード文書などのファイル管理を行うアづりケーシ.ンが充

実している。

(5)通信中にも他の処理が可能なマルチタスクの OS を装備してい

る。

(6)ブイスづレイ画面上のマルチウィンドゥを用いるととで,1ーザーに使

い勝手のよいマンマシンインタフェースが提供できる。

3.2 サービス

ユーザーに提供して仏るサービスを次に示す。

(1)手スクト',づサービス

ディスづレイ上でアイコン(手イスづレイ画面上で,サービス,文書などを

視覚的に表現した込の)を管理し,各サービスの起動に関するユーザ

ーインタフェースを提供する。

(2)電子ファイルサーピス

文書などのファイルの保管,消去,複写,検索等のユーザーインタフェ

ースを提供する。

(3)文書処理サーピス

文字からなる文書を作成,編集する。

(4)イメーづ文書処理サービス

イメーづからなる文書を作成,編集する。イメーリ文書処理サーピスの

概略機能を表2.に示す。

(5)ミ,,クストモード文書処理サービス

文書処理サービスで作成した文書と,イメージ文書処理サービスてイ乍

成した文書からミ,,クストモード文書を作成し,また既に作成Lたミ,,

クストモード文書を編集する。ヨ,,クストモード文書処廻サービスの概略機能

を表 3、に示し,ディスづレイ上のサーピス画面の例を図 5.に示す。

(の印刷処理サービス

ミックストモード文書をファクシミリ部の記録部(イメージづりンタ)に印刷出

力する。

(フ)通信サービス

通信サーピスとしては,以下の四つがある。

JIS キーポード,

数字キー

3ボタγス

Υ

ク

CCD 'メージセソサによる平面走寳

自動給紙(50枚)

400 画素ノ'25.41nm

2値,デーザ,中問羽

260 mm

167丁ソクショソキー,

ソ

方

階

録

通信制御部

リ

録孤切

感熟記録

B 4 (257mm)幅,10om又壯 20om 口ール紙

2値

記録長に上り才ートカット

部

符号化方式

制通
御
部信

千寺集論文

通信プロ ト塁ル

制回
御
部1泉

CCITT勧告T.4, T.6 準拠

イソタフェース

CCITT勧告T.62, T.70, X.75池拠

デージタル網イγ夕フェース(64Kbps)

基本部
(CPU

〆インメモリほか)

8 HDD

0

3.5下DD

テ'イスク
コントロ^ラ

システムノくス

読み取n

記録部

ティジタル網

読み取η・

記録インタフェース

衣不部

(ウインドウメモリ

ティスプレイ制淘ほか)

64Kbps

キーボード

図 4.ミ,クストモード通信装置の機能づロック図

ワークステーションを用いたミ,,クストモード通信用端末・小野・苗村・石原

回線
制御部

符号・復号化部

マウス

(0)ミックストモード文書処理サービスにて作成した文書

を送信する。ブイスづレイ上のサービス画面の例を図 6.に

不す。

(b)ファクシミリ部の読み取り部(イメージリーダ)を用い

て, G 4ファクシミリクラス1 端末として原稿を送信する。

原稿サイズはA4又はB 4,解像度は 200又は400画

素/インチが適用可能である。

(C)ミックストモード文書を受信して受信箱に格納する。

受信箱の文書はミヅクストモード文書処理及び印刷処理サ

ービスが適用可能である。

(d) G4ファクショリクラス1端末として原稿を受信し,

ファクシミリ部の記録部(イメージナJンタ)を用いて出力する。

記録サイズはA4又はB 4,解像度は 200又は400画

素/インチが適用可能である。

上記の内,(1)~(3)項のサーピスについては, WS の

本体部に実装されているサービスである。

4.今後の課題

課題としては, WS に関する、のとづ0トコルに関する

ものとがあり,これらについて述ベる。

元
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Fax

表 2.イメーづ文書処理サーピスの概略機能

フ丁イル呼出し

目

入

切

力

出

FaX部から,イメージデータを入力し,表示する。

し

而1

'メージ文書フブイルからげメージデータを入力し,表示する。

概

削

イメージデータの切り出しを行う。

作

矩形エリア内のデータを移動/複写ナる。

゛f

矩形エリア内のデータを拡火/縮小ナる。

略

除

矩形エリア内のデータを回転ナる。

図

姉形エリア内のデータの削除を行ら。

項

表 3.ミ',クストモード文書処理サーピスの概略機能

複

機

イメージの作画編架を行5。

日

蒋

W、

縮

能

動

フレーム/プロックを指定きれた場所ヘ複写ナる

リ

大

フレーム/ブロックを指定された場所ヘ移動ナる

削

,」、

概

イメーヅブロ,クを固定倍率で拡大ナる

フレーム形成

転

イメージブロソクを固定倍率で縮小する

フレーム解除

除

イメージプロックを反時計方向に90゜ずつ回転させる

文字地加

fΣA-fゾ王1目

略

フレーム/プロックの削除を行5

属性変亜

複数個のブロ,クをーつのフレームにフレーム化する

切り出し

{才}雪に',邑玉M.、{文言や"Ξコ.クノミJ {F、 0】予、1】.

L 玉る声信手段τイ0ゴ聖安1;占く 104 Ξ尋f、裏{[のノψ青りノ,

モτ丸朗3ト、' LI、「 hλ,゛自侶ト,キ」H'"1、仍J/] f ニノ巨{'上'コ
1畢t畳0ユ,、 E τ革

-1mユ1一て旦]..'コアワノミ」.:色工佳うテノ.の 」a

の卓'玉τ亨

ファウノこ」τはこ,、辛旦卸,血J下1丑」..τ工」嬰し゛功茎八」'毛1;立

力τhリ崖゛迂信互住圭立L よ,.て圭素L身卑11,之,偲一ι、宝島3
1二"コんま弓^疉τ'ユ1、乳τ3」^、佗宅壬le,'、選、ノ、疇一{、
蚕'",.エ.、丑素モ劉.,立τ竪d、玉,f尋'干

フレーム化されたブロソクを個々のブロソウにする

機

プロック形成

任意の位濯ヘ文字プロソクを追加する

領域表示

フレーム/ブロ"クの属性を変更する

ファクシミリ

剖

能

イメージプロッウを任意の矩形エリアで釖り出しする

校

ノフクノきリ江tの遇鵡チf量Eιt1才1"τスの'うむ1亀異.あリ 1写

U 】 1享圭1"りの又翌狙景し乞,h言信卓矼の乞}リ喜,噴き,、』ι

ιコ1 g霊の取虚、、上、宮具τ 1舌"L=闇を'石主 Jま"人

ι 31 逗区広宴」'、」!HLt「",」:己11乞Lτ破リ士弔

新規にプロッウを作成ナる
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日木語テレ予"クス装置通信推奨方式,郵政省告示第196号

ミクストモード通信推奨方式,郵政省告示第198・号

他文書複写

,、ー、.,、'_,,,」」.1

;ー.ー、ト゛、、t、11
.,.!'t.ー

付

全フレーム/ブロソクのエリア枠を表示する

再

正

指定したプロフクにテキストフ丁イルを割り付ける

ページ呼出し

丁」

レ_゛,、ヌ_1.]

流L込み済み文字ブロ,クに対して校正を行う

変更ン];

;コ班工〒

他文書からフレーム/プロフクの複写を行う

コ」ーム」妻コマノト

'1 '羊羨

(1) WS に関する酒の

(0)ページサイズB 4,解像度如0画素/インチのミ,,クストモード文書

を容易に処理するにはウィンドゥメモリを増やす必要がある。

(b)イメーづなどの大量のデータを扱うために最適な構成を老え

る必要があると思われる。

(の WSとしての機能が豊富なため,機器構成が比較的大きな

ものとなり,ミ,,クストモード通信用端末として最適な構成を老える

必要があると思われる。

(2)づ0トコルに関するもの

ドキュメント構造には,勧告上あいまいな所があり,今後明確化し

ていく必要がある。また,日本語文字を用いたミリクストモード通信は

郵政省告示に規定されているが,罰1御コードはオづシ,ンを含めても

使用できるものが比較的少ない。例えば,4倍角,上付き文字,網

かけなどは使用できない。日本語のワードづ0セ,,サがもつ豊富な機能

をどのようにミックストモード通信に取り入れ,かつ相互交信性を荷'保

していくかも重要な課題であると老える。

5.むすび

WS を用いてヨ',クストモード通信用端末を構成し,その上に必要な

両ε二・ P動表〒

冨口轟里

]ページ分の画面に対して再表示を行う

舌#二1コー

iE旦Ξ1圭

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

フ口J0揺コマノト

自文霄内で任意のぺージを開く

援

1 ニナ1」エ

工訓宝更

文7母輔

写

キ十ラウタプロックの去示方向,角度を変更ナる

埠

ぞ又苗喧写 1,

檀

大

π0,",!、壬頁呼

又、干'舶

写

1重

邑文書捜耳

1立

虻

回

11

削

、
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図 5.ミ,,クストモード文書処理サービスの画面例
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サービスを村4築した。この開発によりヨ,0クストモード通信に必要な技術

の基礎固めができた。しかし,一方ドキュメント構造は現在 CCITT

にて見直し中であり,新たに T.400シリーズが勧告化される予定で

ある。今後 CCITT の動向を考慮し,ユーザーに使い勝手のよいヨ.,

クストモード通信用端末を今回の経験をも巴に開発していくつもりで

ある。

最後に, WSを用いるにあたって御協力いただいた関係各位に謝

意を表す。
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朱テ集論文
長島 清*
桑田貴平、

図面管理分野におけるワークステーシヨンの利用 中崎勝一、

1.まえがき

最近の情報処理の発展にあいまって,大量に設引'・保管された図

面を,より迅速に,効率的に利用する二ーズが高まっている。特に

従来の数値,文字情報に加え図面の持つ直観的な分かりゃすさを十

分に活用するため,図形や地図などの画像二次元情机を入力・保管

し,これをデータ化した後,自由に処理を行えるシステムの登場が待

たれている。

従来の図面を取り扱ういわゆる図面管理システムは,手書きで図面

を作成したものを単に保管するだけであったり,既に手書きで書か

れた図面中の情報を CADシステムに接続できなかったり,これを接

続するためには,繁雛な図而手一夕化作業を人手で行わなければな

らないなどの種々た問題をかかえていた。すなわち,図面中に記赦

された情報と関連付けた保管や,この情報と計算機処理との給合が

されておらず,これらの問題を解決したシステ△の登場が強く望まれ

'1t いた。

今回紹介する図面管理システ△GXシリーズは,これら問題点を解決

するため,従来の汎用ミニコンではなく,最新の32ビヅトづ0セ,,サを基

木として,各種の画像処理技術を搭赦したワークステーシ.ンによって

桃成されている。

2.図面管理VVS GX シリーズ

図面管理システムは 3種類の図面管理ワークステーション(以下,図而

管理WSと称す) GXシリーズによって構成される。すなわち,地図

や設備図などの情報をその属性に従ってベクトル手一夕化したり,既設

の手書き図面中の情報を読み取って, CAD入力用のベクトルデータを

作成する図面認識入カシステムGX-1000シリーズ,大量の図面を光ディ

スクにファイリング保管する図面ファイリング編染システム GX-2000シリーズ,

その属性に従ってデータ化された設備なEの情報を地図と関述づけ

た,いわゆるコンピュータマ,,ビングを主体とした地理情都管理システム

GX-3000シリーズから構成されている。

そして,とれらの機能別の GXシリーズのワークステーシ,ンをスタンド

ア0ン的に使用したり,水平分散型に設置してネットワーク接続し,図

1,の概念図のようにシステム全体を段階的に構築するととができる。

2.1 図面管理WS GX シリーズの特長

図面管理ワークステーシ,ンGXシリーズは,最新のアーキテクチャにより,

次のような特長を持っている(図 2.)。

(1)ペクトル入力の簡素化

スキャナに入力して得られた図而イメーリ手一夕は,自動的に認識され,

それぞれの階層別にベクトルデータ化する。これによって,従来のディ
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図面編集用ワークステーシヨン

図面認識入力用ワークステーシ

町

LAN

(A3入出力用)

才、ソトワークステーショ

外部才ツトワーク

ン

.

七二交>

*制御製作所将中央研究所

、
4ミン、

＼

.ノ

f^

オブション

接毓可

図面認幟入力用ワークステーシヨン

(A1入出力用)

ψ<ミ> <ク
くミミミ>ず
、＼、

固

ーー』一「

計算機

図 1.図面管理WSネ,,トワーク

＼

、0

園
C、,

図面ファイリング嶋集用ワークステーション

＼ ＼

＼

ご
ミ
＼

Ⅱ



千寺集論文

ジタイザによる入力作業は大幅に省力化される。

(2)操作性の良いマンマシンインタフェース

アイコンメニューをマウスで選択して,処理を実行できるため,だれで

も使いとなすことができる。

(3)大型サイズ図面の取扱い

A1サイズまでの入出力装置を接続して,大型図面の高速処理が

できる。

(4)コンパクトなシステ△

カード枚数を節減したコンパクト設計で,オワイスや設計室にも設置で

きる。

2.2 ドウェアの概要ノ、^

図面管理WS のハードゥエアは,32ビ.り卜 CPU を使用した MPU部

とグラフィ,,ク表示とイメージ画像処理を専用に行う 32ビヅト CPU から

7

なるグラフィックエンジン部により構成されている(図 3.)。以下に主な

特長を記す。

(1) MPU とグラフィ,ゞクェンジンとの機能分散

画面と対話しながら実行する機能はMPUで行い,時間のかかる

画像の繰扮長し演算処理などはづラフィ,,ク1ンジンで実行し,複数の処

理の効率化を図る。

(2)充実した主記憶と外部記憶容量

八4PU用として,4Mバイトのメモリを実奘し,最大7Mバイトま

で拡張できる。また,図面管理WSの特長である大型図面の高速

ハンドリンづ,会話操作用のマルチウィンドゥを高速にサボートするため,8

Mハイトのウィンドゥメモリを備えている。また,160Mハ'イト(最大 320

Mハ'イト)の外部記憶の抵かに,イメージ専用の80Mハイト(最大160

Mハイト)の磁氣ディスクを持っている。

(3)汎用づ0トコルによるネヅトワーク

他の訊7S と接続するためのネットワーク磯能は, E小ernetで実現さ

れ, TCP/1P の伝送方式を採用している。

2.3 基本ソフトウェアの概要

図面管理 WS の OS は,当社の 1ンづニアリングWS MEシリーズの

OS を移植し,更にイメージハンドリング関係を拡張している。すなわち,

前節で示したよう K,2づロセヅサ描成忙なっているため,それK応

じて MPU 側はATT版Unix syst.m V68 を,づラフィリク1ンジン部

側はりアルタイ△OS (MTOS 68K)を搭赦している。 2種類の OS を

採用した理由は,2づロセリサ,アーキテクチャの性能をフルに発揮させ

るためである。

ソワトゥエア村'成を図 4.に示す。その特長は次のとおりである。

(1)豊富な会話操作コマンド

図面を取り扱う図面管理WSは,従来の机上作業と同様の感覚で

作業ができる環境を提供している。すなわち,マウスですべての処

理を指示し,定型化された作業を実行する場合は,基本コマンドを組

^

、

図 2.図面管理WS GXシリーズ概観
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UnlXユーティリティ&

ソフトウェア開発ツール

UNⅨ(カーネル部分)

UnlXライブラリ

フロソヒ

デイスク

各種ドライバ

1 日本語処理
1 (K-VI.カナ漢字変換)
^^^^^^^^

MT,

UΠⅨ基本部

A4

FAX

A4

イメージ

出力

み合わせて新たなコマンドとして登録できる。

(2)イメージとベクトルの両ゞータを同時ハンドリング

イメージデータ(原データ)とベクトル手ータ(処哩済み手ータ)の色わけ,

重ね合せがグラフィック上でできる。これによって,オペレータは認識処

理状況を容易に照合できる。

(3)イメージデータの高速アクセス

図面の大量のイメーづデータを高速にハンドリングするため,イメージ専

用ディスクに 64Kハイト単位でファイルアクセスする機能を持たせて,

OS の機能を拡張・強化している。

(4)ユーザーに開放されたアづりケーション

アづりケーションづログラムは, C言語て、記述されているので,ユーザーの

ニーズに合わせたソフトゥエアが作成できる環境が提伊建れている。

2.4 画像処理ソフトウェアの概要

図面管理WS GXシリーズでは,画像処理・ベクトル処理・認識処理

などの豊富なソフトゥエアを画像処理ライづラリとして提供している。

とれらは,グラフィック1ンジン部の 32ビ,,トづロセッサ及び画像処理用パイ

づラインづロセ,,サにより高速に実行される。このうイづラリの概要を以下

に示す。

(1)画像データの圧縮・伸張処理

スキャナから入力された2値画像データの符号化及び復号化。

(2)画像基本処理

2値画像手一夕の細線化,膨脹,収縮処理,ヲエイン符号化,輪郭

データ抽出など画像データの前処理。

(3)ベクトル化処理

細線化データの追跡,ベクトル近似,曲線近似又は輪郭手一夕の直線,

曲線近似などの画像データの数値データ化。

(4)特徴検出

閉ルーづ抽出,面積測定,線幅測定,円形度などの特徴量の抽出。

(5)認識処理

図面管理分野におけるワークステーションの利用・長島・桑田・中崎・中村

^^^^^^^^^^^^^^^^^
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目一一目一
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E^EI^E王至三]
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図形処理部.ドライバ

図 4.図而管理WS GXシリーズのソフトゥエア枇成

追加コマンド
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1討致量によるシンポルや線の認識処理。更に,ワークステーbヨン特肩

のラスタ演算機能を利用した新しいシンポjレ,直線認識処理。

この WS GXシリーズの特長のーつに,独白開発のシンポル及び直

線認識方式であるラスタテンづレートマヅチング(RTM)法がある。 RTM

法では,清書図面(テンづレートを用いて書かれた手書き図面)のシン

ポル,及び直線を極めて高速に認識できる。以下, RTM法忙よるシ

ン励レ認識の原理と認識結果を簡単に紹介する。

2値画像からの円シンボルの抽出を伊ルし, RTM法の原理を説明

する。ま,',基準となるシンポル(テンづレート)(図 5.(a))を用意し,

テンづレート上に基準点(シンボルの中心0 と数個の特徴点を選ぶ。基準

点から特徴点までの変位を Vi(i=1一π)とする。図 5.(、)に示す

ように原画像を一viずらした画像を作成し(特徴点が白画素なら

ぱ,内黒を反転させる),それらの論理積(画素ビとのAND)を

求める。帝吉果の画像には,特徴点のパターンと同一のパターン,すなわ

ちシンポ1レが存在する可能性のある部分(シンポルの候補点)のみ黒画

素として残る。通常の図西であれば,4から20個の特徴点を選ぶ
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特筈塗

二値画像(bltmヨP)セット

テンプレートデータ入力

サンプル点による論理積廣算

多数決演算

候補点位匙読み取り

精密なテンプレートマ yチング

(EXOR をとη, L きい値で切る)

T1

ことにより,シンポルの候補点を抽出することができる。画像問の論

理演算は,図面管理WS のラスタ演算機能により高速に実行できる。

次に,得られた候補点において,粘密な重み付きテンづレートマ,,チンづ

を行うことにより,高精度のシンポル認識が可能である。精密なテン

づレートマ,,チングも画像問のラスタ演算(排他的論理和演算)によ峅高

速に実行できる。この手法の全体の概略手順を図 6.のフローチャート

に示す。 1種類(複数)のシンポルの認識に必要な時問は, A3サイズ

(入力8ドヅト/mm)て、1シンポル当たり約12.5秒と非常に高速であ

る。 RTM法の特長を以下にまとめる。

(1) WS特有のうスタ演算機能を利用するため,処理速度が非常

に速い。

(2)種類の異なる図面(シンポル)に対しても,デンづレートと特徴点

ゞータを変更するだけでよく,づψ'ラム変更(認識手順の変更)は必

要ない。

(3)線上や飼喫と接触したカンポル,一部かすれたシンポルに対しても

認識率が高い。

(4)シンポルの位置が正確に求まる。

(5) RTM法による線認識では,ロンづベクトルは,1本の直線とし
か巴

て求まり,角,分岐点も正確に求まる。

3.図面管理におけるWSの実用例

現在,オフィスコンぜユータ(オフコン),パーソナルコンぜユータ(パソコン),ワード

図 6. RTM法のシンポル認識処理フロー

三菱電機技祁. V01.61. NO.フ.1987

シンボルイ立置出力

T2

},・

づロセッサ(ワ一づ口)などは,オフィス業務に活発に導入されている。

これらの動向と密接に関連した図面を取り扱うエンジニアリング業務で

のワークステーシ.ンの実用例を述ベる。いずれも図面を取り扱うとと

に起因して,そのインデJジェント機能と関連業務の総合化を目指した

ネ,,トワーク機能が強く求められているのが共通的な特徴である。

3.1 図面認識入カシステム GX・1000 シリーズ

図西を扱うエンジニアリング業務として, CADシステムの発展は, 三

次元CAD の実用化に象徴されるよう忙著しいものがある。しかし,

現行CADシステムは新規図面の設副'・作成業務に主眼がおかれ,既

存の手書き図面は手付かずに残されているのが実状である。図而認

識入カシステムGX-1001は既存図面の読み取りを日的としたもので,

以下の機能を持っている。

(1)図面入力・・・イメージスキャナによって 16ド'介/mmの冉到象度で図

面を読む。

(2)認識ベクトル化・・・読み込まれたイメージデータの認識処理を行っ

て,形状を自動的にベクトル化する。

ベクトル化の階層は,

(a)直線のロングベクトル認識

(b)円・円弧の認識

(C)シン励レ認識

(d)英数,カナ,文字認識(漢字オづション)

の 4レベルである。

(3)修正・・・誤認識又は認識漏れがあったベクトルデータを会話処理に

よって修正する。

(4)出ブ1・・個々の CAD システム忙応じたフォーマリトで,磁気テーづ,

又はネリトワークを介して出力する(図 7.)。

GX-1001 は,以下の特長を持っている。

(1)図而の自動読み取りによる入力の省力化

A1サイズまで,入力図而のイメージ手一夕を高速に処理して,原画

像を認識し,直線,円弧のベクトルデータを自動的に作成するので繁雑

なゞイリタイザ入力作業が不要となる。

(2)ベクル処理結果と原図面の簡単な照合硫認

入力した原図と出力ベクトル結果の状況をマルチウィンドゥに衷示して

見比ベ,更にこれらを重ね合わせ,色別表示して,ベクトルの漏れ,

誤りを容易に発見できる。

(3)豊富な知的処理コマンドによる修正

T4

ベクトル
データ

図

面

イメージ イメージ

円・円弧

ベクトル

42(552)

.る寉言モ

・{11_iΣ

(ベクトノレ作画)

(円・円弧作画)

図 7.手書き図面のベクトル化処理フロー

ベクトル

認識漏れなどのペクトル修正は, CRT

上の該当表示箇所の近傍を指示ナるだけ

で,認識する半自動ベクトルなどの知的会

話処理コマンドを備えている。

とのようにGX-1001は汎用CAD入力

装置として広い応用分野がある。

前項の CAD入力読み取りとよく似て

いるが,づラントや設備の機器をシンポル化

したスケルトン,又は設備図を読み取って"

その内容を手一夕化したいという要求が

広く存在してφる。 GX-1001は地図や

設備図を読み取りこれをデータ化する。

以下,自治体が保有する水道配水管図を

例にとり,説明する。

図 8.の水道配水管図では,市街地図

の上にバルづ,消火栓を記号化して水道

出

力

入
力
処
理

認
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処
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(3)課.識結果

色亥え表示

(4)結果訂正

誤認識,認滋不能

図 8.水道配水管図

、、、

オペレータのシンボル埋め込み

ベクトル作画

a 500)

配管が重ねて拡かれている。これを入力し,図而のイメージゞータから

これらの設備シンポル並びに水道配管ベクルの設備種別の属性をそ

の位置座標とともに識別し,ベクトルデータを作成したものが図 9.で

ある。また,地図利用マッeンづシステムの前段としての地図手一夕作成

用にも広く用いられる。マッビングシステ△の成否は,地図情報の手ータ

化にかかっているが,従来これはディジタイザで人手によって入力さ

れていた。したがって,データ入力に多宮頁の費用を要し,これがマ,,

N0

r

設イ蕭名

設備データ

ノくルフ、1

2

図面管理分野におけるワークステーションの利用・長島・桑田・巾崎・巾村

3

施設年度

キ本

4

'火桂

S48.4'1

5

排水弁

S37.5.10

位置X

S2811.1

S57 1 10

32

図9.配水管詳細図
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ビングシステムの実用化に大きな障,子となって仏た。 GX-1001では,従

来の手作業と比岐して,はるかに早く地図データを効考訓拘に入力で

きる。

3.2 図面ファイリング編集システム GX・2000 シリーズ

OA や EA (Engineaing Autom址ion)におけるコンビュータの利

用は,数値・文字などの情机にとどまらず,一般文書・資料のドキ

ユメントをイメーづデータとして,記憶・保管する,いわゆる電子ファイ

43(553)

"ノノノ

ペク

h、、

、、、、、、

＼

う
動
よ
自
、
を
グ
ル
ノ
卜
キ
ク
ラ
の
卜
n

ル卜クベを

レ2

/

.

処
均

動自

、
、

、
、

.

ノ

/

イ
、
'
r

t
＼
＼

＼
＼

＼
＼

＼

＼

/
i
 
/

」

＼



千寺集論文

ル装置が注目されている。

電子ファイル装置は,イメージデータとして文書を読み取るスキャナや

レーザナJンタ・静電づロッタなどの出力装置,記憶媒体としての光ディ

スクの発達により,最近,比較的低価格の、のが市販されつつある。

しかし,1mm16ドットの解像度でA 3サイズの図面を読んだとき,

そのイメーづデータ量が4Mハ'イトと膨大になるため, A3サイズまでの

文書・図面に限定されていたのが実状である。 GX-2001 は,大型

サイズの図面ファイリング・保管用として最適なシステムであり,以下の

特長を持っている。

(1)本格的な検索用手ータベース搭載

検索専用の 160Mバイトのハードディスクと 7Mハ'イトの主記憶部をそ

れぞれ持ち,ユーザーが希望する検索体系が採用できるよう k,りレー

ショナルな検索データベースを持って仏る。これによって,20 を超える

検索項目の大幅な拡張と数万枚の図面を2~3秒で取り出すことが

できる。

(2) A1サイズまでの大型図面の取扱仏可能

1ンジニアリング業務に必要な A1サイズまでの大型図面の入力は,3

秒,出力は 1分であり,高速な作業が可能となる。 08Gハ'イトの 5

インチ光手イスク 1枚当たり A1図面500枚保管でき,1台の光手イス

クコントローラ当たり,7台の光ディスクドライづユニヅトが制御可能である。

(3)タイトルなどの検索項目の入力と図面入力作業の並列実行

図面入力作業として,タイトルなどのK/B作業と図面のイメーづデ

ータを入力するスキャナ作業がある。 GX-2001では, K/B入力は本

体の夕ーミナルのみならず,パソコン端末からこれをオンライン又はオフ

ライン入力できる。

3.3 地理情報管理システム GX・3000 シリーズ

地図データとこれに関連づけた地理情報をベクトルデータとして持ち,

地図を背景として,種々の情報をユーザーの要求に応じて処理する,

いわゆる地図利用 bステム,マッピングシステムにもワークステーションの適用

が考えられる。これは,建設省が推進して仏る「都市政策情報シス

テム(UTban ln「ormation system一Ⅱ. UIS一Ⅱ)」の動きと相まって

世の中の関心が高まっている。

従来これらは,取り扱う手一夕量から本格的た手ータベースを持つ必

要屯あり,メインフレー△やミニコンの世界とされてきた。しかし,地域

ビとやある階層のデータ量をーつのWS で処理し,必要に応じて増

設して, WS をネ,,トワーク接続してシステ△の拡張を実現する水平分

散方式は,初期投資を抑えることができる。また,ミニコンなどにみ

られる端末の増加に伴う応答速度の低下もない。

GX-3001 は, WS による水平分散スタイルによって実現した地理

情報管理システムであり,上水道,下水道などの埋設物管理などに適

用が考えられる

従来,大.中型コンビュータでのみ可能とされてぃたイメージなどの

大量の手一夕処理が,汎用の 32ピ.りトマイク0づ0セ,ワサでも十分可能と

なり,ユーザーが手軽にこれらのbステムを利用できる時代が到来した。

その一例として,ワークステーションを図面管理業務に適用した例を中

心として紹介した。図面の持つ視覚的な見やすさ,またとれまでに

蓄積された貴重な図面の持つ資源からして,今後,種々な業務にお

いて図面の重要性は増すととはあってもなくなるととはないだろう。

そして,このデータ化・活用利用は情報社会のーつの大きなテーマで

ある。

今後,増大するデータ量に対処するため,図面管理WS用のブータ

ベースや大容量ファイルなどの開発を継続する予定である。また, WS

の要素技術として認識などの画像処理技術の向上などが課題と考え

られ,今後より広範な図面を取り扱うユーザーの要求にとたえるシス

テ△として利用仏ただけるととを目指している。

0
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アクティブフィルタを適用した高Ξ廠皮ネ謝賞装置
竹田正俊、

1,まえがき

高調波補償装置として,従来から L, C, R を用いたパッシづフィル

夕が用いられてきたが,同調周波数が固定されているととや,電源

但小bクタンスとの間の反,じ振による高調波拡大現象が存在するなど

の制約条件があるため,サイクロコンバータのように,その出力周波数に

応じて発生高調波電流が変化する場合には,パッシづフィルタのみでは

十分な補償が困難であった。

一方,アクティづフィルタ山は,負荷の発生する高調波電流と逆位相の

電流をインバータを用いて流すようにしているため,低次から高次ま

で連続して高調波電流の補償が可能であり,サイク0コンバータのように

周波数が変化する高調波電流に対しても良好な補償が可能になるが,

発生高調波電流の全領域をアクティづフィルタで補償しようとすると大

容量のものが必要となり,装置が複雑q節西になるとい引剖題があ

る。

このような問題を解決するため,筆者らはアクティづフィルタとパッシ

づフィルタとを組み合わせた高調波補償装置を開発した③。この装置

は,高次の高調波はパヅシづフィルタを用いて吸収するよう忙し,低次

の高調波電流はアクティづワイルタにより吸収するとともに,パ,,シづフィ

ルタと電源側のりアクタンスとの問に生じる反すキ振による高調波拡大現

象をアクティづフィルタで効果的に抑制し,高調波拡大現象を生じない

理想的な広帯域高調波補償装置を実現したものである。

このたび,鉄鋼圧延機駆動用サイクロコンバータの高調波補償用とし

て,この装置を中部鋼鈑(株)に納入し,サイク0コンバータ運転中の高調

波電流を測定した結果,極めて良好な高調波電流補償効果を発揮し

ていることが確認できた。以下に,との装置の内容と高調波補償効

果測定結果につ仏て述ベる。

2.アクティブフィルタを適用した高調波補償装置

2.1 アクティブフdルタとその基本特性

図 1.にアクティづフィルタを接続した回路図を,図 2.に動作波形を

示す。アクティづフィルタは高調波発生負荷に並列に接続され,負荷電流

h に含まれる高調波電流laを検出して,とれと逆位相の電流h

をアクティづフィルタに流すことにより,電源側電流IS の高調波電流

を相殺するように作用する。図2.は整流器負荷を想定した場合の

動作波形を示す。同図(司に示す負荷電流は,基本波成分ム(図の

点線波形)と高調波成分(図の斜線劃D に分離でき,高調波成分

は(b)に示す波形 1丑となる。アクティづフィルタは,高調波成分1Ξと

逆位相の電流10 を図 2.(C)のように制御されるため,1ΞはIC に

より相殺され,電源側では図 2.(d)に示すよう忙基本波成分のみ

の正弦波電流IS となる。

図 3.にアクティづワイルタの基本回路図を示す。アクティづフィルタの中

心部であるトランジスタインバータは,複数台のインパータユニットから俄成

されており,それぞれのユニットはインバータ変圧器を介して直列に接

続されている。また,各インバータユニットのトランジスタは PWM制御

電源

/ー＼、ノ

厶

ーー岬一ー^

11

アクティブフィルタ

1,'

.^

図 1.アクティづフィルタの接続方式

高調疲発生負荷

(a )

h

1

( b)

1

1H

(C )

ノ

*三菱電機(株)制御製作所秤新日本製娥(株)

h

ω)

図 2.動作波形

され,補償電流IC を流すのに必要な電圧を発生する。なお,各イ

ンバータユニ,,トのPWM搬送周波数は,互いに一定周期ずつずれて込

るので,等価的にはインバータ台数倍の搬送周波数で1朋御されている

ととになる。

次にアクティづフィルタの動作について説明する。動イ乍内容を明群以C

するために,図 4.化)に示すように基本波電流厶と高調波電流

INが重畳された電流hが負荷に流れて仏る場合を想定する。この

負荷電流1ιは, CT-1 を介して検出され,基本波除去フィルタによ

り h に含まれる高調波成分1五が抽出される。検出された 1Ξは,

アクティづフィルタの制御における電流基準信号として作用し, CT-2 に

より検出されるアクティづフィルタの出力電流IC を,フィードバック信号と

する電流制御回路に入力される。電流制御回路においては,1a と

45(555)
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図 3.アクティづフィルタの基本回路
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、、

1ι

＼ι

、、

h との偏差ゴ1を比例ゲインKC倍して出力し,更に電源電圧五S

(図 4、(a))を加算した後,図 4.(C)に示すようなインバータ出力

電圧信号Mを次段のPWM制御回路ヘ与える。PWM制御回路で

は三角波搬送信号と出力電圧信号Uとを比較し,各トランジスタに対

してON/'OFF指令を出力する。その結果,搬送周波数に相当し

た高周波リ・,づル分を無視すると,アクティづフィルタのインバータ出力電

力五1は出力電圧信号U とキ剛以な波形となっており,アクティづフィル

夕に流入する電流hは次式で表現できる。

46(55の

＼

E

図 4.アクティづフィルタの竃圧・電流波形

CT- 1

d1

、、

アクティブフィルタ制御回路

/

'ノ

負イ可

＼

G(S)

^

ιS

h

＼

K

丑S

、、 "ノ

電源側
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バッシフ'
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1,・
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但し,しはインバータ変圧器のインダクタンスを示す。

上式において,制御ゲイン KC を十分大きく選定するとゴ1は0

に近づき,1Ξ士テ1C が成立ナる。とのととは,アクティづフィルタが1Ξ

に等しい高調波電流を流す可制御電流源として作用するととを意眛

し,電源側k流れる高調波電流を低減できることになる。なお,搬

送周波数に相当した高周波小,づルはり,,づル除去フィルタにより吸収

し,電源側ヘは流出させないようにして仏る。

ι一ーー=五S一五1
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2.2 アクティブフィルタとパッシブフィルタとの組合せ特性

図 5・ K アクティづフィルタとパッシづフィルタとを組み合わせた泊藷隷皮補

償裴置における等価回路図を示す。この装置においては,冶滞研皮電

流の補償をアクティづフィルタとパッシづフィルタとの問で次のように機能

分担している。

(1)高次の高調波電流は,主としてパ,,シづフィ1レタにより吸収する。

(2)低次の高調波電流の吸収,及びパッシづフィルタと竃源側りアクタ

ンスとの間の反すキ振による高調波拡大現象の抑制をアクティづフィルタに

より行う。

したがって,アクティづフィルタの容量は低次令頁域のi高調i皮冠流を吸収

するのに必要な容量でよく,比較的小さな容量で機能するため,全

体として経済的なシステ△を構成することができる。

図 5.のシステムにおいては,アクティづフィルタの制御のための電流検

出位置をパ,児づフィルタより電源側に選んでおり,負荷電流に含まれ

＼

20

るi高次冶i調波電流をバ,ワシづフィルタで吸収した後の,主として低次浩j

哥域皮雁流を含んだ電源側電流IS を検山してアクティづフィルタを制御す

るようにしている。更に,電源側電流の検出回路における制御関数

G(S)忙進み要素を盛り込むことにより,パッシづフィルタと電源側りア

クタンスとの問で生じる反,端辰現象忙対して,強力な制動作用をアク

ティづフィルタに持たせるととが可能となり,電源系統との反共振を生

じない理想的な高調波補償装置を突現するととができる。

図 5.の回路において,高調波補償特性を求めた結果をアクティづフ

イルタの有りと無しで対比して図 6.に示す。アクティづフィルタを併用す

ることにより,低次領域における高羽波拡大現象は効果的に抑制さ

れており,低次から高次に至るまで良好な補償特性が得られるとと

が分かる。

10
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01

X アクティブフィルタとバソシブフィルタの
組合せ特性

＼ーー
＼ノー
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図 6.アクティづフィルタとパッシづフィルタの;Ⅱ合せ特性

3.サイクロコンバータへの適用

3'1 システム構成と高調波補償特性

とのたび,中部鋼鈑(株)に納入した高調波補償装睡の

システム拙成図を図 7.に示す。高調波補償の対象となる

負荷は,鉄鋼圧延機駆動用サイクロコンバータ(2,80okwX2

台)であり,各々 12相回路て1苛成されているので,理

論上発生する高調波電流の主成分はⅡ次以上の次数で

あるが,6相回路間の不平衡に起因する3次,5次,フ

次などの非理論高調波成分が笑運転上は存在し,かつ,

とれらの周波数はサイクロコンバータの出力周波数に応じて

変化するため,パッシづフィルタだけでは高調波発生周波数

が反1.嫉点と一致する場合が生じて望ましくない。この

ような観点から,との bステムでは11次以上で平坦な高

瓢"波吸収特性をもつハイパス型フィルタ(6,60okvA)を用

いて, H次以上の高次高調波電流を主として吸収する

ようにし,11次以下の低次高調波電流をアクティづフィルタ

四ookvA)で吸収するとともに,ハイパス型フィルタと電

ノ
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アクティブフィルタ制御回路

^

ιg

厶

6( S)

HS

K

ι2

電原側

インビーダンス

ι↓

C2

10

π2

凡1

補機用SC

5

C1

1,・

図 8.高調波補償システムの等価回路

ハイパス

フィルタ

2

05

率の仕様値は,図 9.にX印で示してい

る値であり,この仕様値を満足させるた

めに,図中の K=2 k相当する補償特性

を選定して込る。また,サイクロコンバータか

らの高調波電流発生値に対して,アクティ

づフィルタが上述の補償特性を出すための

必要容量は 90okvA となり,これkよ

リアクティづフィルタ容量を選定して仏る。

3.2 機器構成

構成機器の仕様を表 1.に示すが,各

機器の主な特長は次のとおりである。

(1>インバータ装置

トランジスタインパータを用いており,図 10

に示すように三相180kvA容量の電圧

型インバータを 5面で繊成している。トラン

ジスタは 30OA 定格の大容量素子を用い

ており,高信頼度化を図っている。

(2)インバータ変圧器

三相インバータユニ'ワトの交流側出力は,

それぞれインバータ変圧器の低圧側巻線に

接続されており,インバータ変圧器の高圧

側巻線が亙いに直列k接続された,いわ

ゆる直列多重接続方式を採用している。

また,インパータ変圧器の巻線には高い周

波数の電流が流れるため,渦電流1員の少

ない構造としている。

(3)高圧コンタクタ

アクティづフィルタを起動する場合は,イン

バータの出力電圧と位相が電源側ル・一致

したときに同期投入するようKしており,

同期投入条件が成立したときに自動的忙

高圧コンタクタが投入されるシーケンス忙し

ている。

X

アクティフ

フィルタ

等価電流原

02

κ=0

高調波次数

図 9.高詔波補償特性

源側小jアクタンスとの問で生じる反共振現象をアクティづフィルタで抑制す

ることにより,発生高調波周波数がどのように変化しても,局調波

拡大現象が生じないようなフィルタ特性にして仏る。

図 7.のシステムにおける高調波電流補償特性は,図 8,に示す等

価回路を用いて解析することができ,アクティづフィルタの補償ゲイン K

を変えた場合の補償特性の解折結果を図 9.に示す。

ー'ブj,今回のシステ△では,サイクBコンバータからの高舟瑛皮電流発生

値と電源側ヘの許容流出高調波電流値との比で決まる高湘波低減

表 1.桃成機器の仕様

サイクロ

ニンノゞ^タ

等価電流原

01

κ=1

κ=15

κ=2

κ=25

X K=3

X

X

各次高調波における

低減率仕様値

3

κ=3.5

κ=4

5 7 9

X

機

11

X

器

サイウロニソノぐータ

名

κ=0

13

プクテ'ププ河ルタ

容

台数:

方式

15

k=35

κ=4

ノ、イノ{スフ H ルタ

三相 2,εookw (100%辿絖/225% 1分冊D

2台

引循環碓流方式

仕

郁償容量0):最大 90okvA (】分問定枯)

平均 50okvA (述統定"リ

(0 補償容量=ゾ互'×22ルVX Σ1,o q,:各淡袖償電証D

電圧形イγパータ方式(5段直列多玉接絖)方式

(4)昇圧変圧器

22kVの電源系統に接続するために,インバータ変圧器の出力電圧

の 3.3kV を 22kV に昇圧する目的で使用している。なお,この変

圧器は油入自冷型であり,高訓波電流が主として流れることを老慮

して渦電流損の少な仏構造にしている。

(5)ハイパス型フィルタ

ハイパス型フィルタは共振周波数をⅡ次に選定しており,Ⅱ次より

48(558)
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電源側電筬

サイクロコンバータ電流

ハイパスフィルタ電筬

アクティプフィルタ電流

補機負荷電流

( 0 )

1022.フ

図 11.サイクロコンバータ運転時の竃流

6θ1.白

^

( a )

.、..ー

34日.9

局次の局調波電流を一様に吸収する特性としてぃる。ま

た,アクティづフィルタによる制動作用が期待できるため,ハ

イパスフィルタ自身の制動抵抗値を極力大きくして,運転損

失の小さなハイパスフィルタを枇成してぃる。

3.2 試験結果

サイクロコンバータの運転中における電流,駈則波形を図U

に示す。圧延機負荷の急激な変化に伴って生じるサイクロ

コンバータの電流変詞jにヌ寸して,アクティづフィルタは瞬時に追

随しており,電源側電流に振動や揺らぎを生じてぃない。

図 11・の電流チャートにおいて,サイク0コンバータ電流の

最も大きな付近をサンナ」ングして, 1サイクル期問の電流

波形を衷示した結果を図 12.に示す。同区K司はサイク
サンプリング時点

白.0

-3゛日.9

'ー'r

.ー..."....'"ー"..冒"ーー.ー,.ノ.ー゛ J .

-6BI'毛

-1022'フ

サイクロコンバータ電流

-13'3
90 0.1'臼.32 0.48 0.64 0.80日.96 1.」2 1.28

(月)

13ε3.;

0コンバータの負荷電流波形であり,同区Kb)はアクティづフ

イルタとハイパスフィルタの両ブjが有る場合の電源側電流波形

を示している。また,図 11.と同様な負荷条件でハイパ

スフィルタだけの場合の電源側電流波形を測定した結果を図 12.(0)

に示している。ハイパスフィルタだけの場合には,図 9.の K=0 の特

性で示されるように,ハイパスフィルタと電源側りアクタンスとの間で6次

付近に反J嫉点があるために,電源側電流は図 12.(C)に示すよう

に,反,嫉周波数付近の波形ひずみを生じている。ーブj,アクティづフ

イルタとハイパスフィ1レタの両方が有る場合には,図 9.のκ=2 の特性

で示されるように,反1キ振周波数においてもアクティづフィルタにより

同調波拡大現象を抑制できるとともに,高調波電流の吸収もできる

結果,図 12.化)に示すように電源側電流はほとんど正弦波に近

い波形に改善されている。
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10

5

2

1

05

X

02

X

01

κ=0

上述のような高調波電流補償効果を硫認するために,サイク0コンバ

ータに流れる負荷電流と電源側に流れる電流とを同時に周波数分析

し,アクティづフィルタの肩りの場合と無しの場合で周波数特性を比較

した結果を図 13.に示す。同図から明らかなように,ハイパスフィルタ

だけの場合に生じてぃる低次領域の高調波電流拡大現象が,アクティ

づフィルタを併用することにより効果的に低減されており,低次から

高次に至るまで高調波拡大現象のない良好な補償特性が得られてい

る。

なお,今回のシステムでは図 9.の K=2 k相当する補償特性に選

定してぃるが,この特性(計算値)と実測値から得られた特性との

対比を行うため,サイクロコンバータ電流と電源側電流を同時に周波数分

析した値を用いて,各次数における高調波電流低減率を求めた結果

を図 14,に示す。同図に示すように,計算から得られた高調波電

流低減率と実測値から得られた高調波電流低減率とはよく一致して

おり,高調波電流補償装置が期待どおりの性能を発揮していること

を示している。

.

κ=2

3

X

X

低,威車計算姪

.

ハイハスフィルタのみの

場合の低減牢実刈値(k=0)

アクティブフィルタが有る

場合の低減享実則値(κ=2)

5

.

図 14.高羽波低減率特性の計算値と実測値との此較

一方,パ,りシづフィルタもまたアクティづフィルタに比ベ,次のような利点

をもっている。

(1)安価である。

(2)高次の高調波電流を容易に吸収できる。

上述のようなアクティづフィルタとパ,りシづフィルタのそれぞれの利点を

効果的に融合した方式が,本稿で紹介した荷調波電流補償装置であ

リ,高訓波補償特性及び経済性の両面からみて最、実用的なシステ△

であると言えよう。

今回納入した 90okvA アクティづフィルタは,サイク0コンバータに適用し

た本格的な実用機としては,世界でも初めてのものであり,稼勧に

際しては入念な性能検証試験が実施されたが,当初の設計値を十分

満足する性能を発揮し,電源側ヘの流出高調波電流を仕様値内に低

減できてぃることが確認できた。この装置は昭和矼年11月から稼

働を開始し,順調に運転中である。

また,アクティづフィルタはi高調波電流補償以外に無効電力補償装置

としても機能できるため,高調波と無効電力を一括して補償できる

理想的な補償裴置として今後の活用が期待できる。
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(1)高調波電流の周波数が変化しても補償できる。

(2)複数の次数の高調波電流を1台の装置で一括して補償できる。
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東京電力(ネ知向けΞ剣蕭総合自動化店所給電所システム
加藤正則、・飯塚

1.まえがき

近年,コンピュータ利用の高度化,情報伝送技術の発達によって,社

会生活は情報化.国際化の度合を増しっつぁる。とのような高度情
報化社会の活動を支える確気の役割は,ますます大きくなってきて

おり,電圧やj・辧皮数など冠気の品質向上,停電時問の短縮や停電の
極小化など供給信頼度にヌ1する社会的要詰が高まってぃる。

東京逃力(株)では早くから給電部門,変電部門といった部門どと

にコンビュータを導入し,部門別の業務自動化を行うことによって電

気の品質,信頼度及び需要家サーピスの向上に努力してきたが,芋故

状況の判断,更にこれによって行われる復旧操作など,より、一層の

安全性と信頼性が要求される高度な部分では,熟練者の技術力忙頼
らざるを得ない状洸にある。

とのたび開発した設備総合自動化システムは,これまでの部門別自
動化で蓄槌された運斤十保守・管理技術を基盤に,自動化システムの

機能を一層強化するととも忙,高速大容量伝送カステムで相互にオン

ライン連係するととにょって,各部門別自動化システ△を有機的に結

合させ一体運用ができるようにした,画期的な高度大規模階層制御
システムて、ある。

三菱電磯(株)は昭和55年から設備総合白動化システ△の店所給確
系統給電指令所ヘ

伝送システム HDLC

茂、・伊藤満夫" .

システムを共同研究を通して開発し,このたび沼津支店沼津給電所に

納入した。このシステムは畔杯羽能年3月から2年問にわたり実証試

験をヲ劃旭する計画である。以下にシステムの概要を紹介する。

2.設備総合自動化システムの概要

設術総合自到Hヒシステムは図 1,に示すよらに,275kV 以下の電

力系統の運用を行う店所給電所システム(以下,給電システ△),変電

所の運転を行う変雍システ△,配電系統の運用を行う酉酢にシステム,と

れらのシステムを連係する伝送システムから構成され,全体として高

度な大規模階層制御システムを突現してぃる。

設備総合自動化システムの機能を以下に示す。

(1)平常時の指令と操作の一体化

従来確話連絡で行っていた給電操作指令は,給電システムと変電シ

ステムがオンうインで連係されたととにより,給確システムから変確シ

ステムに自動伝達され,これに基づき変電システムが機器を丹H乍する。

すなわち,操イノ舟旨令作成から機井測刈乍まで一貫してコンビュータで処

理することができ,操作の安全性,迅速性,正解性向上が則待できる。

(2)系統及び配電ヨエ故の復旧操作自動化

送電系統又は配電系統で亊故が発生した場合,芋故設備.*故区

間の切籬し,停確範囲の復旧など一連の出故復旧操作の手順を給篭
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システム・配確システ△が拘動作成し,変電システ△に操作指令゛矧乍依

頼を行う。変電システ△は,これら忙基づき復旧操作を実行する0

(3)変電所機器操作の自動作成

給電システ△からの丹H乍指令忙より,変電システ△が変電所機器の

具体的操作手順を自動作成し,安全・信頼性を確認の上,との手順

に基づき変電所機器を自動操作する。

(4)配電線朋閉器の速方制御

配電システムで作成した配電線開閉器の操作手順に基づき,配電線

搬送を用いて開閉器操作を支社(営業所)から述方制御する。

(5)製機種コンビュータの結合

製作メーカーの異なる各コンビュータ闇で情報伝送を行うために情報

送受信の手順を標準化し,高速大容量の伝送システ△を開発し,各白

動化システムを連係する。
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給電システムは,系統状態変化多発のような処理ふくそう(幅帳)時

に高速応性(マンマシン,白動復旧)が要求され,かっ停止計画件名デ

ータや平常時操作手順データのように大量のデータの長期保存が要求

されるといった特質がある。このシステムは,このような特質を踏ま

え,以下の点に留意してシステム設計を行った。図 2・にハードゥエア

拙成を示す。

(1)高速演算処理

尚性能工業用計算機《MELCOM 350-6山の最上位機種(モデル

50のを4台(2台/1系列,2系列)使用し,高速演算処哩性能

を実現した。

(2)メモリの使い分けと大容量化

主メモリは各計算機8M バイトとした。 FEP計算機では,送受信

指令台

X4

3

CR丁(1)

給電システムの構成と機能

CRT(2)

管理.系統監祝などの高応答性を必要とするづログラムとデータベース

を常'駐化し, HOST計算機ではワーキングェリアを十分確保して,事故

時自動復旧,平常時操作手順作成などの高速な処理とマンマしンの局

応答性を尖現した。

共通メモリはIMパイトとし,オンうイン電力系統状態を格納する現

在データベース,系列問・系列内計算機問の同期・照合・情報受渡しの

ためのインタワエース手一夕を配置し,デュアル処理の高速化,業務切換時

の処理連続性を笑現している。

外部記憶装置としては,笑行形式のづ口づラ△,データを格納するオ

づジェクトディスクとして固定ディスク(50OM パイト)を各計算儷に常用/

予備と二重化して接続し,常用ディスク故障時は予備ディスクへ白動

的に切り換えて運転を継続する構成としている。また,づψ'ラム,チ

ータの原始形式を格納するソースディスクとして手イスクパヅク(30OM ハイ

ト)を 2台各訓・算機に接続し,データメンテナンス,づログラム増設.変更に

用いる。

(3)異機種計算機とのインタフェース

外部との情報入出力は,異機種計算機とも円滑に情報のやりとり

を行えるように今回新たに開発した HDIF(High speedDatoLink

In加H武e)により行う。 HDIF は伝送速度が,1MbpS と高速であ

リ,系統事故発生時の各亊業所からの大量の情報を遅滞なく受信で

きるものである。

(4)商度なマンマシン

(a)光学文字読取装置(OCR)を用い,停止計画,運用計算,

データメンテナンスなどの関速手一夕の手書文字入力を可能とし,入力

データの記述,修正を容易なものとしている。

仏) JIS第1水準漢字を標準装備した CRT,漢字ナ」ンタを主

要マンマbン装置として用い,視認性の高い帳表, CRT画面を作

成している。

全系閣内図
印字裴羅

X2
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サノ通常運転状態
(全業務実行可)

片系保守時運転状態

図 3.システムの運転モード遷移

(C)音声出力装置により,系統事故の発生から自動復旧の進抄

状況を時々刻々アナウンスし,運用者の注意を換起する。 では,外部システムとの送受信処理,系統状態.状変の取り込み,系
3.2 システム構成制御 統盤出力, HOSTでは,マンマシン処卵,事故時白動復旧処理を実行
このシステムでは,信頼性・応答性の高いシステム机"側例御方式を し,系統写故多発時の迅速な処理とマンマシンの高応答性を実現して
実現した。二重系システムの運転モード遷移を図 3.に,また各運転 し、る。

モードと機能を表 1.に示す。 (2)縮退運転

(1)業務実行方式 計算機点倹,機能増設なざで片系列運転中にFEP, HOST計算
二重系システ△の運転方式としては,系統職視・事故時自動復旧な 機のいずれかが故障した場合,システ△は故障した計算機が実行して
どの特定の重要業務にっいては,主モード系列,従モード系列の両系 いた業務を切り部して縮退運転を行う。縮退運転には FEPEード,オ
列で同一の処理を,同期・結果照合を行いながら実行するデュアル方 つラインモードの 2モードがあり,いずれのモードも系統監視業務が動作

式を採用し,信頼性を高めて仏る。通常の業務は,主モード系列の 可能で,系統状態の把握が瞬時たりとも停止しないようモード遷移
計算機で実行し,従モード系列の計算機は待機するデュづレクス方式を を行う。

採用している。 3.3 給電システムの機能

各系列の FEP-HOST計算機とでは負荷分散を行っており, FEP 給電システ△の業務・機能概要を表2.に示す。以下主要業務にっ

表 2.給電システムの業務・機能概要

手動逐移

故障時趣移

運転モート

/

二重系

運賦モ

主

ド

表 1,運転モードと機能

従

(M)

F E

(S)

オンライソ業務のナベてを実行。

P

オフライン

主(M)モードに釖換可能なホットスタγバイ状態。データ

メγテナソス,試験・訓練を実行可能。

(F)

一'

世

機

片系列運転時に HOST計算機が故障した状熊。系統状推.

状変の取り込み及び系統盤表示を実行。

(0)

防

締

停

統

片系列週転時に FEP 計算機が故障した状態。 CRTからの

系栽状旭の手動設定を実行。

(R)

止

能

機

状変・事故検出

視

ソフトウ=ア的驫停止状磐て・,各郁モードに釖換可雄なコー

ルドスタソノ{イ状態。

(H)

録

停侃設締判定

事赦記録通報

能

統

ソフトウェア的た停止状態で, OS のみ動作可能な状起。計

算機故障時亀とのモードへ遷移する。

亊故設網判定

潮流・電圧監視

停 止

確力系統の状変・事故を常時監視する。

録

股備の充停捉状延をUVR情憾により判定ナる。

事故原簿網架

録

保

保護りレー恬報に上り,冠力系統股佛の川故設伽の群故設佛を判定ナる。

」ι

画

自

細

存

潮流・電圧値を1司朔的に監視ナる。

m

停止件名登録

動

県

畔投作

毎分・毎斉時忙系統状態を凍結し,翔問別(長.ホ.短抑.定件数)に保存ナる。

停止決定通知

卸

保存データを編梨し,グラフ一覧表を表示,印字する。

操作件名編集

報

事数 n与操作

系統監視で検出した事故を,件名単位に事故原簿として編象する。

手願表作成

事故件名単位に事故原簿の内客を事故に関述する事業斯に肉動通報する。

模

運

促力系統殺備の子定停止計画をOCRから入力し,停止件名を綿集ナる。

事

擬

用

停止件名に関連ナる亊業所を選定し,当該停止件名を自動送伝ナる。

指

盲訂

演

停止計画業務に.いて,決定した停止件名をグループ化し,採作件名を作成ナる。

汁

データメソテナソス

事故時自動役旧

令

伝

習

操作件名単位に論理生成方式・フフィル方式又吐乎動設定方式により採作指令乎頴表を作成ナる。

算

概

.

操作指令手順を模擬的に実行L,手願表の正当性チェックを行う。

現在系統擶成計算

操作指令手顯表を関廸する事業所に採作当日の数口前に,あらかじめ富動伝述する。

乎動

任愆

験・訓

事前伝達した手願表とオンライソ系統状佐をCRTに表示して操作指令手纈を関辿ナる亊業所に自動伝茂し,朋閉器操作を実行ナる。

ソースデータ登録

'゛

事故により停確した設備の中から事故設備を除外Lた系絖に対し,復旧論理を適用L,復旧操作手願を自動作成L,自動実行を行5。

i l'

東京電力(株)向け設備総合自動化店所給電所システム寸川藤・飯塚.伊藤.中井.糟谷

"

事故発生時に運用者の判断により復旧乎頴を乎動作成し,関迎事業所ヘ自動実行を行う。

練

夕生成

現在系統状椎や保存系統状態をべースとして潮流・電圧.短絡ループ.最適系統描成汁算を行う。

試

夕切換

任意系統データをOCR共殿から入力して計算を行う。

OCR装置又は CRTから冠力系統設綿のメγテナソスデータを入力し,ソースデータとして窒録する。

練

棲

ソースデータからオブジェクトデータを生成ナる。

機

能

硫認試験後,運用者の指示によりデータベースを切り換える。

能

メγテナソスデータの内部試験,関述ナる事業所との対向試験をオソライγ運転下で行5。

平常時操作,癖故緋操作の訓總をオソライソ運転下で現在系統を模擬して行う。潮流値亀含めた系統状娃の応動を行う。
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いて説明する。

3.3.1 事故時自動復旧

(1)事故時自動復旧マクロフロー

事故時自動復旧のマク0フローを図 4,に示し,以下各処理を説明

する。

(a)変電システムで検出された電力系統設備の事故は,同時に給

電 bステムでも検出される。

(b)給電システムでは開閉器状態により電力系統接続状態の変

化を認識し, UVR情報を用いて停電設備を把握する。また,停

電設備の小から,保護りレーの動作状況を用いて票故設備を判定

する。

(C)取故設備が送電線の場合,電源端から加電する給電再送確

手順を自動作成し,変電システムへ指令伝達する。変電システ△で

は指令内容忙基づき開閉器の操作を実施する。

(d)給電システムにおいて,事故により停電した設備の中で京故

設備を除いた停電設備に対して,健全系設備に過負荷が発生する

ことなく復旧させるために,表 3.{て示す復旧論理を優先度の商

いものから適用し,放射状に復旧させる系統(復旧決定系統)を

作成する。

(e)作成した復旧決定系統と現在系統を比較し復旧指令手順を

白動作成し,変電システムへ指令伝達し実行する。

(2)事故時自動復旧論理

表3.に示す事故時自動復旧論哩の各方式について説明する。

(a)原形復旧方式(方式1)

原形復旧方式は,事故前に受電していた送電線又は変圧器を電

源として,停電した発変電所の母線を復旧する方式である。

(b)づスタイ復旧力式(ブj式 2)

づスタイ復旧方式は,同一発変電所の隣接健全母線を電源として

づスタイ遮断器,づスセクシ.ン遮断器を投入することにより停電母線

を復旧する方式である。

(C)上位他電源復旧方式(方式3)

上位他電源復旧方式は,事故前とは別の上位他電源からの送電線

を電源として停電した発変電所の母線を復旧する方式である0

(d)下位他電源復旧方式(方式4)

下位他電源復旧方式は,方式1~3の各復旧方式の適用によっ

ても救済されなかった停電送電線を,他の発変電所の健全な母線

又は復旧した母線を電源として復旧する力式である。

(e)下位づス回し復旧方式(方式5)

下位づス回し復旧方式は,方式1~4の各復旧方式の適用によ

つても救済されなかった発変電所の下位母線を,66kV連係線を

電源として復旧することにより停電負荷を救済する復旧方式であ

る。

(3)応援可能電力算出

上記,復旧論理を適用して避択された応援可能母線から健全系統

に過負荷を発生させるととなく停電系統を復旧させるためには,選

択された応援系統上の設備に対し,設備許容値を超えるととなく供

粭できる電力(応援可能電力)を計算により求め,最大の応援可能

電力を持つ母線から応援電力の範囲内で復旧する必要がある。

応援可能電力算出は,健全系統の発電・負荷をすべて零とし,健

全系統と復旧すべき停電系統を仮想的に接続し,停電系統内に単位

負荷(1.のをっけたときの健全系統を流れる潮流(以下,感度係数

と呼ぶ)を DCフ0一法により求め,この感度係数により停電系統

を復旧する際忙健全系統に潮流変化の発生する設備を抽出し,以下

の式により求める。

まず, DCフロー法で求めた感度系数が"零"でない設備忙濳目し,

式(1)から,当該設備K過負荷を発生させず送電しらる有効電力の

最大値っ机如1と最小値Pm伽iを求める0

嘔故検出

事故発生

SV,1M

拾電再這電手緬中行

(2)停電設備判定

事故設備判定

、「

(3鸞電再迭電提作手麺

作成・実行

'"、,

(4)復1日決定系統作成

論理

図 4.1打故時白耐行夏旧のマクロフロー

フー'

(5)複旧指令操作手緬

作成・実行

力式

復旧終了

力式

表 3.事故時白動復旧論郡

厶

方式

. j->0 のとき

f机叩'-f,i

方式

2

力式

つ伽化'i

3

内

方式

原形役Ⅲ力式

54(564)

4

ブスタイ復旧方式

つ机伽i

./ー<0 のとき

ー(f伽伽'十f-)

5

j'旦i

ー(f肌叩'十j,i)

1位他電源復旧方式

下位他電源後旧方式

つ机0"1

下位プス凧し復旧力式

/9i

ここに, j伽叩i:設1雨iの設俳瀞f容イ直(設備 iは荊目設備)

0 に流れる潮流値j,i

0 の感度係数f2i

応援可能母線が送電しうる右効電力の最大値乃創工と最小値

乃UN は式(2)で求める。

つ仇iπi

優先座

j乞i

j机叩1--f-

【ι 1

メ9i

際作

( 2 )

四汝N="地即(つ机加i)1

ここに,π:潮流変化の発生する設備総数

なお,式(2)において巴V'え三乃nN 又はアυ心・三0 であれぱ,当

該応援可能母線の応援可能電力を"零"とみなす。

応援可能母線が複数の場合は,式(3)により応援可能電力P材心・

ι= 1,η

( 1 )
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を求め当該母線を応援母線とする。

11N'Υ一力14ω(PNιχj) ( 3 )
j=1,?n

ここに, j:任意の応援可能母線

悦.応援可能母線の総数

以上のように,応援可能電力算出方式は, DCフロー法により求め

た感度係数を用いるととで,応援可能母線から停電した系統を復旧

する際に潮流が変化する設備を容易に求めることができるため, 1'日

速に応援ルート上の設備を抽出,応援可能電力の算川ができる特長
がある。

3.3.2 事故記録.通報

電力系統設備の事故発生時に発生日時,状変内容,事故設備,供

給支障箇所などを白動編集し,事故記録として保存する。また,事

故に関係する変電システム,他給電システム,支社,悩業所などの関連

事業所を内動抽出し,それらの町業所ヘ町故記録の内容を正硴.迅

速に通報する。

3.3.3 停止計画

電力系統設備の予定作業停止件名をOCRを用いて計算機ヘ登録

し,予定作業停止の計画から実施までを一貫して管理する。また,

登録された停止件名を時系列順,事業所ごとなどに整理編架して表

示,印字ナることにより,運用者の停止調整・決定作業のサボートを

行う。更に停止決定した電力設備にっいて,関連串業所を自動的に

拍出し停止決定通知を伝逹するととにより,決定内容を正荏小迅速

に関連事業所ヘ連絡する。

3,3.4 平常時操作

停止計画業務で決定した停止件名に関する系統操作を,円滑かっ

効率良く実行するため操作件名として編集し,操作件名単位に操作

手順表を作成ナる。操作手順表の作成には,一定のアルゴリズムにより

手順表を自耐H乍成する論埋生成方式,あらかじめファイルに登録され

た手順表を再利用するファイルカ式及びCRTに系統図を表示し会話

データペース

リスト

＼

設備

データペース

系綾図

データヘース

型てイ乍成する手動設定方式の3ブテ式がある。特に論部生成ブj式では,

複数の設備を異なった時問帯に停止する場合にも,適正な操作手順

表を生成する。

作成した手順表は,模擬演習{てよってその妥当性を確認後保存し,

操作当日の数日前に関連する変電システムへ事前伝達する。これに

基づ仏て給電システムと変電システムは,操作の妥当性を相互に確認

する0 操作当日は,現在系統状態を硫認しながら変電システムへ操作

指令を自動伝達し,迅速かつ的硫に好H乍を実行する。

3.3.5 データメンテナンス

データメンテナンスには図 5.に示,、ように, CRT方式と OCR方式

の2方式がある。 CRT力式は修正したいデータ(設備データ,系統図

データ)を CRT を介して会話方式で計算機ヘ入力,・るととにより更

新を行う。 OCR方式は,あらかじめ印刷1された OCRシートへ入力

項目を記入し計算機ヘ入力することにより更新を行う。手ータメンテナ

ンスの特徴を以下に示,、。

(1)会話方式

設備の増設・変更データ入力に際し,入力画面の選択,入力項目

の指示などを計算機が肉動的に行う。

(2)パターン作画

定型的な設備形態,使用頻度の高い設備のCRT単線図をパターン

で用意しておき, CRT 単線図の作成を効率化する。

(3)チェ.,ク機能

入カデータの合理性チェ,,クを手一夕冏の相互関係も含めてチェック

し,入カミスを排除する。

(4)件名管理

入カデータをデータ切換の時系列1順に10件名主で管理し,件名相

互の関連性チェックを行う。

とのシステムでは現運用巾のデータベースを増設・変更後のデータベース

に切り換える処理げ一夕切換処理)をオンライン運市云(主/従モード)

を続行したまま行うブj式としている。したがってデータベースの入替

r^
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電力系翫

増設・変更

備

削除

データ収集管理表

作成

メンテナンス

諏ぎ 1
コード集

運用考作業

計算機処理

CRT方式

(小規模増i幻

^

CRT系統図変更

東京電力(株)向け設備総合自動化店所給電所システム・加藤.飯塚.伊藤.中井.糟谷

設備データペース変更

OCR方式

(大規模増設)

説明表
事婁所コ

一覧{空

譽キ賣

QO00

データメンテナンス

入

~0 皿兵力Y-

作成処理

設備データ生成

系統図データ生成

論理データ生成

入力ファイル作成

賢袈

こニシ

OCR

シート

λカテータ 1

1

合王里性チエ

一次チエ

Ξんナエ

三次チエ

区ニニニニニ>

データ切換処理

ビー処理

切換イニシャライズ処邦

ぐゴ基本
データ

図 5.データメンテナンスの概念図

データ世代管理
クァソプコビー処理
データ印字処理
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応用業1

データ切1

(1)
テータ易換後

え.切換作業に要する片系列停止作業がなくなるため,二重系の稼

働率が高まり信頼性が向上する。手一夕切換の概念を図 6・に示す。

手一夕の切換は物理的にコビーする方式ではなく,あらかじめ吋幼苗し

ておいたブータへ昔兪理的に切り換える方式としており,切換時間が

十数砂と短いものとなっている。

3.3.6 試験・訓練

電力系統設備の増設・変更時の試験及び複雑・高度化する電力系

統運用に対する運用者の訓練のため,給電システ△内に変電システ△

を含めた電力系統の模擬機能を組み込み,メンテナンス手一夕の確認試験

や亊故時・平常時操作の訓練を行う。また,試験忙ついては,模擬

情報を用いての変電システムとの対向試験を行う。

ずータメンテナンス手一夕の試験業務及び運用者の平常時・事故時按H乍

の司畔陳業務の2業務は,オンライン運転(主/従モード)を続行したまま

突行するサづ業務方式としている。サづ業務の実行方式を図7.に示

す。主モード系列の業務の処理結果は,通常運転状態と同様,両系

列の共通メモリ,ク0スコール手イスクへ三重書する。サづ業務は従系列で

ヲミ行L,業務の処理結果は,オンライン業務と同形式のサづ業務ファイ

ル・手ータベースのみに霄き込む。この判別はすべて手ータベース管理部

分で行っており,業務は全く意識する必要はない。したがって主モ

ード系列倶1と同一の業務が従モード系列で同時忙動{乍が可能であり,

オンライン業務を実行しながら,データベースの試験や運用者の訓練が可

能となる。また,万がー一主モード系列の計算機が故障した場合、,

それ主での処理結果はすべて従モード系列の記憶裴置に書き込まれ

ており,すみゃかに業務を引き継ぎオンライン運転を続行できるため,

システムの信頼性が非常に高いものとなっている。

応用業務

データ切換

図 6.手一夕切換概念図

外部送受信

井ンラインテータ

外部送受信
システム管理

各応用

王 系

従系

ベースを一元管理するようにし,手ータベースの増設・変更を容易にか

つ正確に実施できるようにして,システムの保守性向上を図った0

(3)正確・迅速な情報サーピス

事故時の自動通報,停止決定通知の自動化,過去2年問の給電運

用記録データ蓄積など,支店の情報センターとしての機能が更に強化

され,地域社会,顧客,社内関係各所ヘの適時,的確な情報サーピス

を充実した。

(4)平常時操作を中心とした業務の効率化

計算機が自動的忙生成できる手順表の範囲が広がったとと,また

変電システムと連係することにより,従来電話で行われてφた給電操

作指令の連絡が自動的に伝達されるようになり,日常の平常操作が

効率良くまた迅速・正磁に実施できるようにした。

(5)信頼性,稼働率の高いシステ△構成

このシステムの重要性から,システム構築に当たっては,信頼性,稼

働率を高める種々の方策を採っている。ハードゥエア面では,従来から

の CPU,周辺機器の二重化に加えて手イスクを常用/予備のご重化

構成とし信頼度を向上させた。また,ソフトゥエア面では,従来は片系

を停止して行ってぃたデータベースの増設・変更・試験,運用者の訓

練を,才ンライン運転状態のま主行えるようにし,システムの二重系と

しての稼働率を高め信頼度を向上させた。

(の事故時操作の運用老訓練

このシステムでは平常時・事故時の電力系統の模擬,変電システム

の機能の模擬を行らととにより,大規模化・複雑化する電力系統の

運用に関する訓練を可能とし,特に事故発生時の運用者の技能維

持・向上を図るようにした。

王

各応用

業務

試験・郵甑

式巽勃膝雫データ

7一

↑

図 7.サづ業務実行方式

1

^オ

試醗訥顎データ処珪結曼

(1)張故時自動復旧による停電時問短縮

電力系統設備に事故が発生した場合,事故設備の切籬しから停電

設備の復旧までの一連の事故復旧操作手順を給電システムで白耐"内

に生成する。生成された操作手}煩は,変電システムへ操作指令として

自動的に伝達され,変電システムでは,これに基づき復旧操作を行う。

この結果,火規模停電出故畔の停電時問の大幅短縮が期待される。

(2)データメンテナンスによる保守性の向上

店所給電所の担当する電力系統は,広域でかつ負荷と直結してい

るため,需要家,配電用変電所の増設,送電線の接続変更が頻繁に

行われる。これに対応して,計算機上に描築された電力系統を表現

,・る手ータベース、常に更新され,正しい給電運用が行えるものでな

けれぱならない。とのシステムでは,データメンテオンス業務により手ータ

イ ク稔足転パ

4 給電システムの特長

56(56の

以上,設備総合自動化店所給電所システ△の概要について述ベた。

このシステムは今後2年問の実証試験でその信頼性・安全性の確認,

系統運用面,業務実行而における効果の定量的把握など総合的な評

価を実施後本格的な運用K入る予定である。

このシステムにおける将来の課題としては,

(1) OA業務との連携強化による業務の総合的効率化

(2)人工知能(AD 手法を用いた高度な事故時復旧手法の開発

(3)システムの信頼性,性能,経済性を更に追求した分散処理方式

の確立

などがある。

最後に,とのシステムの開発に御指遵・御協力φただいた関係各位

に感謝の意を表する次第である。

5. む す び
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OA-LANシステム

1.まえがき

近年,オフィス分野でも業務の拡大,処理内容の多様化に伴込,ロ

ーカルエリアネリトワーク(LAN)を用仏て,分散処理を指向したネ四トワー

クシステ△が開発されている。

このような状況のもとに,オフィスコンビュータ《MELCOM 80 シリーズ

(DPS1の>と三菱マルチワークステーシ.ン M3300 シリーズを, CSMA/

CD力式によるハ'ス型LAN て、按続してネリトワークシステ△を構築する

OA-LAN システムを開発した。この OA-LAN システムでは,オフィス

コンビュータ(以下,オフコンとよぶ)とマルチワークステーション(以下, MW

S とよぶ)間, MWS 問,更にオフコン問で高速のデータ通信が可能

となった。

大江信宏、・田中雄 ・湯浅維央、

MELCOM80

(DPSI0)

また,当社にはLAN を用いたシステムとして,《MELNET BI0>

がある。との LAN システ△は, DDX パケット網などの広域ネリトワーク

システムへの加入をねらV、, OA-LAN システムはオフィスにおける中小

規模分散システムをねらいとしている。これらの LAN システムを共存

させることにより, OA-LAN システムの朧能を更に拡張するととが

できる(図 1,)。

オ寸高では OA-LAN システムの特長,機能について述ベる。

2. OA、LAN システムの概要と特長

Z二フ
MWS

L

MELCOM80

(DPSI0)

ι二二つ
MVVS

OA-LANシステム

2.1 概要

OA-LAN システムでは,

つている。

コンビュータ

ιニニフ

MWS

ターミ才、ータ

DDX

GYV :ゲートウェイ

コンビュータ: MELCOM EXシリース

MELCOM 80シリース

MWS など

図 1. LANDステムの構成例

ケ

L_

卜網

ホスト

計算機

コンピュータ

図2.に示すように次の三つの機能を持

OA ワークステーション機台巨

マルチワークステーシ.ンサーバ機

特定・公衆・ODXパケット網

GW

と

ト・ランシ^ノく

MELCOM EXシリーズ

MELCOM COSM0シリース

MELCOM 80シリーズ

他社計算機

MELNET BI0

LANシステム

MELCOM80

(DPSI0)

コンビュータ

LAN

①

MWS

づナ散りレーショナルデータペース

機能

(1) OA ワークステーション機能

OA-LAN に接続されたオフコン

《MELCOM80 DPSI0》と M凡V

S との問で, MWS をオフコンの

OA ワークステーシ,ン端末として利

用する機能である。 MWSから0

A-LAN に接続されているオフコン

を自由に切り換えて,アクセスする

ととができる。

(2)マルチワークステーションサーパ機

能

③

MELCOM80

(DPSI0)

*コンビュータ製作所

^

(fpAワークステーシ.ン機能

②マルチワークステーシ,ンサーバ機能

③分散りレーシ.ナルデータペース機能

図 2, OA-LANシステムの機能概念図

①

MWS

ホスト

計算機

特定.公衆.DDXパケット網

MWS通信

,ナ^ノく

MELCOM EXシリーズ

MELCOM COSM0シリーズ

MELCOM 80シリース

他社計算機

ーーーーーーー MWS

②

MWS相互間で,通信サーパ機

MWSファイル

,ナ^ノゞ
MWSプリンタ
,ナ^ノゞ

②

MWS

②

MWS

LAN(CSMA/CD IOMbps)
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伝送設備

r-ーーーーーーー「

MELCOM80

トランシ^ノく

10P

LAN接続機構

ハ_,n

LAN接続機構

'ー^^ー^^^^

ーーーー'『

MWS

MELCOM80

10P

LAN接続機構

r-ーー

伝送媒体

ネフトワーク形状

伝送方式

LAN接続機構

図 3' OA-LANシステムのハードゥエア楢成

MWS

通儒最大距剛

表 1. LAN の伝送仕様

伝送速座

アクセス方式

ターミ才、ータ

のとおりである。

(1)各種サーバ機能により資源の共有が図られ,経

済的なシステ△を楢築できる。

(2) 10Mb郡(メガビットノノ秒)のデータ伝送速度により,

高速なデータ処理が行える。

(3)処理の分散ができ,信頼性のあるシステム枇築が

できる。

(4) MWSやオワコンの処郡負荷の蜘大に対して容易

に」哲設できるため,システムの拡張性に優れてぃる。

(5) MWS とサーバとの接続, M圦7S とオフコンの接

続,オフコン同志の接続は,接続相手の名前を指定する

ことにより簡単に行える。また,通信サーパを複数台

麺信プロト冨ル

同軸ケープル

バス型

ベースノぐソド

g

リピータ

通信形態

最火 2.5km

ωモートリビータ使用時)

接続ステーシ,ン

10Mbps

CSMA/CD方式

IEEE 802.2

(LLC)洋処

機

IEEE 802.3

(CSMA/CD方式)準処

切り換えて接続し,ホスト計算機との通信を異なる通信

網,異なる手順で行うこともできる。このように,柔

軟性のあるシステ△構築を可能としてぃる。

(6)各 MWS で動作ナる業務づログラム,オフコン上で動作する業務

づログラムは,従来のづ0グラ△をそのまま使用でき,業務づ0グラムに

LANを意識させず互換性を保持してぃる。

2.3 ドウェア構成ノ、^

図 3・に OA-LAN システムのハードゥエア構成を示す。構成は大別

すると,オフコン設備, MWS 設備,伝送設備に分けられる。伝送設

備は CSMA/CD 方式のハ'ス型LAN であり,《MELNET BI0》

と物理的に同じものである。表 1.に LAN の伝送仕様を示す。

2.4 ソフトゥエア構成

表 2・に OA-LANシステムを利用する場合のソフトゥエア構成を示
す。

MELCOM 80

1 1

: ALL

オペレーテ'ソグ

表 2.ソつトゥエア桃成

最大 1,024

マノレチワーク

ステーシコγ

N N:N

(プロードキ+スト)

DPS I0

システム

注

OAリークス

テーシ,γ機

能

能,ファイルサーバ機能及びナナンタサーバ機能を実現するものである。フ

アイルサーパ及びづりンタサーバへのアクセスは, MWS 自身のファイル及び

ナルタへのアクセスと全く同様に行5 ととができる。例えぱ,統合ソ

ワトゥエア Al markⅡの文書フフィルをファイルサーバ忙置いたり,文書

をナjンタサーバに印刷出力するととが可能となる。

(3)分散りレーショナル手ータベース機能

OA-LAN に接続された複数のオフコン問で,相互に他のオフコンの

データベースを参照/更新ができる機能を提供する。これにより,業務

づログラムからは,分散したシステ△全休のデータベースをーつの大きな

データベースとして見るととができ,他システムのデータベースのアクセス

は,ローカルのデータベースと同様にアクセスできる。

2.2 特長

オフコンと MWS による OA-LAN システ△により,オフコンーMWS

の垂直分散システム,オフョンーオフコン及びMWS-MWS の水平分散シ

ステムを構築することができる。これらの機能に共通した特長は,次

批、張日本語

口γカレγト

* CP-M/86TM

、印デジタル・りサーチ社の登録商棟である。

ーー'「

OS 標浄機能

マノレチワークス

テーショソサー

゛'ι町

MELBIND

分散りレーシ

ヨナノレデータ

ベース犠能

MU】ti Bind-L

OS 棚゛機能

3.1 0A ワークステーシ.ン機能

OA ワークステーション機能は,オフコンと MWS 問で,日本語ワークス

テーシ,ン(M43797ークステーション又は M49180A ワークステーシ,ン)と

同等の機能を実現した冶のである。主な機能の内容を次に示す。

(1)従来の日本語ワークステーション機能と互換性のある画面表示機

能及び印刷機能,更にピジネスづラク処理

(2)オフコンと MWS 相互のファイル伝送機能

(3)オワコンの画面切換処理及び固定的な画面の表示処理を MWS

のディスク装置を介して行う分散画而管理機能

(4)画面表示機能における処理性能向上を目的としたマルチコマンド

データストリーム機能

(5)オフコンと MWS 相互のアナJケーションづ0グラム問で,データの送

受信を行うためのアづりケーシ.ンづ0グラ△インタフェース機能

これらの機能を実現しているオフコン, MWS のソフトゥ上ア桜新艾を

図 4・に示す。各制御づ0グう△の役1訓は次のとおりである。

(1)伝送制御づログラム

伝送制御づログラ△は,・ LAN制御装置内のファームウェア及びとのイ

ンタフェースを提供するハンドラで儁成され, LAN上の手一夕伝送を制

御する。

(2)づ叶コル制御づ口づラ△

づロトコル制御づログラ△は,オフコンと MWS 問でOA ワークステーシ,

ン機能をLAN上に展開ナるための制御を行う。従来の通信媒体

(回線,同i励)に見られない上AN の特長をいかした機能(例えぱ,

業務内容に合わせたオフコンの切換なざ)の実現がととで行われる。

3 OA、LAN システムの機首E
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(3) WS アクセスメソッF

WSアクセスメソッドはオフコン上に位羅し, MW

Sの表示装置又は印刷装置を使用するためのイ

ンタフェースを提供する。

(4)画面表示機能及び印刷機能処理づ0グラ△

画面表示機能及び印刷機能処理づψ'ラムは,

オフコン上の WS アクセスメソヅド経由によるアづりケ

ーシ,ンづログラ△の表示及び印刷要求を処理し,前

述の五つの機能を制御する。

以上のように, OA ワークステーシ,ン機能は,

従来の通信媒休のレパートリーに LAN を加える

ととによって,新しいホストコンビュータとワークス

テーション問のネ,,トワーク構成を可能にして仏る。

3.2 マルチワークステーシ.ンサーバ機能

MWS のサーバ機能は, OA-LANシステムの

中でMWSが突現している通信,ファイル,印刷

装置の冬資源をMWS問で共有する機能を提

供ナる、のである。

3.2.1 サーバ機能の概要

(1)ファイルサーバ

各 MWS からサーバ上の手イスクファイルを共有

することができ,ファイルの生成/読出し/書込

み/削除/検索が可能である。また,各MWS

の業務づログラムに対しては,ワアイル/レコード単

位のロヅク機能がサポートされる。同時に使用で

きる MWS は最大16台までである。

(2)づりンタサーバ

オフコン・DPSI0

各ステーシ.ンからナjンタサーパの占右権を獲得することにより,づ

リンタ装置を共有することができる。

(3)通信サーバ

通信サーバの機能により,複数の MWS による通信回線の共有が

可能となる。通信回線は,専用回線,公衆回線, DDX パケ',ト網が

利用可能であり,伝送制御手順はべーシ,ク手}順,ハイレベル手順を使

用できる。同時に使用て、きる端末数は, CRT ワークステーシ.ンとナJン

夕の合計が最大16台までである。

3.2.2 実現方式の概要

MWSサーパ機能のソフトゥエア構成を図 5,に示し,各づログラ△の

処理概要を以下に示す。

(1)伝送制御づ0グラ△

このづログラ△は, CSMA/CD力式によるデータ伝送制御を行う

屯のである。

(2)づ叶コル制御づログラム

このづ0グラ△は, MWS の各種サーバとワークステーションとのづロト

コルを制御するもので,その主な機能はサーバとワークステーシ.ンの接

続/切断/手一夕のセグメント分割/手一夕の再送処理/無通信監視な

どて・ある。

(3)各種サーバ/りクェスタ制御づ0グラム

このづ0グラ△は,各種サーバとそのりク王スタて、あるワークステーション

に依存した処理を行うもので,ユーザーAPP の要求によるメ,,セージ

の組立てと送信,及び受信データの APPインタフェースへの分解がそ

の主な機能である。

オフコン.DPSI0

59(569)

、、

アプリケーション

プログラム

業務に合わせて

切換

WSアクセスメソット

〆ノー~＼

プロトコル制御

フログラム

伝送制御プログラム

伝送制御フログラム

プロトコル制御プログラム

画面表示

機能処理
プログラム

印刷機能

処理

ブログラム

表示装置

図 4. OA ワークステーション機能のソフトゥエア朧成

MWS

3.3分散りレーシ,ナルデータベース(DRDB)機能

この機能は OA-LAN で接続された複数のオフコン問で,それぞ

れのシステムにある手ータベースを,互いに自由に読み出したり,書き

込んだりすることを可能とする。従来,との機能は通信回線を使用

して実現されていたが,ローカルのデータベースアクセスに比ベて,アクセス

性能がかなり低下すると込う欠点があ0た。 OA-LANシステムでの

DRDB機能は,手一夕転送が通信回線に比ベ高速であるので,この

ようなアクセス性能が大幅に改誓される。

以下にOA-LANシステムにおける DRDB の機能及び実現方式に

ついて述ベる。

3.3,1 機首E

(1)適用業務づログラムから複数のオフコン上のデータベースを意識す

ることなく利用できる。

(2) JCL の ASSIGN文でファイル(データベース)の割付けを変更で

きるので,既存のづログラ△を変更することなく,他システ△の手ータ

ベースをアクセスて、きる。

(3)分散したシステム全体の手ータベースを,ーつの木描造(づ0ーバ

ルッリー)で管理するため,統一的な管理,運用ができる(図 6.)。

(4) OA-LAN上のオフコンを経由して,そこから通信回線で結ば

れてぃる速隔地のオフコン(DPSI0/DPSⅣ)とも交信が可能である

ので,広域ネ四トワークシステムの構築ができる。

(5)ファイルアクセス椛のチェ,,ク機能により,りク1スタからのアクセス

に対し保護することができる。

3.3.2 実現方式

図 7.に DRDB のソつトゥエア構成を示す。りク1スタの業務づログラ

ムからのファイルアクセス要)Rをりク1スタづログラ△が受け,イ也システムデー

印刷装置

OA-LANシステム・小島・大高・大江・田中・湯浅

1
＼



MWSファイルサーバ

ファイルサーパ

制御プログラム

固定ディスク

MWSフ゜りンタサーバ

プロトコル制御

プログラム

伝送制御

プログラム

プリンタサーハ

制御プログラム

プリンタ

MVVS通信サーバ

プロトコル制御

プログラム

伝送制御

プログラム

伝送制御

プログラム

プロトコル制御

プログラム

通信回、線

通信サーバ

制御プログラム

ファイルリクエスタ

制御プログラム

プロトコル制御

プログラム

アプリケーシヨン

プログラム

伝送制御

プログラム

タベースへの要求であれば,送受信づ0グラムを通して相手計算機のサ

ーバづログラムを起耐Jする(セリシ,ンの確立)。サーパ側にはサーハ'マネージャ

が存在し,同時に受け付ける複数のりク1スタからの要求を捌限する

ととによりスルーづ.,トの向上を図っている。送受信づログラムは,ネ.ワ

トワークの種類や手順をととで吸収し,りク1スタづログラムやサーパづ0グラ

ムが,ネットワークの種類や手順を意識しないで済むようにしてぃる。

づロトコル制御づBグラムは, OA-LANづロトコルの制御を行い,伝送制

御づψ'ラムは下位層の手順を制御している。伝送制御づψ3厶の部

分は,ファームウェアによって実現されている。

伝区制御

フロクラム

プロトコル制御

プログラム

MWS

プリンタリクエスタ

制御プログラム

アプリケーション

プログラム

伝送剤御

プログラム

4. OA・LAN プロトコルの特長

OA-LANシステ△で橘築される機能は,ここで述ベる OA-LAN

づ0トコルを基木として,その上に各機能ごとに制御手順を定めてぃ

る。

CSMA/CD

ノゞス型LAN

図 5. MWSサーパ機能のソフトゥエア構成

ブロトコル制御

プログラム

MWS

通信りクエスタ

制御ブログラム

60(57の

アフりケーション

プログラム

4.1 アドレス定義

OA-LANシステムにおいて,オフコン及び MWS を"ステーション"と

呼ぶ。同一LAN上に接続されたステーションは,その OA-LANシ

ステム内でユニークなアドレス情報をもっている。とのための情報とし

て,ネットワークァドレス, SAP (サービスアクセスボイント)番号及びステーシ,ン

につけられた名前(ステーシ.ン名)の三つがある(図 8.)。

( 1)ネ・,トワークァドレス

ネットワークァドレスは,各ステーシ,ンごとに定義された物理アドレス情

報である。

(2) SAP番号

SAP番号はステーシ,ン内の各機能ビとに定義された番号である。

(3)ステーシ,ン名

ステーシ.ン名は,ネリトワークァドレス十SAP番号ビとに付けられた 8文

字以内の名前であり,次節に示すようにステーシ.ン問のセ,ル.ン設

定時に用いるアドレス情報である。

MWS
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4.2 プロトコルの階層

OA-LANシステムのづロトコルは,1SO(国際標準化機桜D の開放型

グローバルッリー"によるシステムの結合例

.^^

ーノノ1 ＼'、、、、、、
NODE1 ノノノーノ、＼、、NODEミ"'

/ 1 VTOC

ノ 1
ノ 1

DPSI0 / 1DPSⅣ

NODE2/ NODE3

システム間相互接続(OSD 参照モデルをべースにして,これを簡略化

したづロトコルとして定巽している。これを OA-LAN づ0トコルと呼

ぶ。 OS1参照モデルと OA-LAN づロトコルの対

比を図 9.に示す。

(1)伝送制御層

伝送制御層は,1EEE8能.2 (LLC Typ.1)

及びIEEE802.3(CSMA/CD 方式)に準拠し

たデータリンク制御,電気的制御を行う。

(2) OA-LAN制御層

OA-LAN制御層は, OS1参照モデルのネ汁

ワーク層からセッション層までの3層に対応し,以

下の制御を行う。

・ステーシ.ン名によるネットワークァドレスの問合

せ制御

.手一夕送受信時の送達確認のための応答監

視制御

・データ送受信時のシーケンス番号付加による誤

り回復制御

・データのセグメンティング/りアセンづル制御

・無通信状態の監視制御

(3)機能層

機能層はOA-LANbステム上に構築された機

能に従った制御を行う。

OA ワークステーション機能では,画面表示制御及

び印字制御を行う。 MWSサーパ機能では,ナ」

ンタサーバとして印字制御,ファイルサーバとしてフ

アイルアクセス制御,通信サーバとして端末機能制

御を行う。分散りレーシ,ナルデータベース機能では,

オワコン問でデータベースのアクセス制御を行う0

(4)アづ"ーション層

アづりケーシ,ン層は, OA-LAN システム上に構

*1 グローバルツリー

ネットワークを構成する名ノードを結んだ論理的なツリー構成

才、ソトワークルートディレクトリ

グローバルッリーの頂点にあη.すぺてを統括する仮想的なディレクトリ

ソノ゜で表1見する。

ノード名

個々のノードに付けられ大識別名

才ソトワークルートディレクトリ(ソノ")下にあ".グローバルツリーにおいて一意となる名前(8交字以

内の英数字)てある。このノード名は. DRDB定蓑プログラムによって定養する

ノード内のルートディレクトリ

各ノード内のルートディレクトリ

ノードがDPSⅣの場合は仮想的なディレクトリである。

計算機システム

論理りンクで結び付けーれている個々のオフィスコンビュータ

DPSⅣとは,通信回線経由で接続

図 6.グローバルッリーの概念図

*2

VTOC

DPSI0

*3

NODE5'3

阜4

*4

DPSⅣ

DPSI0

*5

.6

*6

,5

DPSI0りクエスタ

ファイルアクセス

要求

業務
プログラム

OA-LAN
アクセスマクロ

DRDB

定鞭ファイル

DRDB

定義テーブル

OA-LANシステム・小島・大高・大江・田中・湯浅

OA-LAN

DPSI0サーパ

0A-LAN

アクセスマクロ

図 7. DRDB の実現方式

DRDB

定義ファイル

DRDB

定菱テーブル

サーバ管理
テープノレ

データ
^ース
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築された各機能を利用するアナ竹

ーションづ0グラムが位置づけられる。

図 10.は OA-LAN制御層に

おける制御シーケンスを示して仏る。

4.3 データ形式

OA-LAN づ0トコル上のデータは,

以下の4要素で構成される。

(1) LAN一ヘヅダ

LAN一ヘ'りダには,ネ,りトワークァドレ

ス及びSAP番号が定義され,伝

送制御層でアクセスされる。

(2) T一ヘッダ

T一ヘ,ワダには,データのセグメンティ

ング(分割)情報及びシーケンス番号

が定義され, OA-LAN のデータ

転送制御のために使われる。

(3) R一ヘッダ

ステーション

SAP番号

ネットワーク

アFレス

アプリケーション層

OA-LANシステムCおける

ーつの機

(例:プリンタサーバ磯おE)

ブレゼンテーシ.ン層

ン層'{Z ソ三ノヨ

トランスホート層

才、ソトワーク層

ステーション

アプリケーション層

データリンク層

OS1参照モデル OA-LANプロトコル階層

図 9.1S0 の OS1参照モデルと OA-LAN づロトコルの対此

R一ヘッダには,データ送受信時の応答形式などが定裟

され, OA-LAN制御層のメ,,セージレベルの送達確認に

使われる。

(4)データ

才ントワーク

アドレス

SAP番号

物理層

機能層

才ノトワーク
アドレス

図 8. OA-LANシステムにおけるアドレス定義

SAP番号

OA-LAN制御層

ステーション

スフ"ーシ

ステーシ

データ部分は,適用業務機能層で処理するデータが定

義されている。 T一ヘッダから手一夕までの最大長は 1,024

ハイトであるが, OA-LAN制御層は,データのセグメンテ

イング機能により,この長さ以上のデータを転送処理す

ることができる(図 11.)。

5.むすび

以上のように, OA-LAN システムて、は, OA ワークステーシ,ン機能,

MWS・サーバ機能,分散りレーシ,ナルデータベース機能を実現し,その

多様な組合せkよりユーザーシステムの規模/業務内容/処理形態に合

ステーション1

ン名

ン名

伝送制御層

OA-LANシステム

問合わせ(ステーション名)

1む答(ネ,トワークァドレス)

疑能暦のテータ

送受信

^
接続要末

接続許可応答

テータ区信

送逹確認応答

LAN一ヘノタ

ステーソヨン2

テータ送信

セソソヨンi旦定

ンーケンス

送達確認応答

18バイト

図 10' OA-LAN Kおける制御シーケンス

62(572)

T一ヘノタ

接断通知

6バイト 3バイト

1幾能層のテータ

1ぎらtイΞ

R一ヘノタ

図 11.データ形式

わせたシステムの構築を可能としている。

OA-LANシステムでは,更に多様化するユーザーニーズにとたえるた

め,イメージ処理や光ディスク装置などの新しい装置をサポートするとと

も IC,システムのネットワーク化を図ることが課題である。

卜 ノシヨン開方女

テータ

最大1024ハイト

FCS

可,

FCS

フレームチェノクシーケンス

4バイト
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菱テレコムステーションML-TSI00
瀬明生、

マイクロエレクトロニクス技術の急速な進歩により,各種情都隣器は,

近年,高機能化・低佃畔制ヒが進展しており,パソコン,ワードづロセッサ

を1や心として,いわゆるパーソナルユースのマーケリトが急拡大している。

一方,公衆電話回線は,日本電信電話(株)(NTT)の民営化に伴い

回線の開放が笑施され,情樹処理機能にこの回線網を利用する機能

を結合させて,強力なパーソカレ機器の登場が期待されている。

当社は,昭和61年Ⅱ打から上記2条件,すなわち,情報機器の

低価格化/パーソナル化と回線リ剛攻を中心K とらえたパーソナル複合商

品として,三菱テレコムステーション ML-TSI00 を朋発・発売した。この

商品は,オフィスなどで必す(須)な機能であるワードづロセ,,サ機能なと

の多数の処理機能を標準裴備した上で,音戸多機能電話,電子メイ

ルなどの公衆回線を使ったデータ通信機能を標準装備した低価格な,

パーソナルユースを主目的とする複合端末である点に最大の特長があり,

ユーザーインタフェースを充笑させることにより,将来はオフィスから家庭

までをねらった商品である。以下にこの商品の概要を紹介する。

1. まえがき

守野 禾U***

この商品の開発に当たり玉視した外的条件は,大別して下記の2

点である。第1点は,専用機雪脈断品市場の急拡大である。従来,パ

ソコンを小心としたマーケットは,ゲーム専用機,ワ゛'づロセッサなどの用

途訴求型商品ヘと急速に多様化している。との現象は,ユーザー層の

拡大に伴い使いやすさの向上,目的の明確化が市場での重要なファ

クターとなりつつあることを示しており,今後もこの傾向は,更に

強まると予測できる。第2点は, NTT の民営化に伴う公衆回線の

開放とネヅトワーク社会ヘの移行である。部門単独での合理化,利便

性追求は今日限度に達しつつぁり,今後関連部門をネ,,トワーク化し

た合理化,利便性追求が必要となる。また,社会の多様化,個性化

に作う情報サービスの急拡大が今後期待される。

以上の2点を中心に開発した三焚テレコムステーシ,ンML-TSI00 の

外観を図 1.に示す。この倍j品の基本機能は,表 1.に示すように

大別して三つの機能を必須機能とした。これらの機能の笑現に当た

つては,下記の点を重視した設割'を行った。

(1)使いやすさの追求と用途訴求

2.三菱テレコムステーションの商品コンセプト

迎

表 1.三菱テレコムステーシ,ンの三つの基本機能

個人一個人

(エソドエソド)

63(573)

セソターー個人

(,セソターエγド)

処

・多犠能危畠

・冠子メバル

_!

主夕ーゲ汁は個人専用とし,机上で行う作業を可能な限り広範忙,

かつ簡単な媒作で突現できるととを主口的に,ワードづロセ,,サ,データベ

ース,電話帳,スケづユーラなどの諸磯能を実現するアナJケーシ.ンソフト

ウェアをハードゥエアとともに開発,標準装備した。各アナJケーションは,

操作手順を統一化するとともに,統合化と,同時に4種類のアづ"

ーシ.ンを多重動作させることを可能と L,また,操作そのものもア

イコンとマウスによる操作を主体とした対話形式を主体とすることで

使いやすさを大1隔に恂上させている。また,エンドッーエンド通信の

主休となる電子メイルは,自動着信機能をもち不在時でもメイjレ蒄信

が可能な枇成となっている。

(2)小型化設計

設朧環境は,オフィス内の個人の机上を想定し底面積は多機能電話

を一桓1り大きくした程皮に抑え,また放熱設計を十分に行い,肉然

冷却プj式とするととで送風ファンによる騒音・冷却匝UCよる他人ヘ

の障害を防止している。

(3)低価林化設計

個人の道具としての用途を指向するため,ある程度の機能を維持

しつつ低価格を笑現するため拡張性を一部犠牲にした。ただし,基

本的な CPUハスは後画にコネクタ方式でユーザーに解放するととによ

リ,最低限の拡張性は維持した。

(4)マーケット

マーケ,ワト想定を図 2.に示す。第1群は,伺的が明確であるクロー

ズドユーザーグルーづであり,ホストに対する夕ーミナル機育Ξとアづりケーション

ソフトゥエア機能が重視される。第2群は,オフィス内パーソナルユースで,

アナ竹ーションと 1ンドッーエンド通信であるメイル1幾能が有効である0

第3併は,ホームユースで目的が多種多様であるため,この商品のも

つすべての機能が必要とされる。

機

・ホストコソビュータ端木

.データサービス端オ、

力、

. FAX ヘの」血信(オプショソ)

.ワープロ.データベース・スケジューラ

.メイノレ,ターミナノレ・ユーテHりテ'

イ

*群馬製作所秤商品研究所

ゞ重
'^

図 1'三斐テレコ△ステーションML-TSI00 の外観

'

*** 本社

Ist

クロースト

ユーザース

グルーフ

2nd

OA (PA) SA

3rd

ホームユース
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図 2.マーケ,りト
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3.1 外部構成

図 3.は本体の前/後面図,図 4.はキーポードの構成図である。フ

ロヅピ手イスクドライづは,アンワオーマ,り卜 IM バイトの 3.5 インチ型ドライづて・,

2台まで本体内に増設できる。音声電話部は,電話帳ソフトゥエアを

使用しなφ限り,データ系とは独立しており,ダイヤ1肺'タン,機能ポタ

ンが本体前面のハンドセットの側面と上部に設置されてぃる。

3.2 内部構成

三菱テレコ△ステーションのハードゥエア構成を図 5.に,仕様要部を表

2.忙示す。動作・描成上の特長を以下に示す。

a)疑似マルチタスク処理

CPU はメインとサづの 2CPU構成で,通信処理ノノモデム制御はサ

づCPU が担当し,これ以外はすべてメインCPU が処理する。メイン

CPU とサづCPU 問の結合はシリアル結合で,相互の手一夕送受のと

き以外は,それぞれ完全に独立動作を可能とすることで,メインCPU

側でワードづロセッサなどのアづりケーション動作中であっても,メイルなど

の活イ言は可能とするマルチタスク的処理を可能としてぃる。

(2)多重動作

メインRAM は,512Kバイトの容量をもち,付属のアナ竹ーシ.ンは

同時に4種類までオンメモリ上に展開でき,各アナ竹ーション間の多重

動作を可能とする描成とした。すなわち,ワードづロゼ,サと電子メイル

をオンメモリ上にコールしておき,ワードづ0セッサで文書作成後直ちにメ

イルを起動し相手に送信し,再びワードづロセッサのつづきに戻るなど

の動作が可能となる。

(3)受信メイルの保護

サづCPU側忙は,パ.りテリバ,りクァリづされた CMOS-RAM訟Kハイト

が実装され,メイルの受信用メモリとして利用される。したがって,

停電時でも受信メイルは保護され,メイ

3 システム構成

電長表示ランプ

リセノトスイノチ

ル内容の読出Lはメイン倒仂、ら起動す

る構成となっている。また,他人に見

られたくないメイルに関しては親展発

信が可能であり,この場合,受信側は

所定のパスワードを入力しな仏限り内容

の読出しはできない親展機能も持って

いる。

(4)通信部

通信部は NCU とモデム忙より構成

される。 NCU は電話回線の電話機/

モデム接続切換,回線の極性反転検出,

呼出信号検出,ダイヤルイ言号発信,フ,,ク

スィッチ制御などの機能をもっている。

極性反転検出回路と呼山信号検出回路

を備えるととにより,自動発信/自動

治信型のNCU となっている。モデムは

CCITτの V.21, V,22 をサポートして

区1ヨ

10/20PPS切換スイノチ
PB/DP切換スイノチ

RS232C(オプシ.ン)

ディスプレイ

(a)本体前面

35インチ

フロノピディスクドライブ

回線モニタ
音量切換スイッチ
プリンタ出力端子

イジェクトボタン
インジケータランプ
電話用操作ポタン
電話機

@

(b)本体後面

図 3.本体前面図及び後面図

キーボードは, JIS配列に凖拠L ている。

コントラスト調整

電原コード差込口

電源スイッチ

輝度調節つまみ

電話1泉接統口

モードスイソチ

手動畑動着信切換スイyチ

専吊バス(オブシヨン)

回侮亘亘^圓@国
国国国囲囲囲囲図回囲倭渇国圧園

丑',゜..,.。・,・",・・,・,.X二掴
国匹Ξ国C^圧Ξ刃〔玉〕〔Σコロ区〕国

里冨

粛頁

ROM

32Kバイト

通信部

困附"塾
尊.

おり,全二重 300、PS,1,20obpS の通信が可能である。

(5)電話部

一般の電話機として使用できるほか,アナjケーションソフトゥエアの電

話帳ソフトと組み合わせて使用できる。ダイヤル信号はづツシュ式/ダ

イヤルパルス式を切り換えて使用できるほか,オンフックダイヤル機能・りダ

イヤル機能などを本体とは別系統でもっており,停電時でも電話機

偲酬抽耳
畢写

公衆網

RAM

32Kパイト

オi写ヤ
中市型

(HIC)

2-4変換
フィルタ

NCU

CPU BUS

T陸'T陸' 宝宝一孝.A -*晒
,,肯入卓見

MODEM

V 22

MODEM

V 2]

図 4.キーポード枇成図

サブ

CPU

(HIC)

電話

器距

底臣

AC】0OV

64(574)

メイン部

早角

嗹員

メイン

CPU

C1

R0朧

96Kバイト

PPI

電原回路

ROM2

512Kバイト

キーボート

VF

RAM

512κバイト

CPU BUS

図 5.三斐テレコムステーシ,ン ML-TSI00 のハードゥエア1茸成

フりンタ

リF

RTC

FDC

PPI

VDP

は動作できる構成としている。

(の表示部

本体に内蔵された表示部は,9インチのモノク0CRTで表示色はグ

リニ,,シュホワイトである。表示階調は通常41培調表示であり,最大8

階調まで使用できる。画面解像度は512×424ドヅト構成で,全角漢

字表示能力は独白のフ才ント圧縮方式を用いているため 41文字/行

FDD

マウス

RTC :りアルタイムクロソク

FOC .フロノビディスクコントローラ
FDO.フロノビティスクドライブ

HIC ハイブリノド1C
C1 コーリングインジケータ

MODEM :変複調器

PPI:プログラマブルベりフェラルインタフエース
ROMI:ンステム

ROM2 キ十ラクターノエネレータ.辞轡
CPU ' H064180(日立)クロノク 6 144MHZ
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a)

表 2.三焚テレコムステーションML-TSI00 の仕様

メイン処理部

項

メモリ

CPU

目

ROM

辞書/日本語文字

RAM

HD 64B 180

システム

DISK BIOS

フ口

内

メイソ RAM

ビデオRAM

ソピディスク

ドライプ(FDD)

6.144 MHZ

智辞

日本語文字

48Kノぐイ

16Kパイ

画四

表示

512K/{げ

128Kノぐイ

ドラ'ブ数

駆動用 LSI

約4万語

ⅡS第一水準を含み

約 3,600 字

使川デ'スク

(32K+ 16 Kパイト)

ク゛

ディスプレ'

(モノクローム

ビデオモニタ)

プリンタインタフェース

,ウスイソタフェース

記憶答呈

1ドライプ内蔵

2 ドライプ立で拡張可絖

3.5 イソチ々イクロフロッピデ河スク

両面倍富度倍トラリク(2DD)

片面倍密度倍トラック(1DD)

アンフォーヤソトπ寺 IMバイ1

フォーマットΠ寺 720K/{イト

江 2DD ディスク仙用1排

カレンダークロプタ

V9933

384Kバイト

外部拡弧スロット

画面サイズ

画面表示色

表示ドソト数

(2)通信部

128 K ノぐバト

8ビントパラレル・セγトロニクス規粘津拠

項

入力 6 ビット,出ブJ 】ビット

メインCPU側

アフリ

ケーノきン

CPU

9イソチ

白長残光
512×424

RP 5 CO]

年,月,ロ,!1寺,分,秒,及ぴ26 ニプノレRAM

しぐソテリバックァップ楼能付き)

伺

メモリ

60 ピソ

テレコム0S

MSX-DOS

ROM

BIOS

(グリニソシュホワイ 1、)

ドソト H γタレース聖く示

HD 64B 1ε0

内

ROM

電'

三菱オリジナルバス

アプリ
ケーノ三ン

RAM

図 6.三菱テレコ△ステーシ.ン ML-TSI00 のソフトゥエア構成

ROM の形態で実奘され,その上位にはATコマンドインタナJ夕が位置

しており,メイン CPU 側のアづりケーションからこの AT コマンドインタづり

夕を起動すること忙より通信処理は実行される。

4,2 アプリケーションソフトウェア

本体に標準装備されているアナJケーシ.ンソフトゥエアの機能一覧を図

フ.に,初地Hヒ画而となるメインメニュー画面1の枇成を図 8.に示す。

同図において,使用するアナ竹ーシ,ンの枠内にマウスカーソルを移動し

ク小,クするととて、,該当,、るソフトゥエアは,フロッピディスクからメイン

RAM上忙起動される。とのアナ竹一b.ンは最大4種類まで同時に

メインRAM上に起動でき,それぞれを多重動作させることができる。

名アナ竹ーシ.ンに共通に使用される画而構成を図 9.忙示す。同図

において,画面上部の機能表示 1リア,ファイル名表示エリア,機能選

択 1リア等た,及び画面下部の編集コマンド選択エリアは,すべての

アづりケーションにわたり共通で基本ソフトゥエア内でサボートされている。

このコマンドの工りアは,マウスカーソルを合わせクリ.,クすることで処理

が実行される。モード選択エリアは,枠組みは固定されているが,各

枠内の動作モードは各アナJケーション忙よりサボートされてφるため変

化する。とのモード選択 1リア表示の裏面は,メモリ内では保存され

ており,拡張機能エリアのクリ,"ク忙より表示させたり,この裏面の

動作画而を表示させたりすることが可能である。

図 10.はメインメニュー画而Ⅱの一例を示す。同廊川・,でファイル名の

後に JWP などの拡張子が表ボされているが,これはファイルの性質

を示す、のでJWP はワードづロセッサ,DB はデータベース, TRM は夕ーミ

ナル, MAL はメイル, SCR はスケジューラ, TEL はインテリジェント電話

巴いうアナ竹ーシ,ンを用いて作成したファイルであることを示し,ど

のアナ竹ーションてイ乍成されたファイルかが判別できるようになってい

る。なお,テレコムステーションで作成されたファイルは,すべてMS-DOS

上でハンドリングできるファイル構造巴なっている。以下に佃"刈のアナJ

ケーシ.ンソフトウェアにつき簡単に記す。

(1)ワードづロセッサ

日本語文書の作成編集を行うアナ竹ーションで,その他のアナjケー

シ.ンの日本語入力もすべてこのワ一づロセ,,サ機能に準拠して仏る。

カナ漢字変換は,連文節最長一致法で,表計算機能、サボートしてい

る。編架機能は複写・移動・挿入・1判除の抵か,センタリング,アンダー

ライン,けい(垂1)線処理もサポートされており,パーソナルレベルのワードづ

0セ,,サとして十分な機能をもっている。辞書はROM形式で4万言吾

をもっている。

(2)データベース

カードタイづの手ータベースでレコードフォーマットは標t告以外に,坐峠別惑覚

で自由に設定できる。最大力ード枚数は,標準フォーマットで4,096枚,

主機能としてデータベースの定義,追加,抹消のほか,データの検索・

睡換・ソートなどが可能である。

(3)スケジューラ

オンフソクグ井,、,ル

飛ーズ

知縮グイヤル(10局 18 けた)

DP/PB釖換

10/20PPS 切換

受話レベル 3段切換

リγガ音量2段切換

メインCPU側
ハードウェア

答

32K ノぐ'ト

32Kバイト

NCU

オブション

AA

=ールプログレストーン検幽

反転検出(癒流/危圧)

C1検出

モデム/枢話回線釖換

6.144 MHZ

モデム

伽

サフCPU倶1

240obps

ATコマンド
インタフ'り夕

ノぐソテリノ{ツクアププ

電源ON叶のみ

CCITT V.21

CCITT V.22

フソサートーソ発生

キ十りアー出カレベル可変

その他通仁

犠fル

RTOS

サフCPU倒

ノ、ートウエア

グ'十ラ仕様

(STC2卵8)

回線モニタ桜能

を実現している。

(フ)実装

ハードゥエア要部は,メインとサづの 2枚基板獣成で,サづポート のみを

交換して,標準外の通信方式に対応できる構成を採った。

通信中表示出力

メイル受信表示出力

電源ON =ソトローノレ出力

電腺OFF =γトローノレ出力

削 音量2段階釖畏

30obps (全二重) FSK

】、20obps (全二重) PSK

4段階

4.1 基本ソフトウェア

ソフトゥエアの全体槌成を図 6.に示す。アづりケーシ.ンソフトゥエアは,

基本的にはテレコ△ OS を介してハードゥエアを操作する構成となって

おり,独白のアナ竹ーシ,ン(標準装備以外のアナ竹ーション)開発に際

しては,公開されているテレコム0S のライづラリを使用するととで容

易に開発できる。

サづCPU 側忙は,通信1制御のためのりアルタイム0S (RTOS)が

擢源 OFF"寺ラッチ

C1山力

4. ソフトウェア構成
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最大8種類のスケづユー

ル管理が可能で,1日の

スケジュール,迦間スケづユー

ルが一目で耐歸忍できる。

また,複数のスケジュールを

1画面に表示できるため

相互参照が簡単にできる。

この機能は,関連部門に

またがるスケづユールのす

り合わせに有効である。

(4)メイル

本品で扱って込るデー

夕を,同時に複数の人に

送信できる。メイル通信

のづ0トコルは,ハ'イナリ手一

夕の送信もできるメモデム

づロトコル(TransfeT MO・

dem protocols)と 1呼ば

れるパケ,りトブj式を使用し,

電長ON

日本語ワート
フロセソサ

メインメニユー1

新
規

テータベース

電,原OFF

伝送速度はにoobpS全二重を使用する。あて先,送信者などを對

筒として保存しておくことで,以後の使用はとの封筒を呼び出して

使用できる。封筒内に入れるデータは,文書データでも力ードデータで

も何でも普通の郵便の感覚で送信できる。濳信は自動芯信機能をも

つており,不在時に着信があった場合は,本体前画にあるメイル着

信ランづが点灯し,またシステム立上げ時メッセージによりメイル治イ言を

知るととができる。このほか秘密を要するメイルには,パスワード方

式による親展メイルの機能ももっている。

(5)ターミナル

公衆回線を通して種々のネ,,トワークに接続するためのアナJケーシ.ン

で口づインファイルの登録・変更.抹消のほかオートログィン,メモデムづロト

コル又は無手順によるア,づ口ード,ダウンロード,パスワード管理などの憐

能をもっている。

(6)インデjジェント電話

電話をかけるためのづレフォーマットされたデータベース(電話帳)であ

る。主な機能は,電話帳検索,データ}順序の入れ替え,抹消,置換

のほか,オートダイヤル,短縮ダイヤル,りダイヤルがサポートされている。

(フ)統合編集出力

ワードづ0セヅサで作成した文書,手ータベースのデータ,メイル受信データ

などをづりントアウトするためのアナJケーションで,サボートして仏る用紙

サイズは, A4, B 5,はがき,10インチ紙の 4種類である。印字位

置は画面上で図形式で位置指定できるため,最終の印字イメージで設

定できる。そのほか,禁則処理,ハッチング指定(文字問隔,行階稲苓,

上下余白,左側余白)も可能である。

( 8 )ユーティリティ

ユーティリティは,デフォルト設定をしたり,ファイルやディスクの管理,

また他の機能を使いやすくするための多種の機能の染合であり,カ

レンダ機能,ファイルの整理,複写,文書名変更,文書削除,デフォルト

設定,文書ファイルのリフォーマリト,外字登録,ユーザー登録辞書の表示

等々の機能モジュールが設けられている。

5.むすび

このテレコムステーシ.ンは,昭和61年11児に開窕を完了し発売され

メインメニューⅡ

スケジユーラ
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*の終了はメインメニュー 1 又はⅡ{二戻る.
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ている。今後,販売実績と市場の要求を踏まえて,更に改良と1幾能

拡張を進める予定である。
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レ

井田芳明、・永尾俊繁、・有木正幸、.今瀧満政、

^ザ利用センサ

1'まえがき

レーザは1930年の仞めに実現された光源で,単色性で指向性の局

い特性を持っている。レーザ光を訓額1手段として利用することで,

非接触測定が可能,被測定対象物に影轡されにくぃ,高粘度測定が

可能であるなど,従来の電氣式測定法にない特長が窕揮できる。レ

ーザには多くの種類があるが,小型て・信頼性の高い半導体レーザを使

用して,物体の変位・位赴・振動・形状などを測定するレーザ式変

位剤'(MD-1211型),及び名種フィルム厚,塗工膜厚などをオンうイン

て、i則定できるレーザ式1摸厚測定奘置(MD-2301型)の 2機種を開発

した。ここに,これら2機種の測定原理・特長・性能.適用例など

について紹介する。

2.レーザ式変位計

一般産業分野において,物体までの距航をヲ村妾触で,かっi高速忙

測定したいという要求は極めて多い。従来から非接触変位tンサと

しては,極々の方式が突用化されているが,光学式のものは,他方

式と比ベて小さな計測点を高粘度で測定できる,被測定材料による

影粋を受けにくいなどの特長がある。ことでは, FAやー一般計測の

用途向けに開発した MD-12Ⅱ型レーザ式変位計を紹介する。

2.1 測定原理

レーザ式変位計の測定原理を図 1.に示す。光源からの光東を投光

淳"

レンズにより集束し,光スボヅトとして対象物体に照射する。その表

画からの散乱光の一部を別の位置k設けた受光レンズにより撮像し,

光位置検出素子上に結像すれば,三角測量原理により対象物体の変

位に対応して光スポ,,トの結像位置が変化する。光位置検出素子は,

光スボットの結像位置k比例した電気的出力を発生するので,これに

よりヌt象物体の変位が逆算できる。との移動呈をマイクロづロゼ,サに

より演算処理して変位の算出を行う。

半導体レーザは 10kH"のパルス駆動をしており,光源の変調成分

のみ選択的K処理して,背景光の影糾を受けることなく測定するこ

とができる。また,変位算出の演算をディジタル演算処理するため,

安定性に優れている。更に,測定而からの反射光量の変化に対して,

マイコンにより常k最迪受光量に自動制御する処理機能をもっており

高稍皮化を図っている。

2.2 特長

MD-12Ⅱ型の特長を以下に列記する。

(1)レーザ光による非按触オンライン測定が可能である。

(2)高祐度で温度安定性に優れて込る。

(3)反射光量自動調整機能により,色や表西状態の変動する対象

物でも祐皮よく測れる。

(4)高速応答て振動計測にも適している。

(5)ヘ・,ド部が小さいので取付けが容易である。

(6) 2台の組合せにより,シート材などの厚み計i則を行うととが

できる。

(フ)ディづタル・パラレル出力,又は RS-232 C インタフェースにより,土

位づロセ,,サとの接続が可能である。

2.3 仕様

d.1 K仕様を示す。

2,4 用途

この測定器はオンラインで物体の変位・振動・形状の測定を行うほ

か,2台の組合せで厚み,段差のi則定もできる。変位計出力として

表示,アナログ出力,ディジタル出力, RS-232C 出力のほ力、上一F限

受光レンス

a,
』

ノ」
'/ 1

.゛
,"゛
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対象物体

投光
レンズ

光位置検出素子

項

半導体レーザ

目
・、ー、、_、_ヘンド型名
"一「~、^
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図 1,レーザ式変位計の測定原理図
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図 2. MD-1211型レーザ式変位計の外観

設定値に対するオーづンコレクタ出力も備えており,変位測定の記録,

監視,位置制御などに使用できる。図 2.に MD-1211型レーザ式変

位計の外観写真を示す。

2.5 適用例

2台の組合せkよる厚み測定,段差の測定例など忙ついて述ベる。

(1)厚み測定例

図 3.のように 2台のコントローラを¥イジタ1レ並列接続して,加算す

ることで,被測定板が上下変動しても測定範囲内であれば,絶対値

の測定ができる。

(2)段差測定例

図 4.に示すように 2台の 3ントBーラをディジタル並列接続して,減

多ゾ
=手

"ず

算することで,被測定体の基準ベースが上下変動して、測定範囲内

であれぱ,絶対値の測定ができる。

(3)表面凹凸測定事例

凹凸のある鉄板表面の測定データ例を図 5.に示す。このデータか

ら,欠陥を検出したり,また品質管理などに利用できる。

3、レーザ式膜厚i則定装置

フィルム厚やシート材上の塗工膜厚を,オンラインで浩井青度に測定する

ことができる新しい方式のレーザ式膜厚測定装置を開発した。従来,

塗工機における塗工膜厚の測定は,抜取り検査で行われており,測

定に時間がかかるとともに,連続的な測定ができなかった。また,

オンラインで管理することにより高価な塗料などを節減できるので,

オンうインで測定できる塗工膜厚測定装置が強く望まれていた。

との装置はフィルムなどの製造工程中に口ーラとの問忙小さな一定

問げきを設け,との問にレーザビームをスキャンし,問げきに相当する

透過光の通過時問をカウントすることにより,膜厚を測定するもので,

被測定材料は透明なフィルムから金属シートのような不透明な材料ま

で,キャリづレーシ,ンなしで測定することができる。また,との装置は

2ビームによる補償方式を採用しているため,塗工膜厚だけを測定

するととができ,安定性に、優れている。

3.1 }則定原理

図 6.にこの装置の基本構成図を示す。レーザ光をピームスづり・,ター

で2分割し,各々のピームを口ーラとナイフエ,りづとの問をス牛ヤンする。

図 7.は,その二つのピームスキャン位置関係を示す図であり,一方の

ビームは,ローラ,又は被測定シート上の塗工膜のないドライエッジ部を

スキャンする。他方のピームは,被測定塗膜上をスキャンすることで,

それぞれナイフ1,ガとの間げき忙相当する透過光の通過時問をカウン

トする。図 8.は経過時間に対するビーム位置と受光出力との関係を

示す。このようにドライェ.ワづのある場合は,塗工膜厚に比例した時

問差が 2ビー△間で発生し,この時問差を演算するととで塗工膜厚

を求める。

この方式では,ローうの回転による偏心の影響やスキャニング速度の

変化に起因する誤差を 2ビー△により補償するので,局い測定精度

が得られる。

没:位 11

ヂ、イ゛ι2

ホストコントローラ

サフコントローラ

RS-232C又はハラレル出力

ニニニ1>上位フロセソサ

に〒コ
、を表示

」N
アナログ出力(厚み)

図 3.厚み測定例

OUT

ティゾタル

i列接綜

変イ立ιユ

アナロク出力(ι.)

ホストコノトローラ

に〒コ
段硬を表示

変イ立ι1

サフコントローラ

RS-232C又はハラレル出力

ニニt:>上位フロセ,サヘ
アナロク出力{段差}

『コ

1N

1.を表万{

図 4.段差測定例

OUT

ティゾタル

並列接貌

500
μm

アナロク出力(ι.)

12r"m

68(578)

図 5.鉄板の表面凹凸測定データ

フォトタイオート

レーサ

処理回路

レンス

ナイフエ

図 6.レーザ式膜厚測定装置の基本構成図

ヒームスフリ

"ノ

十

、、、

、"、

ロ^フ

、、

ナイフエッジ

ビーム位置

レンス スキャナ

L R

ローラ

図 7.ピームスキャン位置
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ナイフエッジ位置

(a)ビームイ立1児

ーーーーー全工膜面位置

(b)シート両側ビームの受光出力

ーーーー

ーーー^時問

ンート面位置

ーーー時問差

(4)広範囲のシートスビード(1~20omlmin)に対応できる。

(5)放射線利用機器などのような取扱い制約がない。

3.3 仕様

表 2,に仕様を示す。

3.4 用途

この装置はオンラインでの厚みの測定・記録・監視を行うほか,製

造装置の制御に使用できる。

a)名種コーティンづ剤の塗工膜原の測定,記録,監視及び制御

(2)各種シートの厚みの測定,記録,監視及び制御

図 9,にコータマシンにへりドを取り付けた状況及び計i則部の外観写

真を示す。

3.5 適用例

3.5.1 塗工膜のj則定

(1)ドライエッジがある場合

シートへの塗工が両端に塗工残しを設ける場合は,図 10.に示す

ように塗土後の工程にへッドを取り付け,ネ嵐則定シート面及び塗工膜

表 2.レーザ式膜厚測定装置の仕様

3.2 特長

MD-2301型レーザ式膜厚測定装羅の特長を以下に詞信己する。

(1)レーザ光による非接触オンライン i則定が可能である。

(2) 0.1μm の高分解能である。

(3)シート状のものであれぱ,被測定材料を問わない。

( C )

図 8.

型

項

塗工膜側ビームの受光出力

ビー△位賢と受光出力の関係

測

値

定

繰

目

分

範

線

返

名

フ'

し

囲

解

ナ

MD-2301

精

性

制

'

口

10~500μm (膜とシートの合計厚み)

彦

内

J

グ

フルスケールの 0.】%

能

御

亦

張

出

土0.5μ訂1

ノレ

卜

0.1μln

力

出力

出

ス

4けたデ井ジタル衷示し」、数点下 1 けた)

ヒ

10mV1μm

力

容

12 ビットデオジタル(オプショγ)

ド

オープソニレクタ(maX40V, 10omA)

力

'、气,J

1~20omlmln

3~10o kgflm

',鳥雫輸

項
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」^

魯,
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'之、

民

図 9. MD-2301型レーザ式1僕厚測定装胃の外観
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・シート厚

.平均処理時冏(約 0.5~60秒,シートスゼード及

びタッチローラ径により麹釖な値に設定)

・上限設定,下限設定 1.0μm 以上

用

検出へット

夕

内

フチロ

(供羚夕D

図 11.1点測定による厚さ引測・管理
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検出へッド

十

ローフ

+

,余工ヘソト

十

計;則部

十

+

図 13.検出ヘ,0ドの取付け位置

十

検出へッド

65

計剛部

十

長さ 30.5m

送り速度 1.7m/mm(平均)

検出へッド

塗工肢

十

ノやノコン

ローラ

^

一ノ

60

59
1.2

ローラ

7m

70(58の

検出へット

図 15. MD-2031 による測定例

図 14.フィルムシートのi則定

長さ 30.5m

送り速度1.7m/『nln(平均)

Thlckness

ン・ート
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ローラ

図 16.接触式マイクロメータによる比較データ

面にレーザ光がそれぞれあたるようにへ.,ド位置を設定する。片端の

みのi則定では,図 11.に示すようにシート位置により検山へッドを

移動して取り付け測定する。 2ピーム間の e四チは固定で,釦mm で

ある。また,両端での測定は図 12.のように,シートの両端部を二

つの検出ヘ、"'で測定する。

(2)ドライェ,,ジがない場合

シートへの塗工がシートの幅いっぱいになされる場合は,1台の膜

厚測定装置では塗工膜厚のみを測定することはできな込ので,図

13.に示すように,塗工する前段階と塗t後の位置にそれぞれ検出

ヘ.,ドを取り付け,その問の時問差を求め,差演算処廻をすること

で塗工膜厚を算出する。

3.5.2 フィノしムシートの測定

フィル△などのシート材そのものの厚み測定は,図 14.に示ナよう

に,ローラ而とシート面にレーザ光がそれぞれあたるように検出ヘ町ド

位羅を設定する。

3.5.3 j則定事例

厚み50μmのボリェステルフィルムに塩化ビニル系塗料を塗工した場合

のMD-2301による塗工膜厚測定の例を図 15.に示す。比較として,

表面あらさ計として用いられている接触式マイクロメータ(接触球φ2

mm)を差動型で使用し,ペースフィルム厚を差し引いたず一夕を図 16.

に示す(通常,接触式ではオンラインで安定に測定することが困難で

あるが,比較手一夕をとるため,暇Rてシートスeードを低速にし,短時

問の安定を保ち測定した)。

4.むすび

レーザ光を利用した MD-12Ⅱ型レーザ式変位計, MD-2301 型レー

ザ式膜厚測定装置について,その概要を紹介した。今後,各種製造

ラインにおいて,高品質,経済性などが重要視され,オンラインで需H則

できる変位計や膜厚測定奘置に対する二ーズも一層高まっていくで

あろら。ここに紹介したとれら2機種のレーザ式測定器の数々の特

長は,その二ーズにこたえ,大きく貢献ナるものと期待する。
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CMOS IMビットダイナミックRAM
1士1 田通裕、・佐藤

^^^^

^

1.まえがき

1レクトロニクス産業の急激な進展を支えるキーデバイスであるダイナミ、,

クRAM ΦRAM)は,超微細化技術のけん引車としての役割を果

たしてきた。より高性能,より大奔量でビ,介単価の安いメモリ手ハ'イ

スの要求にとたえて,16K一怖4K一辺56K と低ぽ3午て・4倍のぺ_

スで進ノVできた DRAM は,主としてNMOS の技術に支えられて

きた。ところが,近年IM DRAM においては,アクセス時問,消費

電力の観点からCMOSの比重が高まりつっある。 CMOS回路の特

長をいかした侶」速アクセス機能 G高速ページやスタティ,ワクコラ△モード)の

要求が強くなっており,このよらな機能の多様化により柔軟に対応

できる利点を CMOS 回路はもっている。また,語枇成として従来

主であった X1枇成と並んで X4構成の要求も強くなって゛る。市

場要求の多様化は,機能両のみならずパ四ケージにも広がってぃる。

当社では,こうした市場の幅広い要求にこたえるべく,既忙開発し

たより安いじ,ト単価を追求した NMOS IM DRAM を基にし,

CMOS IM DRAM の開発を進めてきた。

本稿では,技術の共通化により同時開発した IM語X1ビリト枇

成及び 256K語X4ピ."ト構成の CMOS IM DRAM の特長を述

べるととも忙,その電気的性能の紹介を行う。

2. CMOS IM DRAM の設計

2.1 1 M DRAM の特長

従来, DRAM において,256K ビ,介までは NMOS が主流の技

術であったが山佃,1Mピットレベルにおいて次第に高速性,低消贄

電力の点からCMOSの比玉が高まりつつぁる。今回, NMOS IM

DRAM③御に引き続いて開発した CMOS IM DRAMの特長は

次のとおりである。

(1) 1M語X 1ビ,,"苗成及び256K語X 4e,汁構成を,技術の

共通化により同時開発し,豊富な製品ファミリーを形成してぃる。

(2) Xリ茂成,×4 楢成とも同ーチヅづで DIP (Dua11n・Hne pac.

kage), SOJ (sm0Ⅱ Outline P印kage with J.1ead)及び ZIP (zig.

ねg ln・Ⅱne pacRoge)の 3種類のパッケージに対応でき,広い応用分

野に適用できる。

(3)高速アクセス機能として,×1枇成では高速ページ,二づル及び

スタティ・,クコラ△のモードをポンディングで切り換え,また X4神成では

高速ページ,スタティックコラムのモードをポンディングで切り換えてぃるの

で生産性に優れている。

(4)センスアンづには新規な分散配置型CMOSセンスアンづを採用して,

広い動作マージンを硫保するとともに,メモリセルには実維iのあるづレー

ナ形を用い高い信頼性を実現している。

(5)製造づ0セスには 2層ボリシリコン・ 1層アルミ配線の 1μm cM

OSづロセスを採用し,アクセス時問 62ns(V卯= 5V,室温の標準条

件)の高速性と電源電流48mA 守郭焦条件,サイクル時間=220nり

の低消費電流を実現した。

* 古田 勲、、・尾崎英之一・長山安治、"

2.2 チップ構成

X1榊成(製品型名 M5M4CI000/1001/1002)のチ,づ写女を

図 1.に,×4榊成(製吊雪!名 M5M製C256/258)のチ,づ写真

を図 2.に示す。これらの図から分かるよう{C,メモリセルアレーは XI

枇成と X4拙成とで全く共通であり,メモリセル構造及び韮本的な回

路は,すべて共用して設計の効率化を図ってぃる。チ',づサイズは共に

4.73 mmX13.84血m (=65.5 mmり,セルサイズも共に 3.4 μmX8.8 μm

(=29.9μmりである。両者の相述点は機能の而だけで,×1"而艾で

は二づルモード,テストモードがあるのに対し,×4構h戈ではこれらの機能

はない。表 1.に両岩の比較を主とめて示す。

図 3.に X1構成のづ口,,ク図を示す(×4枇成も1よ木的には同一)。

メモリセルアレーは 16 側の 64 K ビ,,トのサづアレーに分1訓され,ポリサイド

'、、1風^11
に1,1_,1画^略1,1

図 1.1M語X 1ピット構成のチ,づ写真 M5M4CI000(高速ペー
ジ), M 5 M4 C I001(二づル), M 5 M4 C I002(スタティ,,クコラム)

^ノ ^、νノ^

* LS1研究所(工博)**北伊丹製作所

図2 256語X 4ビット構成のチ,づ写真
M5 M44 C258(スタティ,,クコラム)

表 1.1M語X 1ビリト構成と 256K語X 4ピット構成の比較表

字」、
UU

パ,ケージ(DIP)

拙

チノプサイ

セ

成

ノレ

メモリセル客量

サ

製造ブ

***

ズ

イ

リフレソ

】 M 語X 1 ビソト

M5 M44 C 256(高速ペーづ),

18 ビソ

ズ

同製作所(工博)

ロ・1t ス

4.73× 13.84 mm9

3.4×8.8 μmo

シ

45 {F

^

桜

1μm・Nーウェル CMOS

5】2サイクル/8ms

CAS ピフォア RAS
リフレッシュ

256K 語X 4 ピット

RASオソリリフレッシュ

ヒドソリフレッシュ

20 ビソ

高速ページ

同左

ニプル

同左

スタテ河ツク置ラム

iJ

テストモード

古

iコ ^^

同左

詞左

同左

同左

岡左

た

同左

し

な し
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列アトレス

ストローフ

1子アドレス

ストロ・ーフ

CAS

RAS

アトレス入力

リ0 VO

64K

サフ

アレー

d く
64K

サ7

で形成されたワード線の信号遅延を低減するために,中

央の長辺方向に行デコーダが設けられている。各64Kビリ

トのサづアレーは 256 行X256 列からなっており,256個

の CMOSセンスアンづによってメモリセルに蓄積されている

情縦を検知し増幅する。 1本のビット線には128個のメ

モリセルが接続され,ピット線はアルミで形成された折返ピ

汁線榊造になっている。列デコーダは短辺方向忙二組設

けてある。列デコーダは通常のチ,づ構成では四組必要に

なるが,この製品では新規な分散配置型CMOSセンスアン

づの採用により,詞げコーダの数をご組忙減らし長辺方向

の于,づサイズの増大を抑えている。冗長回路とてLは,

256K DRAMで実績のあるレーザづログラム方式を採用し,歩留り向

上を図って込る。 4列分のスペアピ'介線を設け,レーザづログラムのため

のヒューズをメモリセルアレー内ではなく,アドレスバ,,ファ回路に隣接した

J司辺回路部に酉引避した。これによりヒューズのビ.,チを 20μm程度に

戒くできた。

2.3 メモリセルの構成

生産性と信頼性を老慮しつつ,メぞルルには実績のあるづレーナ形

の 1トランジスタ/1キャパシタセルを採用した。図 4.にメモリセルの平西

パターン図を示す。メモリセル容暈 CS を硫保するために,バーズeーク

4

1〒

クロソク発,主回銘

テコータ

4

m

64K

サ7

64K

サ7
、、、

アレー

BLR

,、、

64K

サフ

、、、

行デコ

、、

64K

サフ

、、、

夕

4

、ーーーーー^

Pチャ才リし

センスアンフ

列

デコーダ

、、、

64K

サブ

、、

64K

サ7

イ子テ コ

64K

サ7

一夕

、、

図 3.×1 描成のづ口,,ク図

、、、

64K

サ7

アレー

テ・ータ入力

リードノライト

指定入力

64K

サフ

夕
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(コンタクトホール形成後)図 4.メモリセルの平而パターン図

(B辻d'S Bea1りを減少させる工夫を行うとと、に,メず片ヤパシタを

形成するゲート絶縁膜に10OA の超薄膜ゲートを採用してぃる。との

結果, CS=45fF のメモリセル容量を実現し,ワード線が立ち下がる直

前にワード線を昇圧して(行アドレスストローづRAS が立ち上がったと

き),ワル VCC の 5V書き込みを行い,妬fFX 5V=225fC の信号

電荷攝を硫保しているので十分な動作マージンが達成されている。図

5.にコンタクトホール形成後のメモリセルの SEM写真を示す。

2.4分散配置型 CMOS センスアンプ

DRAMの読出し動作は,メモリセル容最CS に蓄えられた信号電荷
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を, C刀の容呈をもつじ"線に転送して生じる徴少電圧変化をセン

スアンづで検知い仰隔する、ので,この微少電圧は C創CSの比が小

さ仏ほど大きくなり動作マージンが拡大する。 1本のビ,,ト線につな

がるメモリセルの数を 256K DRAM と同じ 128個にして, CBICS の

比を256K DRAM並にするために,図 6.に示す分散配置型CM

OSセンスアンづを採用した。ビリト線は手ータトランスファ(DT)トランジスタ

により二組のビ,,ト線ペア(BLL, BLL, BLR, BLR)に分割されてい

る。この 1本のピ四卜線(例えばBLL)につながるメぞルルの数が128

個となる。名々の eツト線ペアに対し個々に Nチャネルセンスアンづと

Pチャネルセンスアンづから成る CMOS センスアンづが設けられており,

これを分散配置型 CMOSセンスアンづと呼ぷ。この枇成は,同じ読1"

し電圧を得るのに必要な列手コーダの数を半分にできるので,大容品

DRAM に適した拙成である。

列デコーダに近い右側のビット線(BLR, BLR)につながるメモリ

セルが選択された場合(図 6.参照), DT トランジスタはオフしたまま

で,右側のCMOSセンスアンづのみ活性化されメぞ地ルの情机が検知

増幅される。とのとき左側の CMOSセンスアンづを不活性の主まにし

て低消喪電力化を図っている。

一方,列手コーダに遠い左側のピ,"線(BLL, BI"L)につながる

メモリセルが選択された場合には, DT トランジスタがオフした状態で,

まず左側の CMOSセンスアンづが活性化されセンス動作が行われる。

続いて, DT トランリスタが才ンするとすぐに右側の CMOSセンスアンづ

が活性化されて,最終的に BLL, BLL に現れたメモリセルの情報が,

動ザコーダに近V、BLR, BLR に伝達される。このように,分散配羅

型CMOSセンスアンづの構成により,左側のビ,,ト線ペア(BLL, BLL)

の選択に必要な列デコーダを省略できるとともに,活性化するセンス

アンづの割合を全体の 314 にして低消費電力化を図ることができる。

以上の左側のピ,"線につながるメモリセルが選択された場合の動

作タイミングを図 7'に示す。

右.ワード線WLが立ち上がり,メ壱比ルに幣えられているイ言号電荷

がν2 VCCレベルにナJチ、ージされているビ."ト線に転送される。こ

のときワード線は V卯レベルまでしか立ち上がらないが,ピ.介線の

ナJチャージ電圧が V2V卯なので,フルV卯の読出しを高速に行う

ことができる。

t2:左側の CMOSセンスアンづが活性化される。

ι3: DT信号が"L"レベルから"H"レベルになり, DT トランジスタが

オンする。

'心右側のCMOSセンスアンづが活性化される。

A

Int cAS

ι3:ワード線WLが VCCレベル以上に昇1石され,メモリセルにワル V卯レ

ベルが再書込みされる。このワード線が昇圧される時点ではRAS

は既に"L"レベルから"H"レベルになっている。

ι0.ビ,ト線イコライズ信号(EL, ER)が立ち上がり,各々ビ四卜線

同士がショートされてビット線は 112 VCCレベルとなる。

しがナノチャーづ信号(PR)が立ち上がり,チ,づ上に設けられた VPR

発生回路とビット線とが MOSトランジスタq 及び Q9 を経由して接

続される。

上記時問 tC において,ピ,,ト線はν2 VCCレベルにづりチャージされ

(RASるが,待機状態 が"H"レベルの状兌恥が長時問続く場合に

は, P-n接合のりーク電流のためにν2V此レベルを維持できなくな

る。とれを防止するために時問むにお込て, V2VCCレベルを発生

する VPR発生回路とピット線を電気的に接続し,じ,ト線のナ」チャー

ジ電圧を保持している。図 8.に電源電圧V卯に対する V肌発生

回路の出力 V即の関係を示す。 V卯の広い範囲にわたって(3~

7V), V即はほほ'1P V卯レベルになっていることが分かる。 MOS

トランづスタのしきい値電圧が変動しても, V卯対 V四丑の関係はほと

んど変化しな仏ように工夫されている。

2.5 高速ページとスタティックコラムのモード釖換

CMOS 回路の特長をいかした高速アクセス機能として,高速ペーづ

とスタティ四クコラムモードの 2種類がある。高速ページモードは従来のぺー

ジモードと基本的には同じであり,列アドレスストローづCAS は,列アド

レスをラ,,チする役目をする。ページモードにおいては列デコーダの動作

はCASが立ち下がってから開始されるのに対し,高速ページモードで

はCASが"H"レベルのときに列アドレスが変化した時点から開始さ

れるため高速アクセスが可能になる。サイクル時問も短くでき,ペーづモ

ードのサイクル時間 125nS に対し,高速ペーづモードのサイクル時間は

65 n.(スペックの値)と抵ほ'112 になっている。スタティックコラムモードは,

あたかもスタティ,,ク RAM のように動作し,列アドレスの変化に応

じて出力が変化する。スタティ.ワクコラムモードのサイクル時問は,高速ペ

ージモードのサイクル時冏とほぽ同じで60那である。これらの動作波

形を図 10.に示す。

この2種類のモードの切換を生産性を考慮して,アルミエ程のマス

クではなくボンディングの切換によって行っている。図 9.はモード切

換とアドレスパッファ初段の回路図を示す。モード切換のためのポン手イン

グパッド FP/SC がオーづンのときには,高速ページモードとなる。この

とき,ノードA は"H"レベルになるのでノードC は常に VC0レベルカ張Π

加され,ノードBには内部発生の CAS 信号'がE川川される。したがっ

WLA

1テアトレス

制御信号

C

図 9.高速ページと スタティ,ワクコラムの

モード切換回路

B
NAND

RAS

イ才一フル信号

WL

EL

ER

PR

DT

BLL, BLL

BLR、BLR

NOR

図 7.読出しの動作タイミング図(図 6.の左側の
ピリト線につながるメモリセルが選択されたとき)
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CAS

アドレス

データ

出力

RAS
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(a)高速ページにおける出力波形

アドレス

データ

出力

^

横軸=20ns/dⅣ VCC=5V 周囲温度25'C

(b)スタティ',クコラムモードにおける出力波形

図 10.出力波形
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表 2. CMOS IM DRAMの性能一覧
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図 11. RASアクセス時問(ιπ'C)の電源電圧(V卯)依存性
(周囲温度25゜C)
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IM語X]ビソト,256K語X4ビソト

サ

フドレス丁クセス叶問

サ

て, NAND回路はCASイ言号を入力とするインバータの役日をし,こ

の出力がNOR回路を経てアドレスバヅワア初段ヘ接続されるので,

CAS が列アドレスをラ,ワチする役目をもつととが分かる。

一方,パッド FP/SC がグランドヘワイヤリングされてぃるときにはス

タティ,りクコラムモードになる。とのとき,ノードA は"L"レベルになるの

でノードB は常に VCιレベルが印加され,ノードC にはライトアドレスラ四

チイ言号(WLA)がEm川される。 WLA はりード時には"H"レベルな

ので,アドレスバリファ初段において列アドレスをラ四チするととなく,

常に列アドレスを受け付けて,あたか、スタティ,,クRAMのように動

作する。 WLA はライト時にのみ"L"レベルになり,この時点での

ライトアドレスをラッチする。

3.電気的特性

図 10.(a)に VCC= 5V,周囲温度25゜C における高速ページモー

ドの出力波形を,同図(、)に同一・チ,づの同じ条件におけるスタティ

リクコラムモードの出力波形をRAS, CAS,アドレスの波形とともに示す。

1μm Nーウェル CMOS

2胴ポリシリ冨ソ

1層アルミ配線

ノレ

オ

動作時平均電源雁流

40

'

ズ

512 サイクノレ/8 ms

ズ

VCC=5V

周囲渇座

25゜C

1牟機畔電源電流

プレーナ形(ゲート維緑膜 10OA)

4列(レーザブログラム)

4.73× 13.84 mm?

リ

三斐電機技郭. V01.61. NO.フ.1987

3.4 × 8.8 μlno

ノL

フ

62 ns

レ

24 ns

ノ

48mA

(サ'クル時岡=220ns)

ン

り

0

・18 ビγ(X D/ユ0 ビソ(×4)

300 ミル DIP

.26 ピソ 3M ミル SOJ

.20 ビγ ZIP

RAS アクセス時間(ιπ'C) 62ns,アドしスアクセス時問(tC心) 24nS の

高速動作が実現されてぃる。図 11.は周囲湿度25゜C における RAS

アクセス時問の電源電圧(VCC)依存性を示すシュムーづ0,介図で,負

荷条件は 10OPF を付加した等価的な 2TI'L負荷である。 V卯= 5

V,サイクル時問 220nS における動作時平均電源電流は 48mA,待

機時の電源電流は CMOS入カレベルで03mA, TTL入カレベルで

0.8mA である。表 2.に CMOS IM DRAMの性能一覧を示す。

4むすび

1μm cMOSづロセス技術を駆使した IM語X 1ピ.介構成と 256K

語X4eツト構成の2品種の IM DRAMを開発した。センスアンづに

は新規な分散配碕到CMOSセンスアンづを採用して広い動作マージンを

硫保するとともに,列手コーダの数を四組から二組に減らしてチ,づ

サイズの増大を抑えるととができた。メぞルルにはパーズピークを減少

させたづレーナ形を用い,信頼性の高い IM DRAM を実現した。

高速アクセス機能と Lて,×11倖成では泊1速ページ,二づル及びスタティ

ツクコラ△のモードをポンディングで切り換え,また X4構成では高速ペ

ーづ,スタティリクコラ△のモードをポン手インづで切り換えているので生産

性に優れている。更に, DIP, SOJ, ZIP の 3種類のパ,,ケージに対

応でき,今回開発した IM DRAM は,256K DRAMの次世代の

メモリとして多様化する市場の要求を満たす込のと硴信している。
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医用画イ象ディスフ゜レイステ'ーション"File Ace 4100"
j;・り＼

75(585)

浦直彦、.北原照元、

].まえがき

X線フィル△を中心.した膨大な阪用画像データの保管及び画像通

信による有効利用を目的としたシステム, PACS (pidU托 A如h"ing

and communication system)の必要性が叫ぱれている。 PACS の

構成要素としては次の6種類がある。

(1)阪用画像診断機器(X線CT装置, MR1奘置など)

(2)應用画像手イスづレイステーシ.ン

(3)阪用画像管理・制御用コンビュータ

(4)應用画イ象才酎意装隈(光手イスク装羅,磁気,イスワ装肌など)

(5)放射線フィル△画イ象入出力装置(フィルムスキャナ,フィルムづりンタな

ど)

(6)除用画像通信ネットワーク

これらの中で,阪用画像ディスづレイステーシ,ンは特{て需要が多く,

大病院などでは 1システム当たり 10~100セ,り卜が導入されて込くと

予想されるため,使いやすく安価なものとする必要がある。ととに

焦点を合わせ,医用画像ブイスづレイステーシ.ン"FⅡe Ace 4100"を開

発した。この装羅には次の性能が要求される。

(1) X線フィ」レ△と同等の表現能力を備えた高解像度画像の捉供

(2)診断を支援する画像処理機能

(3)使用する應師・技師に見やすい画像

(4)操作の容易なマンマシンインタフェース

開発に当たり, PACS の分野において世界的に知名度の高い米国

加フォルニア大学ロサンゼルス佼(UCLA)付属病院と共祠研窕を行い,

PACS K最速な手イスづレイステーションの仕様を決めた。仕様を満足す

る超高粘細CRTディスづレイを当社電子商品開発研究所で開発, テイ

ジタル画像処理を含めたこの裴羅を開発した。そして,昭和61年秋

の RSNA '86 展示会(Rodi010gy soday of North Am改ico '8の

で発表し,好・評を得た。現在, UCLAにおいて,医療現場におけ

る実用的な画像端末としての評価試験をy討厄巾である。

ことて、は,ハードゥエアシステム 1怖成の特長と,メインユニットである画像

入出力処理奘隈の機能について述ベる。

2."File Ace 4100"のシステム構成

2.1 概要

図].にこの装冊のシステム桃成を示す。この奘置のハードゥエアは,

大別してシステムの心臓部である画像入出力処理裴置(1mageln-out

& pm舵部jnguni武ΠOP),超浩井酬Ⅷな医用画像を表示する2台の

CRTディスづレイ,操作のための制御用コンビュータから成っている。

ⅡOP には外部装羅との画像データ用インタワエース,画像処理用マウス

が卞村川できるほか,オづションで各種画像入出力機器との接続も可能

である。図 2.にシステムの外観を示す。

ⅡOPは,外部の阪用画像訟断機器などの画像ソースから送られて

くる画像の入力,表示,画像処郡,保管の機能を備える。一方,制

御用コンピュータは,マンマシンインタフェース,画像,ータベースの構築,画像

検索機能を備える。

この装椴の使用法としては概略以下のとおりである。まず,画像

ソース又は_上位コンeユータから伝送されてくる西像を入力し,超高1行

外部装貴

彦、.三

制御用コンビュータ

GP一旧

ACR-NEMA

*鎌倉製作所

画像入出力処理衾嚴

(110P)

^^^^^^

基本構成

オフション構成

図 1.阪用画像ディスづレイステーション" FⅡe Ace 4100"のシステム机訪艾

開発予定

モニタ

キーボート

θ

画像処理用

マウス

超高精細

CRTディスブレイ

(2台)

＼

*

口
口
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細手イスづレイに衷示する。 2台のディスづレイに複数の画像を表示する

とともできる。更に,必要に応じて画像処亜を実行し,画像細部を

見やすく表示する。

2.2 構成品及びその特長

2.2.1 CRT ディスプレイ

表 1.に CRTディスづレイの主な仕様を示す。 CRTディスづレイは放

射線画像を高精細に表示するために,次の特長を備えてぃる。

(1)走査線数2,125本の超高精細度ディスづレイ

(2)フ小肋軽減のために長残光性蛍光休を採用した CRT

宏用画像訟断機器から入力される1画像当たりのデータサイズは最

大で約2,000×2,000画素であるため,この分解能で画像がそのまま

表示できるように走査線を2,125本とした。また, CRT画而を長

時問見ることによる疲労を幌減するとともに,フレーム周波数が 30

H.でもフり,,力が気にならないよう,長時間残光性の蛍光体の蛍光

而を、つCRTを採用した。そのほかCRT画面周辺のぽけを補正

するようにダイナミ,クフォーカス回路を採用搭載,室内照明の CRT表

而での反射を少なくするように無反射コーティングを施すなど,阪療

現場での突用に供,、るための工夫をしている。

2.2.2 画像入出力処理装置(110P)

ΠOP は画像の入出力,表示,処理を制御用コンeユータからのコマ

ンドに従って実行するユニットで,次の特長がある。

(1) D/Aサンナルグ周波数約 20OMH.にて高速に画像手一夕を

読み出す。

(2)拡大・スク0ール,階調処理などの画像処理を,高速で実行す

表 1. CRT ディスづレイの仕様

紗

.イ

.

,'

f匡為

図 2."File Ace 4100"の外観

J )

る。

(3)各種画像入出力機器,医用画像診断機器,上位コンピュータな

どの外部装置との接続が可能である。

noP の内部動作については 3 章で述ベる。

医用画像機器とのインタワエースについては,既に米国で制定されて

おり,数社で試行されているものがあり,との装置でも搭載するた

めに検討中である。とれは, ACR-NEMA (Ame丘偲n c0Ⅱegeo{

Radi010gy-N且tional E]ectrical Manufactures Association)インタフェ

ースと1呼ぱれ,とれにより画像発生源のフォーマ,"や機器のメーカー

にかかわりなく,ディジタル画像情報及びその付帯情報を通信するこ

巴が可能となる。図 3.に ACR-NEMA 規格インタフェースの概念図

を示す。 ACR-NEMA規格で定めるインタフェースの位置は,画像機

器と別の画像機器の問及び画像機器とネ.汁ワークィンタフェースとの冏に

ある。規格ではハードゥエア及び下位層のソフトゥエアづ0トコルにつぃて

規定している。17ード最大 16ビ."で,転送速度は非同期式で8M

BPS(メガバイト/秒)を目標としている。

2.2.3 制御用コンピュータ

制御用コンビュータは,ⅡOP と RS-232C インタフェースにより接続さ

れる。制御用コンビュータはシステムの規模に従い,自由に運択が可能

である。

コ1
ヘ

J、),

茨

^

え

3.1 概要

ⅡOP は, CPU ポード,画像メモリポード,メモリ制御ポード,手イスづレイ

インタフュースポード及びオづシ,ンの各種外部装置インタフェースポードから成

る。各ポードはマルチバス準拠の CPU ハ'ス又は専用イメージハ'スで接続

されてφる。系全体は CPUポードに搭載されているマイクロづロセリサ

により制御される。画像処理は CPU では行わず,ハードゥエア化して

いる。

3.2 画像入出力機能

ⅡOP は画像メモリとして画素サイズ 2,048×2,048 ド,介,1画素当

たり 10 ビット a,024階調)を持つものを 2画面,オーバレイメモリとし

て画素サイズ 2,048×2,048 ド四ト,2ビリト/画素の容量を持つものを 2

画面分実装している。オーハ'レイメモリには CRT ディスづレイに表示され

た画像情報に,文字・数字や力ーソルなど重ね表示するデータが記憶

される。 1画素当たりの容昂.ビ."のうち 1ピ,"は,文字・数字

を表示する場合の地色(黒又は白)を指定するのに使用される。こ

の画像メモリに対し, CPU ポードの GP-1B インタフェースを介して画像

ソース(上位 3ンビュータ,画像珍断機器など)と画像データの入出力を

行うことができる。

3.3 画像表示機能

ⅡOP は 1ライン 2,048 画素で,2,048 ラインの画像データをインタレース

にて表示する。 1画素(8ビヅト)データのディスづレイへの転送速度は

約 20OMW那と高速である。とのため, D/A コンバータ周辺は EC

L を使用している。

3.4 画像処理機能

3.4.1 概要

ΠOP は画像処理機能として,拡大・スク0ール,ウィンドゥ/レベル階

調処理及び反転ウィンドゥ/レベル階調処理を備えている。とれら画像

処理は,制御用コンeユータからのコマンド又はⅡOP に接続される画

像処理用マウスからの指令により,2画面の画像メモリに対して独立

に実行できる。

3

CRT タイフ

アスペクト比

表示色

蛍光体

無反射塁ーテ'ソグ:

入力信号タイプ

水平碍波数

垂適周波数

走査鞍数

イγタレース比

去示ドット数

画像入出力処理装置(!10P)の機能

76(58の

20イソチ縦剰モノウロームタイプ

1:1

白色

長残光夕'プ

右り(AR ゴーティγグ)

映像信号,同捌恬号(水平,垂直)分誹入力

63.9 kHZ

60.O HZ

2'125 木

?:1

2'048 × 2,048
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医用画像桜器

ACR-NEMA

インタフェース

才、ツトワークィンタフェースユニット

拡大・スクロール処理モードにおいて,拡大化潘Ξは 1倍,2倍,又は

4佶を逃択できる。また,スクロールは 1画素の精皮で突行できる。

この拡大・スクロール処理は,内部ハードゥエアにより,瞬時に実行され

る。

階調処理は LUT (ルックァッづテーづル)を利用して笑行している。階

調処理を笑行する部分には高速で画像データが送られてくるため,

一般的なバイボーラRAM を使用することができない。 LUT用には

ECL のスタティ,ワク RAM を使用している。 LUT は CPU のメモリ空

間上にアドレスされており,池接 CPU から内容を書き換えることが

て、きる。

ⅡOP は階調処理として,ウィンドゥ/レベル1砦荊処理及び反転ウィンド

ウ/レベル階調処理を突行できる。ウィンドゥ/レベル1砦調処理,反転ウ

インドゥ/レベル階調処理により,それぞれボジ表示画像,ネガ表示画

像に対して特定範囲の階調(濃度)を強調することができる。

3.4.2 マウスによる画像処理操作

ⅡOP に接続したマウスで画像処理操作を行うことができる。

(1)拡大・スクロール処理

マウスポタンを押すごとに表示倍率が X1倍→X2イ高→X4倍→XI

倍と変化する。スクロールはマウスを移動させる方向と同一方向に"窓

わく"(拡大表示領域)を移動する要領で行う。スクBールは上下左右

の4方向だけでなく,360度全方向に対して笑行できる。

(2)階調処理

医用画像機器

ネットワーク(LANなど)

図 3. ACR-NEMAインタフェースの概念図

ACR-NEMA

インタフェース

才、ツトワークインタフェースユニット

マウスポタンを押すビとに,原画モードーめインドゥ/レベル P断凋処理モー

ド→原画モード→反転ウィンドゥ/レベル階調処理モード→原画モードとサ

イク小りクに変化する。 P語凋処理モードでは,マウスの上下方向の移動

でウィンドゥ幅を変化,左右方向の移動でレベル値を変化させること

ができる。

3.5 画像メモリ問転送機能

ⅡOP は内部の二つの画像メモリ冏の画像データ転送を行うことが

できる。高速て価像を転送するために, CPU ハ'スを介さず専用イメ

ージバスを用いる。1画廼i5Mハイトの画像データが瞬時に転送される。

この画像転送方式ば,内部画像メモリ問に対してだけでなく,外部

画像装置との専用画像インタフェースにも適用可能である。また,転送

は縮尺比1.1の通常転送のほか,縮尺比1.2,1.4 の青訓寸珂引き

転送機能も備えていろ。

氏用画像ディスづレイステーシ.ン"FⅡe Ace 4100"・芹沢・三浦・北原

4.むすび

PACS の端末として開発した医用画像手イスづレイステーシ.ン"FⅡe

Ace4100"について記述した。氏用画像は高品位の画像であって情

報並が非常に多く,通信又は記憶保管には膨大な容量が必要となる。

その対策として,医用画像に適した静止画像データ圧縮装置を開発

中であり,この装置と合わせて高品位の医用画像保管及び通信シス

テムを笑現していきたい。

フフ(587)
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超高速可変速システム
《MELDRIVE 4000》

1,

藝
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超島速

カゴ形,,秀導遊動機
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三菱電機では、このたびコンプレッサなどの超高速可変速駆

動用として、大容量GT0サイリスタインバータとカゴ形誘心

電動機を組み合せた三菱超高速可変速駆動システム《MEL

DRIVE4000》を開発。最大出力50ookw、最高回転数12000

r.P.m までをシリーズイヒしました。弓ιΥ上、コンフ゜レッサ、プロ

ワなどの高速同転機械は、スチー1、タービンやガスタービン

あるいは増速ギア付電動機で駆動されるのが一般的てす。し

かし、これらの駆動方式ては周辺機器を含めたエオソレギー総

合効率が低い、設備が大形複雑になる、めるいはス1、ーズな

可変速迎動が困難、などの問題があります。これに代わるも

のとして、信*貝性、イ条子性に優れ、エオ、ノレギー効率が高い竃

動機による直接駆重力の二ーズが大きくなっています。

GT0サイリスタインバータ

定格出力

定イ部"圧

最品阿転数

全閉内冷形

他力通凪形

80okw~50ook、V

100OV/330OV/660OV

120oor.pm

あるいは防滴保護形

インバータ出力電圧

シ'、!il 110okvA~660okvA

址商出力周波数 20OHZ

11川御力'式低速域:正弦波PWM;1川卸

商速城: PAM1川卸

強;1円風冷」弌(ヒートパイプを使11D

特長

.GT0サイリスタの採用Cよりインバータの変換効率が高L、。

.孝電屯圧形インバータの採用によりトルクリッフ゜ノレカし卜さく、

屯動機も超高速回転に最適な独自の回転子構造、冷却構込、棚

受などを採用しているため、低速から,超商速まて'なめらかな可

変速運転が可能。

.屯動機は小形怪量で抑H寸而繊力し卜さく、基礎、据付工事が簡単。

.低速域t正4玄波PWM レbレス1峨変誰D 制御を採用するのて'、ト

ルクリッフ゜ノレが小さく、なめらかな始動が可能。

.機械駆動方式C比ベ消托品が大変少なく、保守点検が容易。

システム構成例

インパータ出力電流

翻
辱騎腔聯郵翻脚

^J-"-X

78(588)

翻艇郵騒
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特許と新案有償開加棚Ⅷ胤《団》》川訓川

この発明は,ガス絶縁開閉装置などのような,按地した金属外被

の中にスィ,"ング要業を含む充電部を収納した高地圧柱渊〕惨選気機

器に関するもので,金属外被と大地間,もしくは金属外被相互間に

通常の接地線の他に,高周波電圧に対してインビーダンスが低く,而用

周波電圧に対してインeーダンスが高いコン手ンサXは抵抗器を多点接続

したことを特徴とする。

従来,この種の装匙では金属外被は通常の按地線のみで接地され

ていたため,スィ,庁ング要素の開閉時に発生する高周波電圧が金属外

被に誘起され,それに触れる人体に危険を及ぽす欠点があったが,

この発明はこのような欠点を改善したものである。

すなわち,図 1の如く,スィ,"ング素子(ののP剛羽時に発生した尚

周波電圧が浮遊容量(フ),(8)を介して金属外被に電流が誘起され,

高電圧密閉形電気機器の外被接地方式 (特許第 1106857 号)

有償開放にっいてのお問合せ先三菱電機株式会社特許部 TEL (03)218-2136

＼

ノ

この杉案は超音波探傷装赴忙関するものである。図 1は従来の

超音波探傷装置を示すもので,図において掃引回路(2)は同期回路

(1)の出力によって起動されるととによりづラウン貧く3)上に時問

軸をつくる。ーカ,同じ同柳回路(1)の出力により起動された送信

回路(4)の出力は探触子(5)で超音波に変換され被検査物(6)ヘ伝

逹される。被検査物(のの内部で反射された超音波は再び探触子

(5)で確気信号に変換され,受信回路(フ)を介してづラウン管上に

図 2 (")及び図 2 (b)のように表示される。ととろで,反射波の

少なφ図2(a)の場合,受信回路(フ)の出力の平均電位はE.とな

る。この状態から反射波が多い,すなわち手ユーティファクター(tl/tD X

100〔%〕が大きい図2 化)の状態にすると受信回路(フ)の出力の

平均電位は Eb(Eb>ED となるため,時閻轍がづラウン管上で上下

に変動し,極端なときはづラウン管の監視範囲外まで変動する不具合

があった。そして,このような不具合が生じた場合には垂直位確調

整器(8)で時問軸の上下位置を調整してφた。この吉案はこのよう

な従来の闇題点を改誓するもので図3 に示すように受信回路(フ)

と掃引回路(2)との間にアンづラキング信号経路(9)を設けた点を特

徴とする。

アンづラキング信号は図 2(0)のように時間軸の掃引時間t2 と掃引

1切悩」(t,-t旦)が各々正負のく(矩)形波で構成されており,アンづラ牛ング

信号経路(9)を介して受信回路(フ)の高周波埴幅の最終段ヘ印加す

ることにより受信回路(フ)の増幅度の掃引期問 t2 だけ通常のまま

とし,帰線期間(t,-t2)だけ遮断甥間とする。この結果,図2 (d)

に示すよう1て反射波の多Ⅵ場合のデューティファクターは(t9/TO ×100

〔%〕以下となって受信回路(フ)の出力の平均電位が Edとなり,

金属夕件皮のインビーダンス(3),(4)の確位を上外させるが,この発明

は,金属外被とプd也問,又は金属外被相互冏にコンデンサ又は抵抗器

(15),(1のを多点接続することにより,商周波電圧による金属外被

の1倒立上昇を抑制し,かつ通常運転時のもれ電流,充電電流を低く

した。

Lたがって,通常の運転に支障をきたすことなく,金属外被の電

位上昇を抑制でき,人体の安全を確保できる。

発明者

超

林幸平,丸谷朋弘

波探傷装置 (突用新案第 1269415号)

したがって時冏杣の上下変動が極めて小さくなる。しかも図 2(d)

の波形と図 2 仏)の波形は同形の波形となる。
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特許と新案有償開加Ⅷ脚Ⅷ棚肌Ⅷ同削削削棚川脚

との発明は,電気機器のケースやシャーシとして使用される表面処

理の施された金属板ヘのろう付方法に関するものである。

従来は,亜鉛メ・井鋼板などの表面処理金属板に対して配線基板

のづラケット金具やアース線をろう付けする場合,その表面皮膜のた

めにろう付けが困難であった。

との発明は,図 1に示すように,衷面処理金属板(1)の所定位置

にづレス打抜き加工により円形の貫通孔(2)を形成し,次忙,との

貫通孔(2)忙重なるよう忙同形状で大径の半抜き状四所(3)をづレ

ス加工で形成し,最後に,上記貫通孔(2)及び四所(3)の部分にろ

う材である半田(M)を溶芯するものである。すなわち,貫通孑L(2)

が形成されることによって,貫通孔(2)の内刷面(2司が露山され,

更に,半抜き状の四所(3)が形成されることによって,四所(3)の

内岡面(3司及び半抜き部分の外刷西(3b)が露出されることになる

ため,半田(ND は露出而(20),(3司及び(3b)を介して金属板(1)

に簡単かつ硫突にろう付けされる。

表面処理金属板ヘのろう付方法(特許第1286333・号)

発明者日下俊一

以上のように,この発明によれば,単純なづレス加工だけで,偕j

単かつ確実に表面処理金属板にろう付けでき,生産コストの低減に

寄与できる。

有償開放にっいてのお問合せ先Ξ菱電機株式会社特許部 TEL (03)218-2136
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材料特集論文

.材料開兆の現状と於望

.車両電動機用新絶縁材料

.複合材料一宇磁機器用CFRP及び商性能プリント基板一

.小型蛍光ランブ用緑色蛍光体

.衣薗笑裴用IC リードフレーム材料

.宇餅用スリップリング材

.液相成長法による lnP系材・料とその応用

.ECR ブラズマ CVD 法による a-si: H膜

.導電性高分子の開発と電子デバイスへの応用

材料/カーエレクトロニクス特集

カーエレクトロニクス特集論文

.カーエレクトロニクスの現状と動向

.自動車用半導体加速度センサ

.プレイバーク機能付き力ーラジオ

.RDS受信力ーラジオ

.自動車用油圧制御ソレノイド・アクチュエータ

.ガソリンエンジンの電子制御装置

.無段変速機用電磁パウグクラッチ捌御システム

.車載用GPS型ナビゲーシ,ンシステム

.磁気方位セソサ

.車載用デオジタノレオーディオテーププレーヤー
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中国鉄道部向け
6K形交流電気機関車
^

》

三菱電機ては、中国鉄道部向けの大出力交流電気機関車の1

号機を完成させました。この機関車は、昨年の4月に、三菱

電機と、川崎重工業・住友商事の3社が日本て、初めて受注し

たもの。全体システムならびに電気機器を当社が、機械品の

よ計・製作を川崎重工業が担当しました。中国ては、瓏海線

(那州宝鶏間約680km)に就航し、単機あるいは、重連運

転て、40ooto"の石炭貨物列車を牽引。また、次のような特長
があります。
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特長

PHA116 制御方式

16ビットマイコンを採用して、高力率、低高調波電流及び、高粘

着制御を行っています。また、故障情報記億装置を設けて、運転
取扱いや保守点検を容易にしています。
不等3分割構成大出力整流器

整流器は主電動機3台単位に構成してあり、それぞれは270OV、 15
0OAサイリスタを3P接続、及び270OV、 350OAダイオードを2P接

主要回路構成図(力行運転時)

続した風冷方式を採用。また、他励界磁電流制御用や、力率補償

制御用サイリスタも、整流器に内蔵してあります。

電着マイカ使用C .絶縁80okW主電動

菱電機の固有技術てある電着マイカを全面的に採用してC種絶
縁を実現し、大幅な小形・軽量化を達成また、釣掛式てすがコ

口軸受を採用して、保守の省力化を図りました。

菱Z形低引張方式台車

日本国有鉄道(現JR)やスペイン向け電気機関車t、豊富な実績

のある三菱Z形低引張棒方式をすべての台車に適用。電気的軸重

補償も行って、高粘着性能を得るようにしてあります。

リアクトル内形主変圧器

7316kvA主変圧器は、外鉄形シェル構造を採用して、小形・軽量

化を図っているほか、 6台の主平滑りアクトル及び、 4台の力率補

償制御用りアクトルも、主変圧器と一体構成として、同油系統

て"冷却を行っています。

慣性分離式エアフィルタ

主電動機、主整流器及び主変圧器に、慣性分離式エアフィルタを

全面的に採用して、機関車機械室内部の無塵化ならびに、無風化

を実現するとともに、保守の省力化を図りました。

機関車塔載の各機器ならびに、機関車完成後の形式試験について

も、中国検査官による厳しい審査を終えて、第1号機関車が完成

しました。中国ヘ到着後は、営業線において、50ookmの走行試験

を行った上、営業運転に京尤航することになっています。なお、 80

両すべての機関車の完納は、来年2月の予定。
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仕様

電気方式

軌 問

軸配置

機関車重量

機関車主要寸法

連続定格出力

連続定格引張力

連続定格速度

最大引張力

車 径

最大運転速度

制御方式
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^ ポツ =菱百空ボンフ
^

^

^

ロータリーポンプ(VP-RS)
910ι mln

押^T、山

真空ポンプは、半導体製造装置の重要な構成要素てあり、半

導体産業の伸長に歩調を合わせ市場の拡大が予測されていま

す。更に、半導体分野以外tも食品工業(真空包装など)、理

学機器(電子顕微鏡X線分析装置など)及び機械工業(ビー

ム加工など)などの分野て真空技術の利用が拡大してきてい

ます。現在、真空ポンプとしては、超高真空用には高速t回

転する動翼と、これに対向する静翼との相互作用によって排

気する「ターヨ{分子ポンプ」が、また中低真空用には可動ベー

ン付の偏心、回転子によって排気する「ロータリーポンフ゜」な

どが般に使用されています。また、これら真空ポンプに対

してはいずれも小形軽量化・超高真空化・クリーン化・低騒

音、低振動・ノーメンテナンス化が市場二ーズとして特に高

まってぃます。菱電機ては、これらの市場二ーズに対応し、

半導体関連の蓄積技術と総合電機メーカーとして培ってきた

機械・電気・電子技術を生かして、半導体・新材料製造用の

超高真空ポンプ及び、幅広い用途に適する汎用の中低真空ポ

ンプの製品群を揃え、真空ポンフ事業に進出するものてす。

超高真空用夕ーボ分子ポンフ゜(12機ネ動、汎用の中低真空用口

タリーポンフ゜(8機種)及び口ータリーポンフコントローラ

を製品化し、昭和62年4月より1順次発亢していまt。
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油回転

.

空ポンプ用コン トローラ

(RP-C3C)

閣T臥^.

ターボ分子

特長

ターボ分子ポンフ゜

.過負荷、オーバースピードなど、異常条件に対する保護回路付。

.高精度の加工、バランシングにより低騒音・低振動。

.オイル交換、運転操作の容易化。

ロータリーポンフ

.主要部品の体化により、小形・軽量。

.精密バランス加工技術により、低振動・低騒音。

.運転状態監視と保護機能をもつ専用コントローラ付(別売品)。

発売機種の概要

真空ポンプ

空ポンプ(VP-TS)

1500ι SθC

82(592)

形名名
^
口口

ターえ{分子式ポンプ VP-TS

ロータリー式ボンプ VP-RS

注).真空度の単位. paレξスカル):1P且=1

ITorr=1 760 気圧=1mmH宮

1987

20ータリーポンプ保装置(コントローラ)

形名保護装置所要電源電圧適用モートル定格通、

3相逆相.欠相

RP-C3C過負荷. 20OV土10% 0.75~2.2 20

拘束 50 60HZ

排気速度 機種数

50~1,500ι秒 10+ao-8) 12

200~1,500ι分102(10り 8

1.013×105気圧=ニュートン平方メートル

油面低下検知を除けは'他社口ータリーポンフに取付け可

P急(Torr)

その他の機能

運転時間表示、油面低

下検知(当社品のみ)

外部コントローノレ可

菱電機技報 V01.61 NO.フ
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三菱配電自動化装置
MELDACシリース
^
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スーノぐーミーコン

システム例

システム構成例

^^
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営業所

冨図

営集所親局襄匿

^

オペレー,ニンソー」L

^

コンパクト

システム例

監枳糊初訣置

菱電機の配電自動化システムは、開閉器制御、負荷制御、

自動検針、配電図面管理などの様々なサプシステムから構築

され、計算機技術、通信技術、計測制御などの要素技術をべ

ースに有機的に結合した総合システムてす。以下、停電時間

・範囲の極小化と配電系統運用の高効率化を図る配電線自動

化システム(開閉器制御)を紹介します。
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配電線搬送(大地帰路方式)

FSK

60OBPS

5~10KHZの2周波伝送

半2重通信

ポーリング方式

フレーム同期

パリナー、反転送照合、定マーク、 CRC

配用変電所(通信線搬送システム

信号伝送装

信号伝送荏置

中継嚢置

配用変電所(配量線搬送システム)

窒量所嬰睡4帰=

^
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特長

.コンノξクトシステムからスーノξーミニコンシステムまて'、機能

規模にフレキシブルに対応てきる親局システム。

.事故時、作業時の系統操作の自動化を実現した高機能システ

厶。

.街路図対応の配電線路図表示を実現した高機能マンマシン。

.保守の容易性を考慮したデータメンテナンス。

.マクロフロセッサを塔載した汎用多機能形柱上装置。

伝制伝
送初進
首畠郵

結合装

信号変換桜置

里

信号変換装

開閉"

"

良鼬

割初酪

丘量昂

^

純合襲置

電長トランス

子局制都襄置

迺信線牙岐痛

切

子局制御装置

1,Ξ器1 1

人

子局結含嚢置子局制御妻置子局轄合襲置

開閉器
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システム機能伊Kコンパクトシステム)

1.遠隔監視制御機能

a)開閉器の「投入」r開放」制御と監視

②開閉器制御りレーの「種別」r時限」「使用除外」などの設定と監視

③開閉器両端電圧の「有」「無」監視ι電圧位相角計測

④システム監視(親局、子局、伝送路なEの異常監視)

2.子局口ーカル機能

住)開閉器の自動制御(順送、逆送な E)

②子局状態表示(りレー種別、使用除外、開閉器励磁状態など)

(3)外部設定ユニットによるよ定

④自己診断

3.印宇、表示、警報機能

①操作時、異常発生時の自動印字

②りクエスト印字

③異常発生時の表示、報

4.メンテナンス機能

5.シミュレーション機能

仕様

開閉邪

U

糊尋菖

住避昂

子局結合装

通信線今岐鞘

1 Ξ器1,1

開閉器

子局結合泰置子局割御襄置子局轄合縦置

"

項目

変調方式

伝送速度

信号周波数

通信方式

回線制御方式

同期方式

検定方式

方式
通信線搬送

FSK

60OBPS

1.2土0.2KHZ

半2重通信

ポーリング方式

調歩同期

パリテー、反転送照合、定マーク

畜


